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平成３０年３月第１回 木島平村議会定例会 

《第１日目 平成３０年２月２７日 午前１０時００分 開議》 

 

議長（森 正仁 君） 

おはようございます。 

（全出席者「おはようございます。」） 

 

議長（森 正仁 君） 

ただ今から平成３０年３月第１回木島平村議会定例会を開会いたします。 

ただいまの出席議員は９人です。 

定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

直ちに会議を開きます。 

出席要求者から欠席届が提出されております。 

内藤副村長は、病気治療のため欠席です。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

村長から「招集のあいさつ」があります。 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 おはようございます。 

（全出席者「おはようございます。」） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 本日は、平成３０年第１回目の定例会ということで招集いたしましたところ、全議員の皆様

にご参集いただき深く感謝を申し上げたいと思います。 

 今年は、昨年末から正月にかけて大変な大雪でありました。そんなことで大変心配をしたわ

けでありますが、北陸地方、そしてまた東北などでは大きな災害等がありましたが、比較的こ

の地域では平穏な冬だったと思います。ただ、残念ながら、ここへ来まして除雪中の人身事故

であったり、それからまた雪下ろし中の死亡事故であったりということで、雪に関わる事故が

多発をいたしました。お亡くなりになりました方には心からご冥福を申し上げます。また、そ

れとともに村としても、除雪等の際の安全対策について呼びかけていきたいと思いますし、雪

に限らず、農作業等事故の無いよう、それぞれ村民の皆さんには安全対策に十分心がけていた

だくようにお願いをしたいと思います。 

 今議会につきましては、平成２９年度の事業の締めくくりについたものについて、補正案件

等を提出させていただきました。そしてまた、平成３０年度に向けて必要な条例改正や、予算

等の上程をいたします。いずれも、これからの村民福祉の向上にとって必要な案件であります。

特に平成３０年度は、役場新庁舎の改築というような大型事業を計画しております。ぜひ、議

員各位にも活発なご意見の中で、より一層村づくりが進展しますように格段のご理解をいただ

きますようにお願いを申し上げまして、召集のあいさつとさせていただきます。よろしくお願

いします。 

  

議長（森 正仁 君） 

これから「諸般の報告」をします。 
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まず、私から、１２月議会以降の主だったものを申し上げます。 

１１月９日、栄村において「長野県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会総会」が開催され、

各市町村から提出された豪雪対策に関する要望事項等が採択されました。 

本村議会からは、特に、冬期間における生活基盤であります道路網の整備促進に加え、通学

路の安全確保を図るため、歩道の早期完成について要望し、採択されました。 

この総会での採択を受け、２月５日、県知事と県議会議長に対し、要望・陳情活動を行って

まいりました。 

今定例会に説明のため出席を求めました理事者等は、議案表の下段に記載のとおりです。ご

了承ください。 

「例月出納検査及び定期業務監査報告書」は、印刷してお手元に配布のとおりです。 

本日までに受理した陳情は、お手元に配布した文書表のとおりです。 

これで私からの報告を終わります。 

次に、日䑓村長からありましたら報告願います。 

 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、議会との申し合わせに基づき、平成２９年１２月第４回木島平村議会定例会にお

ける常任委員会審査報告書の審査意見・要望事項等に対する村の対応について「諸般の報告」

をさせていただきます。 

最初に、予算決算常任委員会でありますが、意見としまして「村税の滞納整理の努力は評価

する。今後も公平性の確保に向け、更なる徴収に努められたい」というご意見でありますが、

村税の滞納者に対しましては、納付の交渉等を行ってもなお納付いただけない場合につきまし

ては、財産調査を行い国税徴収法並びに地方税法等に基づく滞納処分を行っております。 

滞納案件につきましては、村税以外の村徴収金も含め、今後も引き続き厳しい姿勢で対応し

てまいります。 

続いて、「やまびこの丘公園内へ駐車場と進入路が新設され、入園料の無料化が検討されてい

るが、事業計画時には、常に投資効果、整備の優先順位等を現場関係者とも十分協議し、調整

を済ませた上で事業に着手されたい」というご意見でありますが、進入路工事については、指

定管理者の意見を工事計画に反映させるなど計画時から十分協議を行ってまいりました。また、

昨年１２月に指定管理者から無料化に向けた施設改修要望が提出されまして、改修計画を協議

しその予算案を３月議会に提出しております。 

今後も施設利用者の増加を図るため、指定管理者との連絡調整を密に行い、施設の適切な維

持管理及び利用者のサービス向上に努めてまいります。 

続いて、「村長の太鼓判は、想定以上の収量を確保できたので、販路の拡大に努力をされたい。

また、米コンクールでの受賞効果等で、木島平米の評価が高まっている一方、太鼓判のインパ

クトは薄れてきているので、実態を調査し、次年度以降の計画・戦略を検討されたい」という

ご意見でありますが、既に、昨年１２月には都内で新米キャンペーンを開催し、現在はラジオ

等電波媒体を活用した宣伝を展開中であります。また、来月には県内向けに善光寺門前仲町で

のＰＲイベント等を計画しております。 

今後も引き続き、コンクール受賞効果を最大限に活用したＰＲと販路拡大戦略を進めてまい

ります。 

 続いて、「そばの減収を要因として、農業振興公社への補助金の増額予算が計上された。遊休

農地対策としての『そば振興』の有効性をしっかり検証し、村負担を増やさないよう、計画を
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再考されたい」というご意見でありますが、遊休農地対策といたしましては、現状そば栽培が

一番適しており可能性があると考えております。 

今後生産性の向上に向け、排水不良が見込まれる場所は、普及センター等の指導を得て機械

畝立による播種等の技術的検証を行い、適期収穫による収量の確保や作業工程の見直しによる

コスト削減などにより収益性の向上を図ってまいります。 

また、そば栽培は、地域の観光との結びつき、地元の特産品としての定着やイベント開催等

での活用へとつなげてまいります。 

次に、「村有施設の老朽化による修繕費が年々増え、今後も増大が見込まれる。想定外の出費

を抑制できるよう、適正な管理に努められたい」というご意見でありますが、村有施設は常に

良好な管理を行うよう努めるとともに、将来を見据えて各施設の存廃について検討を行ってま

いります。 

 

議長（森 正仁 君） 

 教育長からありましたら報告願います。 

 

教育長（小林 弘 君） 

 はい、議長。ありません。 

 

議長（森 正仁 君） 

 これで諸般の報告を終ります。 

日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、２番、勝山 卓 君、３番、滝沢光

平 君を指名します。 

日程第２、「会期の決定」の件を議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から３月１４日までの１６日間としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

 「異議なし」と認めます。 

よって、本定例会の会期は、本日から３月１４日までの１６日間と決定しました。 

日程第３、「行政報告」を行います。  

村長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 それでは、平成３０年第１回木島平村議会定例会「行政報告」を申し上げます。 

 まず、最初に総務課関係についてでありますが、、役場新庁舎建設関係につきましては、村民

の皆さんからいただきましたご意見も参考に進めてまいりました基本設計が１月末で完了し、

２月７日に開催されました議会全員協議会で説明を申し上げました。この基本設計の内容は、

広報２月号の折込みで全戸に配布し、併せて村公式ウェブサイトへの掲載、ふう太ネットでの

お知らせを行ってまいりました。現在は、平成３０年７月下旬の完了を目指して実施設計に着

手したところであります。 
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次に、民生課について申し上げます。 

全国的に感染が拡大しましたインフルエンザは、本年度は例年よりも早く１２月から感染が

広まりました。１医療機関３０人の患者が発生したときに警戒レベルとされておりますが、１

月２６日時点では５０人を超え、患者数が過去最高となりました。本村でも１月下旬から保育

園、小学校、中学校すべてで患者数が増え、小学校の一部の学級では閉鎖に至りましたが、幸

いこれまでに重篤化した感染者は見られませんでした。 

村の助成によりますインフルエンザの予防接種を受けた方は、中学生以下で２７４人、６５

歳以上の方は１，０８８人でした。村民の皆さんにインフルエンザに対する予防意識が定着し

てきており、ワクチン接種をされる方が増えたことも重篤化に至らなかった要因であると考え

られますが、引き続きマスク、手洗いなどの予防の喚起を呼びかけているところであります。 

家屋の倒壊等から人命の安全と生活の安定を図るための雪害救助員の派遣事業は、２月末時

点では、認定をした１０世帯のうち８世帯で家屋の雪下ろしを行いました。 

今年度２回目の婚活イベントは、２月２５日に木島平スキー場におきまして、アウトドアス

ポーツ・スノーシューを体験しての出会いイベントとして開催し、男性１０人、女性１０人の

参加がありました。今回も、事前の打合せから当日のイベント設営まで、ＮＰＯ法人など民間

の力や知恵もいただきながら進めてまいりましたが、今後も引き続き工夫を凝らして取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 次に、産業課について申し上げます。 

農林係関係では、国による米の生産数量目標の配分は、平成３０年産以降廃止されることに

なりましたが、引き続き需給に見合った主食用米の適正生産を進めるため、昨年１２月２１日

に長野県農業再生協議会が開催をされまして、市町村別の生産数量目安値が示されました。 

村の農業再生協議会では、県協議会の取り組み方針に基づいて主食用米の生産数量目安値を

各生産者へ提示し、需給に応じた生産に取り組みます。 

なお、村の平成３０年産米の生産数量目安値は、前年と同じ２，１０８ｔ、面積換算では前

年比１００.２％となる３７１ｈａで、ほぼ前年並みとなっております。 

 商工観光係関係では、木島平スキー場は３年ぶりに順調な降雪に恵まれ、予定どおり１２月

２３日にオープンいたしました。 

２月１８日までの入場者数は３万７千人、リフト売上は５千万円で、雪不足であった昨年、

一昨年よりは大きく増加しておりますが、３年前と比較すると入場者数が９５.６％、売り上げ

は８２％に留まっております。 

村、木島平観光株式会社並びに村観光協会等では、スキー場への誘客を図るため各種大会等

を積極的に誘致・開催しておりますが、２月２２日から２５日にかけて全日本スキー連盟が主

催するスキー・スノーボードの指導員検定会が開催されました。この検定会は、村スキースク

ールが中心となって誘致されたもので、木島平スキー場では初めての開催となり、参加者は関

東甲信越エリアを中心に総勢約４００人となりました。 

次に、産業企画室について申し上げます。 

昨年１２月２７日、武蔵野市振興公社のご厚意により、吉祥寺デッキで木島平米の販路拡大

を目指した新米キャンペーンを行いました。当日は、むさし野ＦＭなどの電波媒体も活用し、

ゴールドプレミアムライスＡＡＡ賞を受賞した木島平米としてＰＲすることができました。 

１月２７日・２８日には、木島平産そば粉の調布市深大寺そば組合への販路拡大を目的とし

た「深大寺雪あそび」が開催されました。今年度は村から３４ｔの雪を運搬し、調布市民を中

心とした多くの皆さんに「そば」と合わせて木島平を知っていただく良い機会となりました。 

産業ネットワーク協議会事業関係では、１２月２０日に金紋錦を使用した日本酒の販路拡大

を目的に「酒米シンポジウム～金紋錦は木島平村の宝～」を、県内の酒蔵１４社の協力をいた

だき開催いたしました。当日は、金紋錦の生産者にも多数参加いただき、次年度への作付け意
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欲の醸成にも繋がったものと考えております。なお、明日２８日には同様のシンポジウムを調

布市たづくり会館で開催を計画しております。 

また、観光で訪れたお客様に、村内商店街等にも足を運んでいただくための仕掛けとして２

月１日から実施しています「冬のスタンプラリー」の利用者は、２月末現在１５０人を超える

状況であります。この取り組みによって村内での滞在時間が着実に伸びております。 

１２月１日に供用開始いたしました移住定住体験住宅大町棟は、年末から多くの皆さんにご

活用いただき、雪かき作業等冬の木島平村を体験していただいております。 

 ふるさと納税推進事業では、１月末日現在の納税額が対前年同月比１０７％で推移しており、

年度末に向けて前年度以上の成果が残せるよう更にＰＲを展開してまいります。 

次に、建設課について申し上げます。 

まず、除雪について、この冬は降雪が早く１１月１９日に最初の出動となりました。１２月

１４日から１月にかけてまとまった降雪があり、２月５日の積雪は役場観測地点で１ｍ３㎝に

達しました。 

連日の除雪作業により除雪関係予算の不足が想定されたことから、２月７日の議会臨時会に

おきまして４，５００万円の補正予算をお認めいただき今日まで対応してきております。 

公共交通関係では、デマンド交通は、運行を開始して１２年目となり利用者に定着している

こと、平成２８年１０月から６５歳以上の方の運賃を村内利用の場合１００円としたこと等に

より、前年対比で約５％の伸びとなりました。 

飯山駅と村内を結ぶシャトル便は、平日は通勤通学の生活路線、土日祝日はスキー場までの

観光路線としての運行に変えてからは、毎年利用者が増加しております。特に冬期間は高校生

の通学利用も増え、前年対比で約１１％の伸びとなっております。今後も利用者を含め多くの

皆様のご意見を参考に、利用しやすい公共交通として運行してまいります。 

地籍調査事業は、今年度は往郷２地区、栄町と南鴨地区の０.１６４㎢ の現地調査と測量を

実施いたしました。ご協力をいただきました地権者の皆様に感謝を申し上げます。なお、穂高

６区、これは北鴨地区でありますが昨年１２月１日に、穂高７区、これは稲荷地区であります

が２月１日にそれぞれ登記が完了いたしました。 

現在、法務局では穂高８区、内山地区でありますが、そちらの登記作業を行っております。 

次に教育委員会関係について申し上げます。 

 まず、子育て支援課関係についてでありますが、おひさま保育園では１月２２日に「子ども

の成長と支援方法」をテーマに、屋外での雪遊びについて保育学びの会を開催し、幼児教育の

研究者から保育参観と保育士へのご意見をいただきました。今後も引き続き、保育士の資質の

向上を図りながら積極的に幼年教育の改善向上に取り組んでまいります。  

１月２２日には、木島平小学校で「どの子にも学びを保障する授業づくり」をテーマに自主

公開学習検討会を開催し、共同参観授業や授業検討会の中で、東京大学の研究者にご指導をい

ただきました。 

２月１６日からの３日間、八丈町の小学校５年生６５人が「雪山体験教室」として来村し、

除雪作業の見学やスキー体験、木島平小学校５年生との交流会を行いました。交流会ではスキ

ー場でのそり遊び交流や、木島平小学校から丹精込めて作った木島平米、八丈町の５年生から

は貝殻のプレゼント交換など、お互いに打ち解けたひと時となりました。八丈町の子どもたち

との貴重な体験の場として、今後も大切な交流にしてまいりたいと考えております。 

次に生涯学習課について申し上げます。 

スキー大会関係では、１月８日に木島平ジュニアジャンプ大会を開催いたしました。昨年は

寡雪の影響で小学生の部のみの開催となりましたが、今年は降雪に恵まれ、小学生３８人、中

学生２１人の総勢５９人の選手が参加し、村内選手も入賞を果たしました。 

２月２４日・２５日には木島平ジュニアクロスカントリー大会を開催いたしました。リレー
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競技には小学生男子１６チーム、小学生女子１４チーム、中学生ミックスに１０チームが出場

し、また、個人競技には県内外から小学生２７７人、中学生９８人の総勢３７５人の選手が出

場いたしました。 

この大会は、小中学生を対象にした長野県内の大会としては、最大級の大会の一つとして定

着をしてきております。 

今シーズン村関係選手の全国規模のスキー大会への出場は、全国中学校スキー大会に９人、

全国高等学校スキー大会に６人、国民体育大会冬季大会に７人となりました。 

主な成績ですが、秋田県鹿角市で開催されました全国中学校スキー大会では、クロスカント

リー女子３㎞フリー競技で見事優勝し、同時に３位入賞も果たしました。また、長野県女子リ

レーチーム４選手のうち３選手が出場し４位と健闘いたしました。 

岐阜県郡上市で開催されました全国高等学校スキー大会では、優勝しました飯山高校男子リ

レーチーム、準優勝しました中野立志館高校女子リレーチームのそれぞれのメンバーとして活

躍をいたしました。 

昨日から新潟県妙高市で開催されています国民体育大会冬季大会におきましても、村出身選

手の活躍を期待したいと思います。 

世界を舞台とした大会では、２月２日から４日にかけて開催されましたワールドカップ・ノ

ルディック複合白馬大会で、大町出身の永峯寿樹選手と南鴨出身の山本涼太選手が出場し健闘

いたしました。 

選手各位には、今後の更なる活躍を期待し、応援を続けてまいりたいと思います。 

文化財関係では、平塚遺跡発掘調査事業を平成２７年度から２９年度までの３か年計画で進

めてまいりましたが、最終年となる今年度「竪穴住居跡（たてあなじゅうきょあと）」や「大型

土抗（おおがたどこう）」、更に「人骨」が発見され、出土品の整理作業や科学分析を行いまし

た。 

時代層が長期に亘り、特異な出土品もあるため、遺跡の性格については大学教授等各部門の

先生方により構成される調査指導委員会で、様々な意見が出され調査継続の必要性が高まって

まいりました。 

こうしたことから、根塚遺跡との関係性、類似性、同位性等真相を探るため、指導委員会の

意見及び検討結果を踏まえて３０年度も発掘調査を継続することといたしました。 

 以上、１２月定例会以降の村政の経過について申し上げました。 

 議員各位をはじめ村民の皆様には、村政に対し深いご理解と一層のお力添えをお願い申し上

げまして、行政報告といたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

これで行政報告を終わります。 

日程第４、「施政方針」を行います。 

村長から施政方針の申し出がありましたので、これを許します。 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、平成３０年第１回議会定例会冒頭に当たりまして、施政の方針と平成３０年度予

算の概要について申し上げます。 

日本経済は設備投資や個人消費が緩やかに伸び、回復基調にありながらも物価上昇率が低い

「適温経済」の状況にあると言われています。しかし一方で、都市部への人と経済、情報の集
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中には歯止めがかかっておらず、地方では人口減少や高齢化などのため豊かさを実感できない

状況であります。また近年、国内経済は、国内要因だけでなく、諸外国との関係や外国人旅行

客の増加など外的な要因により左右されることが多くなり、国内外の変化にも機敏に対応する

ことが求められております。 

さて、村では総合振興計画や３年目となる地方創生総合戦略を着実に推進しながら、産業の

活性化や福祉の充実、子育て環境の整備、若者の移住定住促進を目指し、事業を展開してまい

りました。若者が地方に定住するためには、安定的な暮らしと質の高い教育環境が必要です。

また、住み続けるためには、高齢になっても健康で生き甲斐がもてる社会の実現が必要であり

ます。 

今シーズン、スキー場は、順調な降雪と天候に恵まれまして、リフト売り上げは、昨年対比

１１０％程で推移しております。オリンピックなどにより冬季スポーツの人口拡大を期待して

いるところであります。しかし、将来的に一層の観光産業の振興と雇用の拡大を図るには、ス

キーだけに頼る観光ではなく、農産物や農村景観の資源化、山岳観光、周辺市町村との連携し

た広域観光などによる通年観光を目指す必要があると考えております。そのため、これまで高

社山やカヤの平高原などのハード面で整備を行ってまいりましたが、平成３０年度はそれらを

活用したツアーなどソフト事業にも力を入れていきたいと考えております。 

また、村の大きな観光資源である馬曲温泉は湯量が年々減っております。そこで、これまで

揚湯ポンプの交換など改修を行ってまいりましたが、十分な湯量が確保できず、新たな源泉の

開発が必要となっております。そのため、源泉調査を平成２９年度に引き続き行います。老朽

化したスキー場施設や馬曲温泉施設の更新など大型のハード事業についても、引き続き調査検

討をしてまいります。 

農の拠点、道の駅ファームス木島平については、村の情報発信機能の充実を図りながら農業

と観光、商工業の連携拠点とするため、当面の間、直接管理することといたしました。 

農業面では、村の主力となっているコシヒカリを中心とした主食用米、金紋錦などの酒造好

適米は高品質な米の生産を目指してまいりました。それぞれ農家の努力により、主食用米では

昨年の全国米食味分析鑑定コンクール国際大会での９年連続となる金賞を受賞し、金紋錦も品

質の向上により多くの酒蔵で利用されております。昨年産で国による米の生産調整が終わりま

した。高品質で旨い米の産地としての真価が問われるのはこれからであり、農家の皆さんの取

り組みを更に支援してまいります。 

遊休荒廃農地対策として進めてきましたソバの生産振興とソバの特産品化については、平成

３０年で３年目となります。約３０ｈａの作付けを行い、安定的な生産体制の確立とともに、

特産品化による村内でのソバ消費拡大にも取り組む計画であります。 

平成２９年度に行った住宅のリフォーム補助は大変好評でありました。平成３０年度は更に

拡大して取り組みをしたいと考えております。 

続いて民生関係ですが、国民健康保険については、平成３０年度から県が保険者となり県下

統一の運営となります。保険税や給付水準など大きな変更なくスムーズな移行をしてまいりま

す。飯山赤十字病院は、高齢化が進む中、岳北地域唯一の総合病院として重要な施設でありま

す。安定的な経営のための財政支援を引き続き行います。また、少子化は深刻な課題となって

おります。そのため、婚活イベントなど結婚支援事業を一層充実してまいります。 

子育てでは、子どもたちの健やかな成長を願い平成２９年度から行っているインフルエンザ

の予防接種助成を新年度は更に拡大し、また新たに新生児の聴覚検査補助金を計画しておりま

す。 

建設関係では、冬の生活路線確保のため大型除雪ロータリー１台の更新や高石分館の耐震化

のための建て替え工事の補助を予算化いたしました。また、高齢化が進み、公共交通が少ない

地域では通勤・通学、通院、買い物などのための移動手段の確保が重要になってきております。
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村内のデマンドバスや飯山駅へのシャトル便の利便性の向上を図るとともに、新年度は、周辺

市町村との連携による効率的な公共交通の在り方を検討してまいります。また、長野電鉄 飯

山野沢温泉線への運行補助を継続して行います。 

教育関係では、授業の情報化が必要不可欠となっております。そのため、小学校、中学校の

ＩＣＴ化に向けＷｉ－Ｆｉ環境の整備を計画しております。また、生活様式の変化に伴い、ト

イレの洋式化工事を行います。更に、小学校では、平成３２年度からの英語の教科化に備えて、

英語指導体制の充実を図り、放課後子ども教室の充実により学習支援も強化してまいります。 

懸案となっております役場新庁舎の建設については、平成２９年度に基本設計を完了し、平

成３０年度には実施設計、秋の工事着工を目指すための予算編成を行いました。村民生活向上

の拠点となるものでありますが、建設に当たっては、将来的な財政状況等を考慮し、よりコン

パクトで、機能的な庁舎にしていきたいと考えております。 

平成２９年度には、情報通信設備の本部機器更新や屋外スピーカーの更新工事など大型事業

は無事完了いたしましたが、平成３０年度には庁舎改築と大型事業が続きます。更に今後も上

下水道や道路、教育施設、観光施設など村民生活や産業振興に欠かせない施設を維持するため

の大型事業が続きます。そのため、財源の確保や経費の節減を図りながら総合振興計画、地方

創生の総合戦略、財政計画に沿った、健全な財政運営に心がけ、村民の皆さんのご理解を得な

がら、村民福祉の向上と安心して暮らし続けることができる村づくりを目指してまいります。 

続いて、平成３０年度予算案について申し上げます。 

平成３０年度一般会計の予算総額は３４億１，８００万円で、前年度当初予算と比較して、

額で７，４００万円、率では２．２％の増となっております。 

 人件費、扶助費及び公債費を合わせると義務的経費の総額は１２億３，０７０万３千円で予

算に占める割合は３６％、前年度比１．８％の増となりました。 

投資的経費である普通建設事業費及び災害復旧事業費の総額は３億８，９９３万２千円で、

前年度比１億４，６７８万２千円、率にしまして６０．４％の増となりました。予算に占める

割合は１１．４％、率では４．１％の増であります。主な事業としまして、平成３０年・３１

年度で計画しております役場新庁舎建設費の平成３０年度分として１億４，６７７万２千円、

小中学校のＩＣＴ環境整備費４,８３４万３千円、スキー場やまびこ駐車場改修工事２，８９２

万３千円を計上しております。 

物件費、維持補修費及び補助費等の消費的経費の総額は１７億９，７３６万５千円で、予算

に占める割合は５２．６％、前年度比５．０％減となっております。 

歳入では、収入全体の４９．４％を占める地方交付税は、昨年度と同額の１６億８，９００

万円を見込んでおります。また、村税は固定資産税の評価替の影響もあり、全体では昨年度よ

り５６９万６千円減の３億８，８１５万９千円を見込みました。予算に占める割合は１１．４％

です。その他、国庫支出金、県支出金は対象事業費に応じた額を計上しております。 

一般会計から学校給食を除く特別会計８会計への繰出金は、総額４億８，２１５万９千円で、

１億１，４８０万１千円の減、前年比１９．２％の減となっております。スキーリフトの修繕

など観光施設特別会計への繰出金が大幅に減額となったことが主な要因であります。なお、下

水道特別会計への繰出金が２億６，６５４万９千円で最も多額となっております。 

普通会計に属する情報通信特別会計は、情報通信施設本部機器の入替工事が完了したことか

ら、施設の維持管理費、指定管理費及び地方債償還金が主な支出となり、前年度比３億３，２

００万６千円減の５，８８８万円を計上しております。 

学校給食特別会計は２，０９１万９千円で、ほぼ例年ベースとなっております。 

奨学資金貸付事業特別会計は、新規貸付１０人分、継続貸付７人分を見込み、総額８８３万

６千円となり、一般会計への繰出金を９１万４千円計上いたしました。 

次に特別会計ですが、後期高齢者医療特別会計に５，５２３万１千円を計上、国民健康保険
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特別会計には５億３，０６０万１千円を計上いたしました。国民健康保険は、平成３０年度か

ら長野県が保険者となり運営を行う関係で、高額医療費共同事業、保険財政安定化事業交付金

を収入として計上しなくなったことなどにより予算全体では１億４，４２８万１千円減額とな

りました。 

また、介護保険特別会計には５億６，６２１万１千円を計上いたしました。 

次に法非適用企業会計についてでありますが、観光施設特別会計には前年度比９，２４９万

９千円減の３，９２４万９千円を計上いたしました。スキーリフトとパノラマランド木島平の

維持補修費が大幅に減となったためでありますが、実施計画では平成３１年度以降は多額の施

設改修費が見込まれております。 

また、下水道特別会計では３億６，３７９万６千円、農業集落排水事業特別会計は１，９７

９万１千円でほぼ昨年度並みとなっております。高社簡易水道特別会計は、牧の入地区の木島

平村地籍に水道管４００ｍを敷設するため、３，９５９万８千円増の５，１５１万７千円を計

上いたしました。 

法適用企業会計である水道事業会計では、収益勘定に８，７８９万９千円を、資本勘定に小

路水源・ポンプ井計装設備改修工事、内山配水池流量計更新工事等を予定し３，０９５万５千

円を計上いたしました。 

以上１２会計の予算総額は５２億５，１８８万５千円であります。 

新年度予算では基金からの繰入金２億４，１３４万６千円を見込んでおります。近年、義務

的経費や消費的経費が年々増加し、新規事業や施設の大規模修繕は基金の取り崩しに頼らざる

を得ない状況が続いております。 

 以上、平成３０年度予算案について申し上げました。 

新年度におきましても引き続き村民主役の村づくり、真の豊かさが実感できる村づくりの実

現、そして人口ビジョンの目標達成に向けて事業を進めてまいりますので、議員はじめ村民各

位の格段のご理解とご協力をお願い申し上げまして、施政の方針といたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

 これで「施政方針」を終わります。 

 この際、日程第５、議案第６号「木島平村情報通信施設条例の一部改正について」の件から、

日程第３８、議案第３９号「字の区域の変更について」の件まで、以上条例案件９件、予算案

件２１件、事件案件４件、合わせて３４件を一括議題とします。 

 朗読を省略し、本案について提案理由の説明を求めます。 

 日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 それでは、今議会に上程いたしました提案内容について一括して説明を申し上げたいと思い

ます。 

 まず、最初に条例案件でありますが、議案第６号「木島平村情報通信施設条例の一部改正」

についてであります。 

第４条と別表第１使用料の項目につきましては、今年度の情報通信施設更新に伴ってセット

トップボックスを撤去し、画像、情報、電子メール等のサービスの提供を中止したため、条例

中の文言を整理するためのものであります。 

 第１４条は、広告手数料について、指定管理者が村長の承認を得て定めることができるよう

にする改正であります。 
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施行日は平成３０年４月１日であります。 

続いて、議案第７号でありますが、「木島平村税条例の一部改正」であります。 

 地方税法の改正による改正であります。 

 続いて、議案第８号「木島平村過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部

改正」でありますが、過疎地域自立促進特別法の改正に伴い、地方税の課税免除等の対象業種

のうち、情報通信技術利用事業、これはコールセンターでありますが、それが廃止をされ、農

林水産物等販売事業が追加されたことによる改正であります。 

この条例は、公布の日から施行し、平成３０年１月１日からの適用となります。 

 続いて、議案第９号「木島平村地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化の

ための固定資産税の課税免除に関する条例の制定」であります。 

 これは、地域未来投資促進法に基づき、北信地域６市町村と県などで組織する北信州経済牽

引事業促進協議会が「北信州地域基本計画」を策定しました。この計画に定める「地域経済を

けん引する施設」を設置した事業者に対し、固定資産税の課税免除を行うための条例の制定で

あります。 

 施行日は、公布の日からであります。 

 続いて、議案第１０号「木島平村介護保険条例の一部改正」であります。 

第２条は、第７期介護保険計画に基づく介護保険料設定期間を、平成３０年度から平成３２

年度までに改めるものであります。なお、介護保険料はこれまでと同額あります。 

第３条第２項以下は、条例等の番号を追加するものであります。 

施行日は平成３０年４月１日であります。 

 続いて、議案第１１号「木島平村指定居宅介護支援の事業の人員及び運営に関する基準等を

定める条例の制定」でありますが、平成２６年の介護保険法改正において、居宅介護支援事業

者の指定権限を県から市町村に移譲し、平成３０年４月１日から施行することに伴う条例の制

定でであります。事業の運営に関する人員等の基準を定めるものであり、施行日は平成３０年

４月１日であります。 

 続いて、議案第１２号「木島平村後期高齢者医療に関する条例の一部改正」であります。 

条例第３条に追加される第５号の内容でありますが、現在、国民健康保険では施設等に入所

して住所が移った被保険者については、住所地特例を設けて前住所地の被保険者としておりま

す。 

しかしながらこれまでの制度では、後期高齢者医療保険に移行する際には、この住所地特例

が適用されておりませんでした。 

平成３０年４月１日からは、「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の

一部を改正する法律」の施行により、現に国民健康保険の住所地特例を受けている被保険者が、

他市町村の被保険者となる場合には、前住所地の市町村の被保険者となるよう見直しがされた

ことによる改正であります。 

施行日は、平成３０年４月１日であります。 

次に、議案第１３号「木島平村農の拠点施設設置条例の一部改正」であります。 

 農の拠点施設を、指定管理者による管理から村が直接管理するよう改めるため、条文の整理

と貸付料及び利用料を定める内容の改正であります。 

 議案第１４号「木島平村消防団員等公務災害補償条例の一部改正」であります。 

 一般職の給与に関する法律の改正により扶養手当の額が変更されたことに伴い、扶養親族加

算額を改正する内容であります。 

 第５条は補償基礎額に関する定めでありまして、配偶者加算が３３３円から２１７円に、６

０歳以上の父母等は３００円が２１７円に改正となります。 

 次に、予算案件でありますが、議案第１５号「平成２９年度木島平村一般会計補正予算第１
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０号」であります。 

 歳入歳出をそれぞれ２，３５０万６千円減額し、総額を３４億２，６００万８千円とする補

正予算であります。 

 歳出では、情報通信施設整備事業に係る事業費の確定によりまして２，９９６万円の減、岳

北広域行政組合負担金の精算による２，２４０万３千円の減のほか、今年度実施してまいりま

した各事業の精算を行いました。また、給食センター運営費では、老朽化した設備を新年度ま

でに更新するための備品購入費に２１６万円を、基金の積み立てに９，６０１万１千円を計上

いたしました。 

歳入では、村税は今年度の課税徴収実績見込みに合わせて増額し、普通地方交付税は今年度

の交付決定額を計上し、国県支出金等その他の各項目は収入を精算し、最終的に繰入金を２，

６５０万円減額といたしました。 

次に、議案第１６号でありますが、「平成２９年度木島平村情報通信特別会計補正予算第４号」

であります。 

歳入歳出をそれぞれ１億１，７２６万円減額し、総額を２億７，３２５万６千円とする補正

予算であります。 

情報通信施設整備事業に係る事業費が確定したことによる精算で、歳入は一般会計からの繰

入金を減額し、過疎債も実績に合わせて減額いたします。 

次に、議案第１７号でありますが、「平成２９年度木島平村国民健康保険特別会計補正予算第

５号」であります。 

歳入歳出をそれぞれ１６万８千円減額し、総額を６億５，７０７万８千円とする補正予算で

あります。 

歳出は、保険給付費及び共同事業拠出金等の実績見込み額としまして、歳入は共同事業交付

金が減額となり、基金からの繰入金を４１１万４千円増額といたしました。 

 次に、議案第１８号「平成２９年度木島平村介護保険特別会計補正予算第５号」であります。 

 歳入歳出をそれぞれ１，５８７万８千円減額し、総額を５億８，３６３万１千円とする補正

予算であります。 

歳入では国県支出金その他で計１，５８７万８千円減額となりましたが、歳出で保険給付費

負担金等の給付費が歳入以上に減額となったため、基金積立金に３６１万２千円を計上いたし

ました。 

次に、議案第１９号「平成２９年度木島平村観光施設特別会計補正予算第４号」であります

が、歳入歳出の額の補正はありません。 

 歳入で、スキーリフト改修負担金として５００万円を計上し、一般会計からの繰入金を同額

減額する内容であります。 

 次に、議案第２０号「平成２９年度木島平村下水道特別会計補正予算第４号」であります。 

 歳入歳出をそれぞれ１１２万７千円減額し、総額を３億５，４９７万９千円とする補正予算

であります。 

歳出は、汚泥処分委託料の増額、今年度の起債償還金の確定による減額であり、歳入は一般

会計からの繰入金を減額といたしました。 

次に、議案第２１号「平成２９年度木島平村農業集落排水事業特別会計補正予算第３号」で

あります。 

 歳入歳出の額の補正はありません。 

歳入は、使用料が予算を下回る見込みとなったことから減額し、一般会計からの繰入金を増

額する内容であります。 

次に、議案第２２号「平成２９年度木島平村高社簡易水道特別会計補正予算第２号」であり

ますが、歳入歳出の額の補正はありません。 
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消費税額の確定により減額となりました１５万３千円を、積立金に計上する内容であります。 

議案第２３号「平成２９年度木島平村水道事業会計補正予算第６号」でありますが、水道事

業費用における人件費の不足額及び固定資産の除却費計５５万２千円を計上するものでありま

す。 

次に、予算案件のうち平成３０年度の当初予算でありますが、議案第２４号「平成３０年度

木島平村一般会計予算」から、議案第３５号「平成３０年度木島平村水道事業会計予算」まで、

計１２会計につきましては概略を先ほどの施政方針で申し上げました。予算決算常任委員会で

ご審議をいただきますようお願いいたします。 

次に、事件案件であります。 

議案第３６号「辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更」でありますが、平成２７年６

月に策定しました「辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置に関する法律」

に基づく村の総合整備計画について、高社山地区に平成３０年度で実施する「高社山やまびこ

駐車場整備事業、事業費２，９００万円」を追加する計画の変更であります。 

続いて、議案第３７号「木島平村情報通信施設の指定管理者の指定」でありますが、「木島平

村情報通信施設」の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条の２第６項の規定によ

り、議会の議決を求めるものであります。 

 指定管理者は有限会社ふう太企画、指定期間は平成３０年４月１日から平成３３年３月３１

日までの３年以内であります。 

 続いて、議案第３８号「木島平村クロスカントリー競技場の指定管理者の指定」であります

が、「木島平村クロスカントリー競技場」の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条

の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 指定管理者は木島平観光株式会社、指定期間は平成３０年４月１日から平成３２年３月３１

日までの２年以内であります。 

 続いて、議案第３９号「字の区域の変更」 

 本村の字の区域を変更するため、地方自治法第２６０条第１項の規定により、議会の議決を

求めるものであります。 

 変更理由は、複数の筆を合筆するために、隣接する筆の字が異なるものについて、同一の字

とする必要があるため、地籍調査事業穂高９区、これは内山の一部及び北鴨の一部であります

が、その区域内においての字の変更であります。 

 いずれも大字穂高の、「字泉屋敷１５０４番地７」を「字山崎」に、「字大原２４８２番地４

と字原２５８７番地３」を「字内山前」に、「字内山前２５８９番地４」を「字北鴨境」に変更

を行う内容であります。 

 説明は以上であります。 

総務課長から補足説明をさせます。 

 

議長（森 正仁 君） 

佐藤総務課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（総務課長「佐藤裕重 君」登壇） 

 

総務課長（佐藤裕重 君） 

 それでは、村長の説明に補足をいたしまして説明をさせていただきます。 

 まず、最初に７ページをお願いいたします。 

「木島平村税条例の一部改正」でありますが、最初の方は国民健康保険税に関する条例の改

正であります。 
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 第１５４条第１項は、これまでまとめて課税額の定義がされておりましたけれども、これを

第１号から第３号に整理をする内容でありまして、７ページの中段以降、１号、２号、３号に

分けて整理をするというものであります。 

 それから、第１５４条第２項、８ページの上から４行目ですが、これは課税限度額を今まで

の５４万円から５８万円への引上げをするものであります。 

 それから、第１７７条は減額対象の軽減判定所得金額を２７万円から２７万５千円への引上

げというものであります。 

附則第５条ですが、「村民税の所得割の非課税の範囲等」の定めるこの中で、「同一生計配偶

者」は改正前の「控除対象配偶者」と同じ意味でございます。 

現行の配偶者控除は、適用対象者を、控除を受ける本人の所得に関係なく適用されておりま

したけれども、今回の改正によりまして所得要件が導入され、合計所得が１千万円を超える場

合には、配偶者控除の適用ができなくなったため、控除対象配偶者の定義を規定し直すという

ものでございます。 

 施行日は、国民健康保険税に関する部分は平成３０年４月１日から、附則第５条の関係は平

成３１年１月１日からとなっております。 

 次に、１２ページをお願いいたします。 

 「木島平村地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産税の

課税免除に関する条例の制定」でございます。 

 平成２９年１２月２２日に経済産業省の同意を得ました「北信州地域基本計画」に規定した

要件を満たして長野県へ申請した事業が、この地域経済牽引事業として認められる場合には、

事業者は大規模な土地の取得、それから建物の整備、法律の中では取得価格要件が農林漁業及

びその関連業種の場合は５千万円、それ以外の物については１億円となっておりますが、それ

以上の建物の取得等を行った場合の税制の優遇措置が定められたものであります。固定資産税

は村税でありますので、村の条例では固定資産税、県の関係では不動産取得税も対象の場合が

あるということでございます。 

計画期間は２０２２年度までの５年間。 

村の場合には、固定資産税が３年間課税免除となりますが、そのうちの一部は普通交付税で

補てんされるということになっております。 

村内で事業を展開する際、この計画に基づき地域経済牽引事業の承認を受けるには、地域の

特性を生かしたモノづくり、農林水産、建設関連などの分野に該当する必要があると思われま

す。 

 それから次に、２１ページをお願いいたします。 

「農の拠点施設設置条例の一部改正」であります。 

第３条で、建物内の構成施設を定義しております。 

１号としまして、「特産品等販売所」。それから、ここには改正ではありませんので記載はご

ざいませんけども、第２号で「農産物加工所」、３号で「荷さばき室」、４号で「農家レストラ

ン」、５号で「カフェ」。 

これらの施設につきましては、第４条を第５条に条項を改めて、これを専属貸付に供する施

設として定めました。 

それから、第６号の「マルシェホール」、７号で「交流ホール」、８号で「キッチンスタジオ」、

９号で「会議室」、１０号で「駐車場」。 

これらにつきましては、第６条で一般利用に供する施設として定めてございます。 

第１２条で貸付料、それから使用料を定めておりまして、施設ごとの料金は別表のとおりと

なっております。 

 施行日は、平成３０年４月１日でございます。 
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 それから、次に一般会計補正予算について申し上げます。 

 ４２ページをお願いいたします。 

 歳出でございますけれども、人件費につきましては、それぞれこれまでの実績、それから３

月までの計画に基づきまして調整を行ったものでございます。 

 「総務費」の「一般管理費」ですけれども、４３ページ「防犯対策事業」では、樽川のポケ

ットパークにあります防犯カメラを中村の交差点付近に移設する事業の工事費として５６万２

千円です。これに伴います情報通信の加入負担金１０万８千円を計上してございます。 

それから、４４ページ、「役場周辺整備費」の「役場周辺整備事業」ですが、設計管理委託料

を実績に合わせまして１，２００万円の減額。財源として充当を予定しておりました公共施設

等適正管理推進事業債、それから公共施設建設事業基金繰入金をそれぞれ減額としてございま

す。 

その下の「広報広聴費」ですが、「情報発信事業」では、ホームページ作成委託料として１３

５万１千円を減額、それから広告料としまして３万２千円の減額となっております。 

４５ページ「情報化推進事業費」の「情報化推進事業」では、屋外情報設備整備事業、いわ

ゆる屋外スピーカーですが、この工事費として５１０万３千円を減額、併せまして過疎債も減

額してございます。 

それから、その下の「ふう太ネット運営事業」では、情報通信施設整備事業費の減に伴いま

して特別会計への繰出金２，９９６万円を減額とし、基金からの繰入金も２千万円減額でござ

います。 

それから、４６ページの一番下、「民生費」の「社会福祉総務費」ですが、「臨時福祉給付金

給付事業」では、給付金受給者の数の確定によりまして１０３万６千円の減で、これに伴いま

して国の補助金も減額となっております。 

それから、基幹系システムネットワーク利用負担金として１９万６千円が増となっておりま

す。 

 ４７ページ「障害者福祉費」の「居宅福祉事業」タイムケア事業ですが、対象人数の減によ

りまして３３万８千円の減額でございます。県の補助金は、交付実績に合わせた減額となって

おります。 

 それから、その下の「児童福祉総務費」の「児童手当給付事業」ですが、給付対象者の数の

確定によりまして１４０万円の減。国と県の負担金もそれぞれ減額となっております。 

 ５０ページをお願いいたします。 

 「農林水産業費」の「農業振興費」ですが、一番上の「農業担い手育成支援事業」につきま

しては、農地中間管理事業農地集積交付金が２１万５千円の減額となりまして、歳入でも雑入

として２１万５千円減額としております。 

それから、「農地活用推進事業」ですが、農林水産業費補助金は、農業振興公社への補助金と

して３００万円の増、そばの刈取助成で１７万６千円の減、農地再生整備補助金２３万円の減、

差引きしまして２５９万４千円の増となります。農地再生補助金は、県の交付金１６万４千円

の減でございます。 

「環境保全型農業直接支払交付金事業」ですが、取組面積の増によりまして４万円の増、県

の補助金で３万円の増であります。 

「農地費」ですが、「中山間直接支払交付金事業」では、交付金が取組面積の減によりまして

９６万６千円の減となっておりまして、県の交付金が７２万３千円の減でございます。 

 ５１ページ「農産物ブランド化推進費」の「有機センター管理運営事業」ですが、その他委

託料としまして、汚泥堆肥処分費が１５０万円の減であります。 

それから、一番下の「排水機場維持管理事業」ですが、その他財源の１７万７千円は飯山市

からの受益面積に応じての負担金であります。支出の負担金は、飯山市の排水機場関係の負担
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金、これは村からの負担金の支出でありまして、これも受益面積による按分でございます。 

５２ページの「林業振興費」ですが、「森林整備地域活動支援交付金事業」は、事業実施面積

の減によりまして９９万７千円の減、それに伴いまして、県の補助員が７４万８千円の減。 

それから、「森林病害虫防除事業」ですが、松くい虫で枯れました松の伐採事業費の減３０万

３千円、県の補助金が１５万２千円の減でございます。 

５３ページ「商工振興費」ですが、辺地対策債として１５０万円の減。これは、高社山麓整

備事業に充当しました辺地債が、村への配分枠の関係で調整をされたものでありまして、一般

財源に振替えてございます。 

それから、５４ページ「観光施設管理費」ですが、「やまびこの丘公園管理運営事業」で諸収

入の２２万円は育苗ハウスの雪害の修理費による共済金でございます。 

それから、５５ページ「土木費」の「橋りょう整備費」では、「橋りょう長寿命化事業」で国

の交付金交付決定額が１万４千円増となったものでございます。 

５５ページの下、「住宅費」ですが、「村営住宅建設事業」で設計管理委託料精算によりまし

て１２９万８千円の減、国の交付金は建物の方の交付額の変更による増もありまして２２９万

５千円の増でございます。 

「移住体験住宅管理運営事業」の関係ですが、項目はございません。特定財源のところです

が、御殿団地の村営住宅の雪害の共済金５２万９千円。これは農村整備係で計上しておりまし

たけれども、交付決定額が４９万９千円で総務係への雑入を歳入としたことで、数字は４９万

９千と５２万９千円と５６ページに載っておりますが、そういったことでございます。 

 それから、６０ページをお願いいたします。 

５の「文化財保護費」ですが、「埋蔵文化財調査事業」で補助金の交付決定額が１０万円減と

なりました。その分を一般財源に振替えて、事業の内容についても事業費を精査しまして併せ

て減額もしてございます。 

それから、６１ページ「給食センター運営費」ですが、スチームコンべクション、いわゆる

蒸し器を購入するための経費２１６万円であります。春休み中に入替えを行うため補正で対応

したいということでございます。 

それから、その下の「災害復旧費」。昨年１０月の台風２１号豪雨災害に係る経費で、補正予

算で計上して対応してまいりましたけれども、今年度完了した事業の精算による減として１３

５万４千円でございます。 

３６ページにお戻りいただきまして、「歳入」ですが、「村税」につきましては、２９年度１

年間の課税の実績等により各税目で増減となっております。 

それから、その次のページからの８の「地方特例交付金分担金」から１６の「寄付金」、それ

から１９の「諸収入」につきましては、実績により増減の補正を行い、主なものは歳出でご説

明を申し上げました。 

最終的に、１７の「繰入金」で２，６５０万円減額をしてあるものでございます。 

３３ページ「地方債」の関係でありますけれども、実績に基づきました最終調整となってお

ります。合計で１，９６０万円の減でございます。 

それから、３２ページにつきましては、林道清水平線の改良工事を翌年度に繰越して実施す

るため、繰越明許費として設定するものでありまして、事業費は６４２万６千円でございます。 

以上であります。 

 特別会計につきましては、村長の説明のとおりであります。 

  

議長（森 正仁 君） 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なし） 
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議長（森 正仁 君） 

 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

ただいま議題となっています、条例案件９件、予算案件２１件、事件案件４件、合わせて３

４件については、会議規則第３９条の規定により、お手元に配布しました「議案付託表」のと

おり、それぞれの所管の委員会に付託します。 

委員会審議については、委員会ごとの日程でお願いします。 

また、陳情についての委員会付託は、お手元に配布しました「文書表」のとおりです。 

付託された事項については、取りまとめて、報告期限の１３日までに提出してください。 

直ちに印刷を行い、１４日の本会議で議題にしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

以上で本日の日程は終了しました。 

本日はこれで散会します。 

ご苦労様でした。 

（散会 午前１１時２２分） 
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平成３０年３月第１回 木島平村議会定例会 

《第２日目 平成３０年３月９日 午前１０時００分 開議》 

 

議長（森 正仁 君） 

おはようございます。 

（全出席者「おはようございます。」） 

 

議長（森 正仁 君） 

 ただいまの出席議員は９人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開き

ます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

日程第１、一般質問を行います。 

一般質問の順序については、議会運営委員会において抽選のとおりです。 

 ７番 江田宏子 さん。 

（「はい、議長。７番。」の声あり） 

（７番 江田宏子 議員 登壇） 

 

７番 江田宏子 議員 

私は通告に基づき、４項目の質問をさせていただきます。 

まず、１項目目は、「ファームス木島平の今後の運営について」村長にお伺いします。 

ファームス木島平の現在の指定管理者の契約が終了する４月以降は、当面の間、村直営で運

営したいという意向が昨年１２月議会に示されました。１２月の一般質問と重複する部分もあ

りますが、改めて次の５点についてお伺いします。 

 １、１２月議会では「指定管理者の適任者がいないので、当面は村直営で」という説明があ

ったため、一般質問では、「全国公募をしてはどうか」という内容も含め、質問もさせていただ

きました。 

その際の答弁は、「更に効果的な使用形態や具体的な内容を検討していく必要があるため、当

面は直接管理を行いながら、施設の利用について理解いただける中身をしっかり検討し、指定

管理の方法について考えていきたい」ということでした。 

しかし、村直営ということは、村の負担が増えることになります。 

全国公募すれば、もしかしたら思いも寄らないアイディアをもった事業者が応募してくる可

能性もあったかもしれません。 

公募しない、適任者がいないという判断は、どこで、どのようなことから判断したのかお伺

いします。 

２、ファームス木島平、つまり「農の拠点施設」ですけれども、その建設にあたっては、議

会で一旦削った建設費が「再議」により復活しました。その際、「完全民営化」や「指定管理費

１，２４０万円を３年間」という条件をつけた経緯があります。 

今回の「村直営」は、当時の条件を覆す計画になってしまうわけで、村民合意を得る必要が

あると思います。また、村直営で運営するには、村民の協力も必要だと思いますが、村民の皆

さんの合意や協力をどのように得ていこうと考えているか、お伺いします。 

３、村直営で運営するのであれば、村としての運営計画・経営計画・見通しがなければ、誘

客や活性化は見込めず、村の持ち出しが増え、税金の無駄遣いになってしまいます。 

 現段階で、どのような構想・計画があるかお伺います。 

また、１２月議会では、「時期ははっきり言えないが、当面は村直営でも、できるだけ早い時

期に指定管理の適格者を探りたい」という答弁でしたが、次の一手を考えたり、適格者への働
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きかけをしたりするなど、計画的に取り組む上でも、ある程度の期限の目安が必要だと考えま

すが、いかがでしょうか。村長の見解をお伺いします。 

４、今回の議案に、レストラン・カフェ・加工所・特産品販売所等は貸し付ける、つまり、

テナントを募集する旨の条例改正案が示されています。ただ、テナントに応募がなければ、閑

散としてしまいますし、道の駅としての魅力もなくなります。 

１２月議会での答弁では、「空くことのないよう、テナント確保に全力を尽くしたい」という

答弁でしたが、テナントに応募がない場合の手段は、どのように考えているか伺います。 

５、補助金で造った施設ということで、用途変更などできないという話もありますが、場合

によっては、一部、用途変更することで活性化できる可能性もあります。その場合、返還しな

ければならない補助金はどの程度でしょうか。 

このまま、施設が疲弊するよりは、国としても、地方を活性化する、または、自治体の負担

を軽くするための一部の用途変更であれば望むところではないでしょうか。 

そのような相談や交渉を、県や国にしたことはあるかお伺いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、江田議員の「ファームス木島平の今後の運営について」というご質問であります

が、今後の運営方法ということでありますので、現時点で考えている内容について担当室長か

らお答えをいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

髙木産業企画室長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業企画室長「髙木良男 君」登壇） 

 

産業企画室長（髙木良男 君） 

それでは、江田議員のご質問についてお答えさせていただきたいと思います。 

まず、１点目でございますが、「指定管理者の適任者がいないという判断は、公募しないにも

関わらず、どこがどのように判断したのか」ということでございます。 

農の拠点施設設置条例における施設の設置目的でありますこれまでの農業６次産業化拠点に

加えて、道の駅機能及び観光情報の発信、村の産業連携戦略拠点創出機能を付加する条例改正

案を今議会に提案をさせていただいております。 

 つまり、第２期の指定管理者の要件は、第１期とは違ったものになります。 

例えば、信州いいやま観光局が、花の駅千曲を運営しているように、観光交流人口の拡大で

あれば、旅行業資格等に担保された事業展開が必要でありましょうし、産業連携拠点という点

では、村内の各産業を網羅し、地域全体で活性化をしようとする意思決定を政策的に誘導する

ことのできる組織体が指定管理の適任者であると想定されます。それは、村外ではなく村内の

組織体がふさわしいと考えております。また、指定管理は、管理者の安定的な経営のため、複

数年契約というのが一般的ではありますけれども、大きな施設であり、将来的に新たな機能の

追加や場合によると用途変更も考えられます。その際の制約など総合的に判断し、指定管理で

はなく当面は村の直営方式により管理することといたしました。 
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次に２点目であります。 

「『完全に民営化すること』、『指定管理費は３年間』という条件付きで議会を通した経過があ

る。村直営での運営については、それを覆す計画だが、村民合意や村民協力をどのように得て

いこうと考えているか」とのご質問であります。 

 今回、条例の設置目的に、道の駅機能及び観光情報の発信と産業連携拠点創出機能を加えま

す。これら機能は、村の政策的意図が充分に反映されたものにしていかなければなりません。

とりわけ道の駅機能として求められている機能は、全国的にも従前にも増していることから、

新たな展開をしていく施設としての位置づけを変えていくことが趣旨になります。産業連携と

いう点についてもより多くの村民の皆さんに関わっていただく仕組みづくりをしてまいります。

そのためには充分な時間が必要と考えております。 

 これまでの指定管理費については、指定管理者への経営支援を目的としたものではありませ

ん。道の駅など非収益部分の面積やそれに関わる管理費、人件費を根拠に算出してまいりまし

た。そのため、年ごとに見直しをしてまいりました。今後は、全体の管理費を村が負担し、収

益部門については、使用料という形で村へ納めていただくことになります。 

 ３点目、「村直営としての運営計画・経営計画・見通しがなければ税金の無駄遣いになる。ど

のような構想・計画があるか。指定管理に戻すのであれば次の一手を考え、ある程度の期限が

必要」とのご質問でございました。 

条例の設置目的を達成できる指定管理の適格者が今現在いない中で、道の駅総合案内機能を

中心に未収益部門、具体的には、マルシェホール、交流ホール、会議室等については、本年度

と同様に産業ネットワーク協議会に運営委託をお願いする予定でおります。産業ネットワーク

協議会も今現在は近い将来に向けて法人化の準備を進めているところであります。 

一方、収益部門、これは、レストラン、カフェ、特産品販売所、加工施設等については、公

平性を担保する上で広く公募することを基本に考えてはおりますが、議会の皆さん等々のご意

見を聞かせていただきながら、村が利用者を選定していくことも視野に進めてまいります。時

間も必要なことと思いますし、スケジュール的にも４月１日からの全施設営業開始にはこだわ

ってはおりません。充分な準備期間を得て再開できればと考えております。 

４点目、「テナント応募がない場合の手段も考えているか」とのご質問であります。 

村が関連する団体等含めて利用者を選定してまいります。 

 ５点目、「用途変更等が認められる場合、補助金の返還額はいくらか。相談や交渉を県や国に

したことがあるか」とのご質問であります。 

具体的用途変更の内容が定まらない段階で関係機関に相談することはできません。補助金の

性質上、可能か否か、過去の前例も含めて調査しています。補助金については、その用途や面

積によって違ってくるものと考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

 江田宏子 さん。 

（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 

再質問をさせていただきます。 

確認ですけれども、「当面は村が直営で産業ネットワークに委託して」ということでした。 

そして、「産業ネットワークも近い将来法人化する予定である」というお話がありました。 

そうであれば、指定管理者として、ゆくゆくは産業ネットワークを法人化する団体に指定管

理する予定があるのかお伺いしたいと思います。 

そして、もし、産業ネットワークを法人化する団体については、今、産業ネットワークは村
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が主導で進めている組織ですけれども、第３セクターのような位置づけになるのか、それとも

行政とは切り離した別組織として法人化する構想なのかお伺いしたいと思います。 

それから、「オープン再開については４月１日にはこだわらない」ということでしたけれども、

全てをオープンするのがいつ頃を目途としているのかお伺いしたいと思います。 

それから、村民の皆さんの合意と協力を求めるためには、農の拠点が事前にあまり説明会を

開かなかったということもあり、なかなか協力を得られなかった経緯があります。合意や協力

を求めるためには、丁寧な説明も必要だと思います。そのための説明会等の開催は考えている

のかお伺いしたいと思います。 

それから、用途変更について、具体的な用途変更が定まらない段階では関係機関に相談でき

ないということでした。「卵が先か鶏が先か」の議論になると思いますけれども、用途変更を検

討して、定まってから用途変更するのであれば、補助金を返して下さいという話にもなりかね

ません。実際に用途変更が可能かどうかの打診ぐらいはして、もし可能であれば、どの程度の

変更が可能なのかという打診が必要ではないかと思いますけれども、いかがでしょうか。 

以上、再質問をお願いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、江田議員の再質問にお答えいたします。 

最初に、今進めている産業ネットワークが法人化をして指定管理者として考えているかとい

うことでありますが、それもひとつとして考えております。その場合に、村がどのように関わ

っていくのかということでありますが、この点についてはまだ具体的に決めてはおりません。

ただし、先回、建物を建設する際に、議会でもいろいろやり取りがありました。 

当時、私は一村民として見ている立場でありましたが、その際に出された条件として「完全

民営化する」と、それから「指定管理費は３年間１，２４０万円とする」、それと「村は債務保

証しない」という３つの条件で建設が進められたということであります。その際に、現時点で

も感じておりますが、当時建設する際に、スタート時には村から３千万・４千万円程度の経営

的な支援が必要になってくるということが示されて、それに対して大きな不安があったと感じ

ております。そんなことから、ひとつは「完全民営化をする」、そしてまた「債務保証をしない」

ということは、言ってみれば経営をする経営主体が、当時は３セクでありましたが、民営化し

た後も村が経営支援をしないという意味だったと考えております。それからまた、「指定管理費

１，２４０万円」については、これまでも再三申し上げてまいりましたが、指定管理者への経

営支援ではありません。ご存知のとおり、あの建物につきましては、収益部門と非収益部門が

あります。その収益部門については、指定管理者が利益の中で管理するというのが理想ではあ

りますが、現実的にはなかなか難しいだろうと思います。そんなことで、非収益部門について

は誰が責任を取るかということになれば、最終的には村が持たざるを得ないと。その分の費用

として指定管理費が積算されたと考えております。そんなことで、先ほども担当室長から申し

上げましたが、毎年、実際にかかる経費について見直しをしてきたということであります。 

最終的に指定管理者を誰にするか、それが３セクであるか民間であるかは別として、現時点

で第１に考えているのは、将来的に村の負担をできるだけ少なくしながら施設を有効に使って

いくと、そのことを一番の目的に、これからの利用形態について考えていきたいと思っており

ます。 
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そんなことで、いつ頃かという話がありましたが、部分的に早くできる部分とすぐには着手

できない部分があると思いますので、現時点でいつというのは申し上げられませんが、できる

だけ早いうちにその体制を整えていきたいと考えております。その中では、説明会等も必要な

のだろうと思いますが、基本的には利用形態というか、その辺の中身が具体的になってこない

と、なかなか説明会もできないだろうと思います。これまで、利活用検討会等で村民の皆さん

のご意見をお聴きしてきたわけであります。それらを中心に、これからの活用方法について考

えていきたいと思います。 

それからまた、用途変更が可能かどうかということでありますが、これまでその点について

はやってきませんでしたが、近いうちに少なくとも用途変更が可能かどうかについて問い合わ

せをするという準備は現在しております。 

 

議長（森 正仁 君） 

江田宏子 さん。 

（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 

再々質問をさせていただきます。 

今現在、村内で適格者がいないという中で産業ネットワークを法人化する団体・組織につい

ても候補の１つであるというお話がありましたけれども、ある程度大きな施設を運営し、誘客・

活性化を図っていくためには、専門的な経営感覚のある人材も必要だと思います。その辺も含

めて検討されないとうまくはいかないと思いますし、準備期間も相当必要なのではないかと思

われます。 

実際、村直営で運営するに向けても、当面、道の駅部分をオープンして、テナントは決まり

次第ということだと思いますけれども、閑散とした中でお客さんを迎え入れるというのはイメ

ージもあまりよくありませんし、ある程度整った状態、計画がしっかりした段階で、リニュー

アルオープンという形をとった方が良いのではないかと思います。 

村長の１２月の答弁では、運営しながら気づくこともあるので、一斉にリニューアルオープ

ンというよりは、徐々にできるところからというようなニュアンスを受けましたけれども、そ

の辺の考えは変わっていないのかどうかお伺いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、再々質問にお答えいたします。 

先ほど議員が申されたとおり、あの建物は大きな建物であります。そんなことで、これまで

は建物全体の一体的な指定管理でやってまいりましたが、場合によれば形態を変えることもあ

ると考えております。指定管理する部分、貸付する部分、それから直接管理する部分等、その

ように考えていくこともできるのだろうと思います。 

それからまた、専門的な人員の配置ということでありますが、これらについてもその中で検

討していきたいと考えております。 

ここで、議員の皆さんにもお願いしたいわけでありますが、現時点で指定管理者が、レスト

ラン、直売所等を使っているわけでございます。特に５月の連休中に、近くで菜の花まつり等
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もございます。そんなことで、これまでも道の駅を利用される皆さんも大変多く来られたわけ

でありますので、指定管理者ということではなくて、一時的なテナントというか、そういうよ

うな形で、４月・５月は現状で営業していただく、そのように考えております。その間も準備

期間と考えておりますが、６月からすぐできるかどうか、その辺はまだはっきりしておりませ

ん。いずれにしても、４月・５月については現在の形態で、少なくともその頃、特に連休にお

越しいただく皆さんについては、その辺の事情はご存じないわけであります。外から来られた

皆さんに対してしっかりと対応できる形でやっていきたいと考えておりますので、その点につ

いては、ご理解いただきたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

江田宏子 さん。 

（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 

それでは、２項目目といたしまして、「役場庁舎の建設について」を村長にお伺いします。 

現在、新庁舎の基本設計について、広報やふう太ネット等で、説明されてきました。 

パブリックコメントや説明会での意見に対し、回答書では「検討します」となっているもの

が多いのですけれども、その後、どのような検討をし、その結果、どのようになったのか、放

送中のふう太ネットでの説明からは感じられないという声をいただいています。 

検討した上で変更したもの、検討したが当初の計画のまま進めた理由はどうしてか、実施設

計の段階で反映させる予定があるのかなど、特に質問された方々は気になるところで、また、

多くの皆さんに村づくりに関心を高めていただくためには、全ての要望を叶える訳にはいかな

くとも、「村民の皆さんの声に真摯に向き合うこと」が、村の姿勢として基本であり、非常に大

事なことだと思います。そこで次の４点をお伺いします。 

１、いただいた意見はどのように受け止め、どのように検討されてきたでしょうか。 

設計に反映した意見、反映できなかった意見は、それぞれ具体的にどのようなものがあった

かお伺いします。 

２、外構工事・道路改良、周辺整備等について、基本設計の図面に掲載されている以外の計

画には、どのようなものがあるか予定されているかお伺いします。 

３、本体建設費の概算・外構等も含めた総工費の概算等はいつ頃示されるかお伺いします。 

４、建設工事に、村内業者も加われるよう検討したいとのことですが、その方法とスケジュ

ールについてお伺いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、江田議員の「役場庁舎建設」にあたりましてのご質問にお答えいたします。 

最初の質問でありますが、庁舎の建設につきましては、工事費は８億円以内、面積は現庁舎

よりもおよそ１割削減と、そして機能については行政事務・議会・防災関連に限るということ

で説明をしてまいりました。そのような合意のもとに現在作業を進めているわけでありますが、 

そのことを念頭に、説明会やパブリックコメントでのご意見・ご要望を採り入れさせていただ

きました。 
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 全てではありませんが、主なものについて申し上げますと、設計に反映した内容としまして、

「地域木材の活用や村民の建設への参加について」ということで、木材利用については、庁舎

内装での活用を考え、自然豊かな木島平村が感じられる工夫をしていく予定であります。地域

木材の利用と村民の建設への参加につきましては、実施設計に併せて検討を進めてまいります。 

 次に、「議場・議員控室を他の用途にも活用できないか」ということでありますが、議場、そ

れから議員控室は会議室としての利用もできるようにするということを考えております。固定

式の机や設備は導入いたしません。また、災害時については避難スペースとしての活用も予定

しております。 

 次に、「１階の相談室や打合せスペースの確保」ということでありますが、来庁された方がよ

り相談や打合せを行えるように相談室を２部屋といたしました。それからまた、打合せスペー

スも増やしております。 

 それから、障害者の方への配慮、視聴覚障害であるとかヒアリングループでありますが、既

に設置済みの公共施設もありますので、参考にしながら必要な設備を設置していきたいと考え

ております。 

 それから、「農村交流館への職員配置」でありますが、農村交流館へは、村民の皆様の利用や

施設管理を考慮し、引続き教育委員会生涯学習課職員が勤務することを想定しております。 

また、反映を見送りさせていただいたご意見とその理由でありますが、「庁舎の玄関は北側の

方が良いのではないか」というご意見につきましては、玄関付近の明るさの確保や、それから

事務室への南北の風通しの確保を優先し南西側に配置をいたしました。 

「南側軒下空間を部屋として利用できないか」ということでありますが、南側軒下は、夏の

日差し対策とオープンスペースとしての利用を考えておりますので、部屋にして設備を設置す

ることは考えておりません。 

 それから、「自然エネルギーの導入は」ということでありますが、導入する設備としましては、

地中熱エネルギー等が考えられますが、比較検討した結果、最初の導入時には国の補助金等が

期待できますが、設備の更新や将来的な維持管理費の負担が大きく、費用対効果が見込めない

ため断念しているという状況であります。 

いただきましたご意見とそれに対する回答につきましては、村のウェブサイトと２月号広報

折込みでお知らせしておりますが、最初に申し上げました通り、事業費や規模、用途について

制約を設けておりますので、全てのご意見、ご要望にお応えできないことをご理解いただきた

いと思います。 

それから、２番・３番の「外構工事、道路改良、周辺整備関係と総工費の概算」についてで

ありますが、実施計画では現庁舎の解体並びに公用車車庫整備等で１億４００万円を見込んで

おります。現時点では、庁舎跡地の利活用計画が定まっておりませんのでご提示できる図面は

ございません。今月から庁内で庁舎跡地の活用についての検討を行っております。その後、議

会や村民の皆さんのご意見・ご要望をお聞きして決定する予定ですので、その内容によっては、

総工費は実施計画から変わってくることも想定をされます。 

「村内業者の関わり」についてでありますが、まだ結論が出ておりません。一般競争入札や

指名競争入札を行う場合でも、単独で請け負うことができる村内業者はないというのが実情で

あります。実施設計を７月下旬には完了し１０月には工事請負契約を締結したいと考えていま

すので、どのような方法が考えられるか引続き検討し、現在、村内の関係する業者の皆さんの

意見等をお聴きする、そのような場を設ける準備をしておりますが、その結果、必要な手続き

があるとすれば遅れることのないように対応してまいりたいと考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

江田宏子 さん。 
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（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 

再質問させていただきます。 

今、反映された意見、されなかった意見を村長から答弁いただきましたけれども、この他に

もいろいろ検討すると答えたものがあったと思います。村長からウェブサイト、広報の折込み

で見ていただけるというお話でしたけれども、その回答については、説明会当日の回答、これ

から検討するという段階の回答、パブリックコメントについてもそういう部分があったと思い

ます。今後、村民の皆さんに説明する機会があるようでしたら、全てに応えることは大変だと

思いますけれども、その辺りも意識しながら説明に臨んでいただければと思います。 

再質問の部分ですけれども、「実施計画では、現時点では庁舎跡地の利用計画が定まっていな

いので図面等は提示できない」そして、「総工費の概算は、本体工事の他、庁舎の解体、車庫の

整備等で１億４００万円を見込んでいる」という答弁をいただきました。実施計画では、この

他、備品で３千万円ほどを見込んでいます。 

また、住民の方からの質問の中にもあったのですけれども、その答弁として「西庁舎につい

ては、ふう太ネットがそのまま残るので、西庁舎の入り口やトイレの改修などが必要」という

回答がありました。 

また、道路改良等については、現庁舎の後利用に応じて変わってくるところもあると思いま

すけれども、その費用や周辺の道路改良の費用等は、この１億４００万円の中に含まれている

のかどうか。もし、別にかかるようであれば、ある程度の費用を実施計画に入れておく必要が

あるのではないかと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

議長（森 正仁 君） 

佐藤総務課長。  

（「はい、議長。」の声あり） 

（総務課長「佐藤裕重 君」登壇） 

 

総務課長（佐藤裕重 君） 

再質問でございますけれども、例えば、この庁舎を取り壊した時に新しいものを作る、もし

くは作らない、それ自体もまだ決まっておりませんので、現段階で道路をどのように取り付け

たら良いかとか、そういったことはなかなか難しいのではないかと思います。 

先ほど村長からお答えをいたしましたように、最終的には議会の皆さん、それから村民の皆

さんに村の案を提示するか、もしくは皆さんからご意見を伺って最終的なものにしていきたい

と考えておりますので、その利用する形態によって道路、それから、もし建物を作るとすれば、

その額、それがどういった内容のものかということが決まってくると思います。その辺は、皆

さんのご意見を伺いながら、財政計画、活用できる補助金、起債等を考慮しながら最終的に決

めてまいりたいと考えております。 

それから、西庁舎でありますが、前に村長がお話しましたとおり、この庁舎を壊した場合で

も残すということでありますので、入り口それからトイレ等は必要になると考えております。

そこら辺は、１億４００万円の中にはある程度見込んでおりますが、その額の具体的な試算は

してございません。 

以上です。 

 

議長（森 正仁 君） 

江田宏子 さん。 
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（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 

再々質問させていただきます。 

財政計画の中で、財政がかなり厳しいということが常々言われますけれども、庁舎の跡地を

どのように利用するのかということが財政にも大きく響いてくることだと思います。全体的な

その費用の試算なり、それ以外にかかる費用、例えば、現庁舎から新庁舎への移転費用等も多

額にかかるのではないかと思いますし、トータルで庁舎に関連する費用がどの程度かかるのか

というのを早期に試算する必要があるのではないかと思います。いつ頃を目途にその試算を出

される予定なのかお伺いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

具体的には、引っ越しの費用になると思いますが、それらについては、できるものは職員が

自分でやるというのが基本でありますが、できないもの、特に機械や器具類等の移転について

は外部にお願いしなくてはいけないということで、それらについてある程度は実施計画の中に

見込んであります。 

それからまた、この建物の解体につきましては、利用解体によって例えば交付税措置を受け

ることができるとか、そういうこともあります。ただ壊すだけだと全て村の費用となりますが、

その後、村民の福祉に役立つものであれば交付税措置等が受けられるということもありますの

で、その辺の財政的なことも考えながら、村としても渡っていきたいと考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

江田宏子 さん。 

（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 

 それでは、３項目といたしまして「小学生の放課後対応について」教育長にお伺いします。 

 数年前、「児童クラブ」を廃止し、「放課後子ども教室」に移行しましたが、新年度は、今ま

で実施していた放課後子ども教室と共に、以前行っていた児童クラブを復活する予算が計上さ

れています。 

子どもたちの健全育成の居場所が複数あることは望ましいことで歓迎しますが、同じような

名前でも、「児童クラブ」は厚生労働省管轄、「放課後子ども教室」は文部科学省管轄であり、

それぞれ、目的や対象も違うと思います。 

新年度、児童クラブとして復活することにした経緯、また、それぞれの対象者と活動内容・

利用料等をお伺いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

小林教育長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（教育長「小林 弘 君」登壇） 
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教育長（小林 弘 君） 

 江田議員の「放課後対応について」の質問にお答えをいたします。 

村では、保護者が就労等により昼間家庭に居ない小学校児童の居場所として、平成２２年度

までは村民会館で「児童クラブ」を運営してきました。 

平成２２年４月に小学校が統合され１校となったことにより、それまでの児童クラブを廃止

いたしました。その後、文部科学省の補助事業を取り入れ、小学校の余裕教室を使用し、勉強・

スポーツ・文化活動、地域住民との交流活動を行う居場所としての現在の「放課後子ども教室」

を設置しまして、これまで運営をしてきました。 

 「現在の放課後子ども教室」は内容的には学童保育である「児童クラブ」に近く、放課後に

宿題を中心とした学習と読書や遊び、休息など、自主的に過ごす放課後の生活の場として運営

しております。 

その中で、小学生の放課後学習支援の充実を図ることを目的として、本年度試行的に「放課

後子ども教室」を利用している児童の中から参加希望者を募りまして、放課後子ども教室の中

で学習に特化した算数教室「水・木」、英語教室「火・金」と、それぞれ週２回、宿題以外の教

材を使用し、放課後子ども教室以外の学習指導員による学習を行ってまいりました。 

新年度は「これまでの放課後子ども教室」を名称のみ変更し、新たに「放課後児童クラブ」

として運営したいと考えております。内容的には、放課後、土曜、長期休暇には小学校１年生

から６年生を対象として、これまでと変わらず実施いたします。利用料も変わりありません。 

 また、「新たな放課後児童クラブ」の事業の財源として、利用料の他、厚労省の補助事業であ

る放課後児童健全育成事業補助金を予定しております。 

新年度「新たに開設を予定している放課後子ども教室」は、これまでどおり文科省の補助事

業であります放課後子ども教室推進事業補助金を得て実施したいと考えております。 

教室の名称を、利用者には混乱なく分かりやすいように、放課後学習支援とさらに学力向上

を目的とした「子どもスキルアップ教室」とし、小学校登校日の下校時から午後６時まで、小

学校３年生から６年生を対象に開設をいたします。 

基本的には土曜日、長期休暇には開設しないことといたします。利用料は「放課後児童クラ

ブ」と同額の月額５，０００円、日額３００円とし、放課後児童クラブ利用児童が同時に「子

どもスキルアップ教室」を利用する場合は無料といたします。 

「子どもスキルアップ教室」では、教室の充実・連絡・調整・指導を担う新たに配置をいた

しますコーディネーターを中心に、学習指導員による当面は宿題の指導、補充学習等の学習支

援を行い、本年度、試行的に行ってきた算数教室と英語教室を中心に実施したいと考えており

ます。 

また、今後、退職教員等地域の人材を新たに学習指導員として加え、協力を得ながら、例え

ば、身近な理科の実験、科学実験、パソコン、ロボット、プログラミング工作等々、学習・体

験活動の充実を図ってまいりたいと考えております。 

全ての児童を対象に、小学校施設を活用し、小学校と情報共有を図りながら、「新たな放課後

児童クラブ」と「子どもスキルアップ教室」が連携し、総合的一体的な運用を図りながら、小

学校児童の放課後事業の充実を図ってまいりたいと考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

江田宏子 さん。 

（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 
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再質問させていただきます。 

「子どもスキルアップ教室」については、平日毎日６時までということですけれども、おや

つやお迎えについてはどうなるのか、考えをお聞きしたいと思います。 

それから、今お話にありましたように、スキルアップ教室については、コーディネーターの

先生を配置しということでしたけれども、そのコーディネーターの先生の役割がとても大きく

なると思います。当面は、学習活動が中心だと思いますけれども、せっかくの子ども教室です

ので、いろいろな体験活動も取り入れながら、ぜひやっていただければなと思います。今のお

話の中では、学習活動が中心のようなイメージでしたけれども、文化的な体験等も含まれるの

かどうかお伺いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

小林教育長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（教育長「小林 弘 君」登壇） 

 

教育長（小林 弘 君） 

 今までの放課後子ども教室、新たには「放課後児童クラブ」というように名称を変えるわけ

でありますが、そのコーディネーターは引き続き現在のコーディネーターがやるようになりま

す。 

 新たな「子どもスキルアップ教室」につきましては、違うコーディネーターを配置して、時

間は、放課後から算数教室及び英語教室が終了する６時までと考えております。 

 スキルアップ教室に入る子ども達については、その時間帯は、おやつ等はありません。時間

の方は、例えば、英語教室で申しますと、火曜日・金曜日の５時から６時の１時間であります。

その間には、おやつ等を出すということはありません。ただ、放課後子ども教室に引き続き入

っている子どもについては、その時間の中でおやつの時間がありますが、放課後子ども教室に

入らなく、この時間帯だけスキルアップ教室で学びたいという子どもにつきましては、おやつ

の時間は設けておりませんし、提供する考えも今のところありません。 

 体験活動は、「新たな放課後児童クラブ」につきましては、コーディネーターに任せまして、

宿題及び補習、そしてまた休憩、または今までも料理とかそういうようなことがある場合には、

コーディネーターと一緒に計画するというのがあります。 

 ただ、「子どもスキルアップ教室」につきましては、学習の方を重点的に置きますので、体験

学習と言いましても、科学実験、そしてまた工作、プログラミング等というような形での学習

活動となります。 

 

議長（森 正仁 君） 

江田宏子 さん。 

（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 

再々質問なのですけれども、今のお話の中でスキルアップ教室については、５時から６時ま

でというお話でした。児童クラブに所属していて、スキルアップ教室に行く子ども達について

は、その５時までの間は児童クラブで面倒を見てもらえるわけですけれども、スキルアップ教

室のみ５時から６時まで利用する子どもについては、下校時から５時までの間は自由に遊んで

いる状況なのか確認したいと思います。 

それから、先ほどおやつについては答弁がありましたけれども、お迎えについてはどうなる
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のか、お迎えは必須になるのかどうかをお伺いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

山嵜子育て支援課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（子育て支援課長「山嵜真澄 君」登壇） 

 

子育て支援課長（山嵜真澄 君） 

 江田議員の再々質問に、教育長に代わってお答え申し上げます。 

 スキルアップ教室の開設時間につきましては、下校時から６時までと予定しております。下

校時、早い時間は３時台、遅い時間は４時台からということになっておりますので、空き時間

は無いと考えております。 

 お迎えにつきましては、国が示しております「放課後子どもプラン」の中では、放課後子ど

も教室については、児童が学校から直接来室して、帰宅時の安全管理は自己責任ということに

なっておりますが、「放課後児童クラブ」、「放課後子ども教室」、連携して行うということであ

りまして、小学校の空き教室を利用して行うということもありますので、保護者の協力を得ま

して、児童の送り迎えは保護者にお願いしたいと考えております。 

 どちらにいたしましても、先ほど申し上げましたが、小学校と連携して開催したいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

江田宏子 さん。 

（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 

それでは、４項目目です。 

「生活弱者の把握と対応策について」村長にお伺いします。 

一昔前より、人口は減っている反面、高齢者世帯や一人暮らし世帯、一人親家庭の割合は増

えていると思われます。 

また、お互いの家を行き来してお茶飲みする機会も減ったり、お互いに深入りしないような

配慮だったりで、近所の家庭の様子も知らないという場合も多々あると思われます。 

逆に、困っていても、あまり人に知られたくないという場合もあると思います。 

最近、いろいろな機会に、「切迫した状況の方が少なくないこと」「将来的に心配だと思われ

る方々が数多く控えている」という実態を伺うことが多く、できることからでも早急に、その

対策に力を入れる必要性を切実に感じます。 

高齢者・障がい者・生活困窮者・ひとり親家庭など、生活弱者の方々の状況は見えづらいと

ころや、肩書きをもたなければ介入しづらいところもあり、行政としての実態把握や一歩踏み

込んだ対応、地域での支え合いの仕組み作りなどが必要で、そのためには「行政としてのリー

ダーシップ」が求められます。 

先日、老人福祉計画・介護保険事業計画が示されましたが、いかにこの計画に具体的に取り

組むか、実践していくかが重要です。 

そして、生活弱者は、高齢者・要介護者だけでないことも踏まえなければなりません。 

そこで、次の点をお伺いします。 

１、村内約１，５００軒４，５００人の生活実態の把握や必要な支援体制を、現在どのよう

に取られているかお伺いします。 
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２、以前にも、「『地域包括支援センター』の名称や中身がわかりづらいので、親しみやすい

名称や、相談窓口としての役割の周知を」という趣旨の指摘をさせていただいたことがありま

すが、その後、検討はされたでしょうか。 

住民向けの誰にでもわかりやすい名称、そして、要介護世帯だけではなく、誰もが何かあれ

ば気軽に相談できる「福祉相談総合窓口」としての機能、そして「駆け込み寺」としての機能

を果たすことが必要だと感じます。 

また、生活弱者対策として、この他、具体的にどのような構想・体制を考えられているかお

伺いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、江田議員の「生活弱者の把握と対応策について」ということであります。 

最初に生活実態の把握でありますが、議員の質問のように村内には高齢、障がい、困窮など

の課題を持った多くの方がいらっしゃいます。その現状の把握として特に高齢者については、

村の健康管理検診の申込み取りまとめの時期、ちょうど今のこの時期でありますが、その時期

に７０歳以上の介護認定を受けていない方に、ご自身の健康状態や日常生活の状況などを聞か

せていただいております。 

その内容によって、看護師の訪問や村で行う介護予防事業等をご案内しております。合わせ

て主に独居の高齢者のお宅には、民生課と介護保険事業所の職員が安否確認のため訪問させて

いただいております。また、高齢者の見守り体制としましては、民生委員や地域の方の見守り

や、独居の高齢者のお宅には状況に応じて緊急通報装置を設置しております。 

議員が以前にも名称が分かりづらいと指摘をいただいております「地域包括支援センター」

でありますが、名称については全国で運営されているものでありますので、その名称が定着す

るようなわかりやすい広報活動等をもっと職員が工夫しなければならないと思っております。 

構成については、民生課の職員と介護保険事業所の職員でありますが、困難事例の対策とし

ては、必要に応じて、介護支援専門員や訪問している看護師、病院に入院している場合は、そ

の病院のケースワーカーの話を伺うなど、チームを組織して対策を考えてきております。セン

ターという名称であるため誤解されることもあると思いますが、この地域包括支援センターは、

主に高齢者の自立支援や権利擁護、介護予防、それから介護、医療、それぞれの状況や段階に

応じて相談に応じ、総合的に支援する言わばネットワークのようなものとご理解いただければ

と思います。 

行政としましても、議員が必要と考える、要介護世帯だけでなく誰もが何かあれば相談でき

る窓口としての機能を果たせることができるよう、その機能の充実に努めてまいります。 

 

議長（森 正仁 君） 

江田宏子 さん。 

（「はい。」の声あり） 

 

７番 江田宏子 議員 

再質問をさせていただきます。 

今、介護認定を受けていない高齢者には、検診の取りまとめの時期に個別にお伺いをしてと
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いうお話がありました。ただ、いつ、どの家庭が生活弱者になるかわかりません。今、村長か

らもお話がありましたように、生活弱者は高齢者世帯だけではありません。１，５００軒とい

うコンパクトな村でもありますので、保健師が中心となって福祉的な立場での生活実態の把握、

データ化等が必要だと感じますけれども、その辺がされているのかどうかお伺いしたいと思い

ます。 

それから、地域包括支援センターについてですけれども、全国的な組織なのでというお話で

した。住民の皆さんにとっては、名称がわかりやすいところに相談しやすいということがあり

ます。内部的には地域包括支援センターということであっても、住民の皆さんにとっては、も

う少し身近な名称に変更することが可能ではないかと思いますけれども、いかがでしょうか。

もし、それができないということでしたら、総合的な相談窓口ということの名称で、何かあっ

たらすぐに住民の方がそこに行けば良いというものが必要ではないかと思いますが、いかがで

しょうか。 

今、地域包括支援センターについては、高齢者を対象にということもありましたけれども、

資料を見てみますと地域包括支援センターについては、「住民の健康の保持及び生活の安定のた

めに必要な援助を行うことにより、その保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援するこ

とを目的とする施設である」と謳われています。これは、介護保険法の中の位置づけではあり

ますけれども、その中の相談業務としては、「総合相談支援業務」ということで、「住民の各種

相談を幅広く受け付け、制度横断的な支援を実施する」ということも謳われています。例えば、

行政機関、保健所、医療機関、児童相談所等必要なサービスにつなぐという制度横断的な機能

を果たす役割がありますので、高齢者介護関係者に限らず、村長が仰られたとおり、対象の充

実を図って運用していただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 

議長（森 正仁 君） 

武田民生課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（民生課長「武田彰一 君」登壇） 

 

民生課長（武田彰一 君） 

 江田議員の再質問に、答弁をしたいと思います。 

 先ほど、村長の答弁にありましたように、村の中には高齢であるとか、障がいであるとか、

生活困窮であるとか、いろんな悩みを持った方がおります。先ほど、ちょうど今の健康管理検

診の取りまとめの時期に、高齢者については、対象として概ね７０歳以上の方にアンケートに

お答えしていただいております。約８００名の方に配布をして、約７割の方に回答をしていた

だいております。その中で、約４割の方は年齢からくる筋肉の衰えだとか精神的な衰えを抱え

ています。そういう方について、どのようなケアをしていったら良いかというものを係である

とか、「地域包括支援センター」という名称を使わせていただいておりますけども、その中で、

ただ看護師が訪問をして生活の様子を伺うだけで良いのか、医療につながなくてはならない状

態にあるのか、その辺は丁寧なお話をさせていただくようにしております。特に、今の８００

名に加えてですけれども、現在、訪問看護師が一年中訪問している対象者は約３５０人おりま

す。介護保険を利用しまして、デイサービスセンターだとか訪問介護を受けている方以外であ

りますけども、その中には、少しでも今の健康な、まだまだ介護には至らない状態を持続させ

ていきたいということで、筋力アップ教室であるとか、悠々教室であるとかに通っている方が

１００名ほどおります。そういうことをどのように総合的に考えていくかについて、今、地域

包括支援センターを中心に考えています。 

 当然、高齢者だけではなく、「総合的に」という話が良く出ていますけれども、中には障がい
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を持った方、生活困窮のある方、その方がどこへ相談をしに行ったら良いのか、中には相談が

できなくて自分で抱え込んでいる方もいると思います。そういう方が、ここへ行けば少しは安

心できる、相談ができる、そういうものを私たちでやってはいるのですが、もう少し工夫が足

りない、広報が足りないということで来られない方について、ぜひ相談できるような総合窓口

を作り上げていきたいと考えております。 

 名称変更でありますが、どのようにしていったら良いかという検討はしてきませんでしたが、

全国の市町村の数が１，７００と記憶しております。地域包括支援センターの数については、

その倍、細かなものについては更に７，０００ほどありますので、手続き上どのようになるの

か、そういう意見をいただいたものについては、上部機関につなげていきたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

以上で、江田宏子 さんの質問は終わります。 

（終了 午前１１時０８分） 

 

議長（森 正仁 君） 

会議の途中ではありますが、暫時休憩といたします。 

再開は、１１時２０分でお願いいたします。 

（休憩 午前１１時０８分） 

（再開 午前１１時２０分） 

 

議長（森 正仁 君） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 ４番 土屋喜久夫 君。  

（「はい、議長。４番。」の声あり） 

（４番 土屋喜久夫 議員 登壇） 

 

４番 土屋喜久夫 議員 

それでは、発言を許されましたので３点の質問をさせていただこうと思っています。 

本定例会でありますが、平成３０年度当初予算の上程をいただきまして、この審議を進める

重要な議会でもあります。 

村、とりわけ行政の使命でありますが、村民の幸福の追求でありまして、直接的な福祉施策

のみならず経済活動の支援、安全・安心の確保、将来を担う子どもたちの育成、広い意味の住

民福祉の向上であります。このため、継続した施策の推進が必要であるわけであります。 

日䑓村政１期目最後の予算編成でありますので、大変注目をしているところであります。 

今年度の施政方針演説の中で、「都市部への人と経済、情報の集中に歯止めがかからず、地方

では人口減少や高齢化などのため豊かさを実感できない状況」と現状を述べられております。 

本村に翻りますと、村民の意向として、大きな不満というのは表に出てきてはいませんし、

将来に向かって少子高齢化というような課題、漫然とした不安があるのが実態であります。 

平成３０年度当初予算でありますが、計画行政の根幹であります村の総合振興計画第６次で

４年目、また、地方創生戦略４年目、第６次の総合計画前期分は、前期５か年の折り返しをし

た現状の中で、平成３０年度予算、２９年度予算は、財政調整基金を取り崩しながら予算編成

をしている現状で、なかなか事業を選択、また計画に沿った振興をするというのが大変困難な

時代の中で編成をされているところであります。 

そうは言いましても、村は計画的に事業を進行しなければならないという意味合いの中で、

振興計画の目標について、どのように考えられ、どのように進められているのかを１点目とし
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てお願いしたいと思います。 

また、地域経済の活性化が今回の平昌（ピョンチャン）オリンピックで、カーリング協会が

報償金の話の中で「無い袖は振れない」というような発表がありましたけれども、村で福祉政

策を進めると言いましても地域の経済の活性化が大重要であります。計画にあります創業支援

５か年間の間に５件というような目標が立てられています。３年を過ぎ後２年を残すのみとい

う計画の目標であります。この進捗状況についてお伺いをします。 

それから、体験住宅も移住定住の大きな目玉でありますけれども、５年間で３戸というよう

な計画が立てられております。これに対しても、もう１戸という状況であります。ただ、空き

家対策等も含めてもっと知恵を出す方法はないのかどうかお伺いしたいと思います。 

また、インバウンドを計画に入れておられる国際的な観光地という考え方、全村を観光地と

するという産業ネットワークの思想の中にもありますけれども、これについても外国語表記と

いうものについてはどの程度進んでいるのかどうか。例えば、外国語表記ではありませんけれ

ども、蛭川橋のところに新たに立ちました看板、土台と看板を入れて２４０万円もかかってい

るというような、それほどの費用をかける必要はないだろうと思っています。この辺について

も、インバウンドを目指すとすれば、外国語表記が必要ではないかなと。どの程度の実施状況

であるかということ、また、外国からお寄りいただく観光客の皆さんは現金ではなくてカード

決済を望まれる方が非常に多くなっています。特に中国系の皆さんはカードということが結構

あるものですから、この辺について、例えば、村内の小規模店舗等のカード決済についても機

材、マニュアル等も含めてご支援いただけないものかどうか。 

それと、公共施設の総合管理計画も動いています。１年が経過をしたところで総体的な％は

出ていますけれども、具体的にどう進められるのか。先ほどからも申し上げていますように、

人口減少の村の中で、どのように公共施設をダウンサイジングしていくか。待ったなしの役場

庁舎建設等も動いているわけであります。これについては現庁舎よりも面積的には５％小さく

したというような基本的な考え方の中で進められていますけれども、これについてもいかがな

ものか。未利用の施設があれば、職員が点検等の管理をしなければならないということもあり

ますし、極めて老朽化が進んでいる施設も数多くあります。 

先ほども、運営についての質問等も江田議員からありましたけれども、例えば、ファームス

木島平、前は蒸気をいっぱい発生する缶詰工場として建設をされたのが昭和５０年代でありま

す。そんなことを考えると、既に本体の鉄骨も５０年余りが経過をして劣化をしているという

こともあります。そのようなことで、公共施設についても取捨選択をしながら、いかに村の将

来にわたって重荷にならないようにしていくかが大変重要なことだろうと思っていますので、

この辺についてのお考えをお聞かせいただければと思います。 

以上であります。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、土屋議員の「村民の幸せを願う予算編成になっているか」というご質問でありま

すが、最初の目標をどう取られ推進しているかということであります。 

村では、先ほど話がありましたとおり、第６次総合振興計画、これは平成２７年度から平成

３６年度に向けての目標となっております。重要な課題については数値目標を掲げております。

そして、その後に策定をいたしました地方創生総合戦略の中では多くの部分で総合振興計画と
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目標をリンクさせまして、更に喫緊の課題についても数値目標を掲げております。村民福祉の

向上のためには、数値に表せるものだけとは限らないわけでありますが、その中で社会の変化

によってより良い方向になるように見直しをしていくことも必要と考えております。また、同

時に村の将来経営もしっかりと見据えた財政計画に基づいて事業を推進していく必要があると

考えております。 

５点いただきましたが、以下４点については、それぞれ担当課長からお答えを申し上げます。 

 

議長（森 正仁 君） 

土屋産業課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業課長「土屋博昭 君」登壇） 

 

産業課長（土屋博昭 君） 

それでは、私からただいまのご質問の中の創業支援について、それからインバウンドの外国

語表記等についてのご質問についてお答えをさせていただきたいと思います。 

最初に、「創業支援の５か年の計画にある５件の目標は、残り２年しかないがどの程度の進捗

状況か」というご質問についてでございます。 

農村資源を生かした新たな産業の創出など３つの基本目標とその施策を示しました「総合戦

略」を平成２８年２月に策定し、この中で基本目標に対する数値目標の一つとして、平成３１

年度までの創業件数を５件と定めてございます。これに基づきまして、平成２８年度に創業支

援補助金交付要綱を定め、創業に必要な土地、建物や設備の取得に対しまして最大１００万円

を交付する制度を開始しているところでございます。これまでの採択件数につきましては１件

で、この他に相談中の案件が現在１件ございます。 

この創業支援制度につきましては、村のウェブサイト、広報誌、それとふう太ネットで周知

を図っているところでございます。今後は、移住定住の推進と合わせまして、村外の皆様にも

周知しながら地域経済の発展につなげていきたいと考えているところでございます。 

続きまして、インバウンドの関係でございます。 

「インバウンドを計画に入れているが、外国語表記の実施状況はいかがか。費用をかけずに

効果的な設置等ができはしないか。また、クレジットカード決済の支援はできないか」という

ご質問でございます。 

外国語表記につきましては、先の１２月議会でご質問をいただいておりまして、その関係で

もう一度のお答えになりますがお願いしたいと思います。 

観光施設内の外国語表記につきましては、馬曲温泉、梨の木荘、パノラマランド木島平につ

きましては、英語表記によるご案内をしてございます。特に、馬曲温泉では施設案内に加えま

して入浴エチケットを英語でご案内しておりまして、英語での対応は一定程度されているとこ

ろでございます。 

ただ、台湾や香港からのお客様のための中国語につきましては、現在、表記はございません。

今後、インバウンドへの対策としまして、施設内は英語、それから中国語による案内が必要と

考えますので、スキー場など屋外の観光施設も含めまして、現状を確認しながら、不足するも

のにつきましては指定管理者等にその設置を促しながら、外国人観光客の誘致に努めてまいり

たいと考えております。 

 また、カード決済につきましては、インバウンド需要に対応するために、クレジットカード

決済を導入されている事業者が増えているとお聞きしてございます。かつては「専用端末が高

い」、または「決済手数料が高い」、「入金が遅い」等の理由で導入を躊躇する事業者もいらっし

ゃったようですが、現在では専用端末ではなくスマートフォンやタブレットなどのモバイル端
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末を利用するモバイル決裁が登場しまして、これを活用する事業者の皆さんが増えているよう

でございます。スマートフォンをお持ちであれば、あとはカードリーダーを揃えれば良いだけ

ということでありまして、このような状況がございますので、行政としては機器導入に要する

支援は現在考えておりませんが、カード決済の他に電子マネー決済なども普及してございます

ので、必要があれば商工会と連携しまして現金以外の決済方法を学ぶセミナーを開催していき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

よろしくお願いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

髙木産業企画室長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業企画室長「髙木良男 君」登壇） 

 

産業企画室長（髙木良男 君） 

それでは、土屋議員からの２点についてお答え申し上げたいと思います。 

１点目は「体験住宅をもう１戸建設する計画だが、他の手段はないか」というご質問でござ

いました。 

現在、供用を開始しております２棟、具体的には庚と大町でございますが、こちらの方の利

用状況等を勘案しながら、更に１棟建設するのか、おっしゃられるように空き家等を活用する

のか、または現状の２棟で受け入れを行うのか判断してまいりたいと考えております。 

２点目でございますが、ファームス木島平の関係のお話でございました。建物が老朽化して

いるというようなご指摘でございます。 

建築時点でのファームス木島平の経済的残存耐用年数は３１．３年でございます。 

増築部分に関しては、現行の建築基準に則した強度を確保し、耐雪２ｍの屋根加重に耐えら

れる強度としております。既存部分に関しては現状のままとしていますが、増築部分が既存部

に対して耐震ブレースというような役割を部分的に担っており、補強として機能しております。 

平成２７年建設当時の建築法による耐震基準等々を満たして建築許可されている施設であり

ますから、今現在は取り壊す予定はございません。 

以上でございます。 

 

議長（森 正仁 君） 

佐藤総務課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（総務課長「佐藤裕重 君」登壇） 

 

総務課長（佐藤裕重 君） 

私からは、公共施設等総合管理計画について答弁をさせていただきます。 

公共施設等総合管理計画ですけれども、これは平成２８年度に策定をいたしました。 

人口減少が続く中、老朽化が進む公共施設などの現状を把握し、計画的に再編や長寿命化を

行って将来の負担軽減や支出の平準化を目的としたものであります。村では、この計画の中で

は総床面積の５％、概ね３，０００㎡の削減を目指しております。 

 今年度から庁内に検討委員会を組織し、現在ある施設を「今後どのように維持していくのか、

もしくは統合・売却・廃止するのか」といった検討を行っております。 

 また、並行しまして、既に老朽化もしくは使用しなくなった施設で、村民の皆さんに直接影
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響のない施設「旧南部小プール」、「旧北部小プール」、それから糠千地区にありました「わかく

さ保育園」の取り壊しを行ってきております。平成３０年度の予算案では、西小路地区の旧歯

科医師住宅と池の平の管理棟の取壊しを行う予算も計上しております。また、若者住宅も１棟

売却の予定で購入者を募集しているところでございます。 

 平成３２年度までには、公共施設等総合管理計画を踏まえた「個別施設計画」を策定するよ

うになっておりますので、庁内の検討がまとまった時点で議会や村民の皆さんのご意見を伺っ

てまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

議長（森 正仁 君） 

 ４番 土屋喜久夫 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

４番 土屋喜久夫 議員 

ただ今の答弁でありますが、産業課長から地域経済の活性化で広報をしていくということで

あります。地域経済の活性化は、創業される皆さんだけではなくて、現に事業を進められてい

る産業関係の皆さん、農業・商業・工業・観光業すべてであります。木島平はどちらかと言い

ますと市場に出していく部分があります。観光に関わる部分も非常にあります。この辺につい

てもどう支援すべきなのか、これから議論をしなければいけないのでありますが、もしお考え

があればお願いをしたいと思います。 

また、外国語表記の関係でありますが、今ご答弁いただいたのは、施設内の話でありまして、

現状を見てみますと、欧米系の皆さんは遠くへ移動されている方が顕著に見られるような気が

しています。この辺についても、道路案内等はどうなのかよろしくお願いをしたいと思います。 

公共施設等については、個別の施設計画等が今後の課題になってこようかと思いますが、先

ほど申し上げましたように、役場庁舎の建設という大きな事業ではなくても、財政調整基金を

取り崩すような予算編成をせざるを得ない現状の中で、一刻も早く経常的な管理費等を減らす

という意味では早めに進めていただくことが肝要かと思っております。そんなことで、例えば、

多くの村民の皆さんがご利用される施設については難しいわけでありますが、専属的に利用さ

れているような施設については、施設利用の皆さんへの払い下げ等も含めて、ぜひご検討をい

ただきたいと思います。答弁の中にもそのようなことがありましたが、ぜひ、積極的に進めて

いただきたいと思います。この辺についてのご見解もよろしくお願いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

最初にありました村全体の産業の支援ということでありますが、行政でできる部分は限られ

てくるかなと思います。特に観光面で考えた時に、行政面でできるのは条件整備でありまして、

実際の経営について村が具体的に支援するというのは無理ではないかと思います。 

ただ、今年の予算でも計上いたしましたが、建築関係の皆さんもこの中に多いということで、

リフォーム補助金等を計上しております。 

そのほか、中山間、それから多面的機能等の取り組み等を支援する中で、村民の皆さんが各

自でその事業を取り込んで条件整備をしていく、それらについてはこれからも支援をしていき
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たいと考えております。 

それからまた、道路標示等の外国語表記でありますが、これについては、できる部分とでき

ない部分があると考えております。基本的には英語表記されている部分が多いわけであります

が、どこまで外国語表記で案内をするかというのは、日本語の案内表示との関連も出てくると

思います。むやみに看板を増やすことが良いのかどうか、その辺も合せて検討していきたいと

思います。 

公共施設につきましては、先ほど説明いたしましたが、議員がおっしゃる通りだと思います。

いずれにしても、将来的に懸念される維持管理費等については、できるだけ経費を削減してい

く、そのためには売却等も含めた検討をさらに進めていきたいと考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

 ４番 土屋喜久夫 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

４番 土屋喜久夫 議員 

続いて、２点目の「農福連携施策」という部分であります。 

第１６期の議会議員、それぞれ学ぶ議員を目指しまして、同僚各議員それから村のご理解の

もとに、全体の研修、また個別に研修する費用を公費からいただいております。公費をいただ

く以上、村の振興に役立てていかなくてはならないというような使命のもとであります。 

今般、滋賀県で行われました研修に参加をさせていただいて、「農福連携」という施策の進め

方について学んでまいりました。 

「農福連携」というのが農林水産省と厚生労働省の考え方で、国の中で動いてきているもの

でありますが、農林サイドでは農業者の人手不足を何とか賄えないかというような考え方。厚

労省の考え方では、就業支援をどう進めるか。１カ月１万円足らずの就業訓練施設の配分をも

っと増やせないかというような考え方で、言わば障がい者の施設が農業分野に参入をしてくる、

また、大規模園芸農家が人手不足を障がいの皆さんにご参加をいただいて、人手不足を補うと

いうようなものの考え方であります。ただ、障がい者施設が養鶏等も含めて農業分野に参入を

してきたというのは、農業が人間的なスピードと言いますか、仕事として一番馴染みやすいと

いうこともあるのではないかと言われています。 

多くの福祉施設で行われてきたわけでありますが、長野県の平均余命が長いというのも、高

齢者の皆さんの就業比率が高いというような検証もあるわけであります。 

遊休荒廃地が増えてきてしまって、村の根幹である農業が廃れてしまうというような不安が

あるわけでありますが、今、木島平の農業を担っていただいている大先輩の皆さんが、今後も

担っていただかなければならないという意味合いで考えますと、木島平村そのものが「農福連

携」で動いていくということが必要なのではないかなと若干考えたわけであります。 

施政方針の中にもあった、都市部については、高齢者、身体障がい者、知的障がい者、精神

障がい者、発達障がい者、生活弱者、また子どもたちの不登校を引き込むと大きな人的な課題

があり、福祉政策の行き詰りを感じている現状であります。翻って、農村地帯木島平を考えた

時に、元気な高齢の皆さんが地域農業の底辺を支えていただいており、先ほど申し上げました

ように、まるごと「農福連携」のモデルケースではないかなというようなことを感じるわけで

あります。 

今まで、国のいろんな施策のもとで、多くの自治体が動いてきたわけであります。それは、

例えば、高齢者と障がい者を区分けする、若者を区分けする、全ていろいろと区分けをしなが

ら国の施策は進んできていますし、今、障がいをお持ちの高齢者の皆さんが介護保険へなかな

か移行ができないという現実もあります。これについては、介護保険法は６５歳過ぎたら、寝
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たきりの皆さんについては身体障がい、知的障がいの皆さんについては認知というように区分

をしているわけでありますが、問題としてそこに馴染んでいっていないというのが現実であり

ますし、逆に言いますと村民であれば、そこで区分けをする必要があるのかどうか。村民福祉

を増進させるという意味では、この「農福連携」というのは、大きな希望が持てるような施策

ではないかなということを少し感じたわけであります。 

当然、村には国からの通達等も既に来ている話ですから十分ご承知の中で、この辺について

どう対応されていくのかどうか。この辺をつなぐコーディネーターは、専門職でなくて良いと

思っています。今ご活躍をいただいている福祉の皆さんもコーディネーターになり得るのでは

ないかなと考えるわけであります。この辺の確保についてはいかがでしょうか。 

また、利害関係と言いますか、昔からの隣近所があまりうまくいっていないというのもこの

地域の常であります。この辺については、しがらみのない福祉に精通した協力隊等の採用はい

かがなものでありましょうか。 

また、この進め方によっては、空き家対策、集落の中の荒廃地対策、また季節によって直売

所に農産物が不足するというような、せっかくの遠来のお客さんが地元の農産物が買えないと

いうようなこともままあるわけでありますが、この辺についてもつながっていくのではないか

なという期待をするわけであります。この辺についても早急に進めていく必要はないのかどう

か、よろしくお願いをしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、土屋議員の「農福連携施策についてどう考えるか」ということでありますが、基

本的な考え方について私の方からお答えをさせていただきます。 

先ほどの議員のご質問のとおり、国の方では超高齢化社会を迎える中で、元気な高齢者の活

躍の場はもちろん、認知症などで介護を要する高齢者の生きがい等の場として、農業と福祉の

連携について関心が高まっているという状況であります。 

この農福連携事業については、先ほども話がありましたが、２通りあると考えます。一つは、

福祉事業を行っているその実施者が農地などを借りて、利用者が農業を通して社会復帰、それ

からまた症状の改善を目指すもの、もう一方は、農家や農業生産法人が雇用するというもので

あります。 

村では、平成２６年３月に作成しました「農村環境を活かした介護の在り方調査研究事業報

告書」にもありますが、木島平村に住む人々が地域の暮らしに誇りを持ち、真の豊かさや生き

がいを感じながら生活ができるような活動を進めていくということで、社会福祉協議会、それ

から下高井農林高校と連携をしまして、農林高校の生徒の皆さんが高齢者と一緒に社協デイサ

ービスセンターで園芸福祉活動として野菜栽培交流を行ってきた経過があります。 

その中で昨年度は、生徒と高齢者の皆さんで２５０㎡ほどの耕作放棄地を使って大豆の栽培

を始めました。今年度は更に栽培面積を４００㎡に拡大しまして、また、栽培した大豆を使っ

た加工品の商品化を試みており、高齢者の生きがいと健康づくりの一つとして、モデル的な取

り組みにしていきたいと考えているところであります。 

高齢者の活動について、野菜作りや花づくりを推奨することはもちろんでありますが、高齢

者が持つ豊かな経験と知恵、そして地域が持つ助け合いを見直しながら、木島平村の農村とい

う環境を活かした福祉、健康づくり活動につなげていきたいと、そしてまた若い世代にも農村
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環境が持つ利点を活用していただくことが大切だと考えております。 

ご質問の中にありました都市での福祉施策の行き詰まりの受け皿ということで言えば、闇雲

に受け入れをするということは当然無理だと思います。ただし、例えば、姉妹都市である調布

市などの福祉関係の事業所で希望があれば、双方にメリットがある形で、農地の貸し出しや農

業指導者の確保を支援する、そういうことは可能と考えております。 

コーディネーター以下、具体的なご質問の内容については、担当課長がお答えします。 

 

議長（森 正仁 君） 

土屋産業課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業課長「土屋博昭 君」登壇） 

 

産業課長（土屋博昭 君） 

それでは、ただ今の土屋議員のご質問に対して村長に補足してお答えしたいと思います。 

ご質問のコーディネーターの確保についてでございますが、農家にとりましては遊休農地対

策、それから人手確保などが必要となっておりまして、また、高齢者にとっては、今までの経

験を活かし、できるだけ働き続けたいという希望、また、健康づくりや生きがいづくりとして

の農業の活用が期待されているところでございます。 

農家側におきましてはどのような作業が、高齢者あるいは障がい者の皆さんに依頼できるの

かなどの不安があると思いますし、働く側にもどのような農作業ができるのかなといった課題

があると思います。双方にどれだけの需要があるか、農家の要求条件とのすり合わせの課題も

ありますので、今ありますシルバー人材センター、あるいは障がい者就労支援コーディネータ

ーの皆さん、専門的なコーディネーターではなくてもというお話もございましたが、マッチン

グの可能性も含めて考えていきたいと思っております。 

また、しがらみのない協力隊の採用はどうかというご質問でございます。農業と連携した雇

用創出に向けたサポートが考えられますが、協力隊としては他の業務との兼ね合いの中で関連

しての活動が想定されるのではないかと思います。例えば、移住定住あるいは福祉農園の立ち

上げなどに結びつくことも想定をされるところでございます。 

平３０年度予算の中では、調布市民の皆さんを念頭に置いた地域おこし協力隊員を予算化し

ております。これは、調布市、木島平双方の実情を理解したうえで、市村の橋渡しをしていた

だきたいと考えているものです。その協力隊員が、コーディネーターの役割を果たすこともで

きると考えます。 

また、空き家対策、小規模荒廃地対策、また直売所農産物の増加につながると思うが早急に

進める必要はないかというご質問ですが、それぞれ現在村の課題となっている大事な部分でご

ざいます。 

新たな農業の担い手として福祉分野から農業への新たな参入ができれば、遊休農地の活用等

が期待されます。一方、福祉側にとりましても働く側にとっては、どの程度の農作業ができる

かなどの課題もありますので、農業と福祉、双方の課題を解決しながら、双方に利益をもたら

すように取り組むことが必要と考えております。 

以上でございます。 

 

議長（森 正仁 君） 

会議の途中ではありますが、暫時休憩といたします。 

再開は、午後１時でお願いします。 

（休憩 午後１２時０３分） 
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（再開 午後 １時００分） 

 

議長（森 正仁 君） 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

土屋喜久夫 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

４番 土屋喜久夫 議員 

 先ほどのご答弁で足りるわけでありますが、前段申し上げましたように、国がそれぞれ定め

る制度等もありますけれども、村は障がいの有無、また老若男女それぞれ全て村民というくく

りの中で、地域で生計を立てているわけであります。そういう意味合いでは、よく言われる地

域福祉の増進と言いますか、向上と言いますか、大きな広い意味での地域福祉という部分では、

この農福連携全てを包含した中で、地域振興それから村民の幸せにつながっていくのではない

かなというような展望が見えるような気がしています。この辺の研究等について進めていける

可能性があるかどうか、村長のご答弁をお願いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 前段にも話がありましたが、木島平村は農業、そしてまた観光もあります。農業をしながら

その中で自分の健康増進を図っている、そういう皆さんが多いという意味では、既に個々の農

家の皆さんが農業を通して農福連携をそれぞれやっている状況と言えると思います。ただ、こ

れから、そういう皆さんもリタイヤしてくる中で、これまで農業をしたことがない、あまり経

験がないという方が高齢農家の伝統を受け継ぐとかその技術を受け継ぐ、そういうことは大変

重要だと考えております。 

 そんな面で、福祉に限らず、それらも絡めた中で村の農業、そしてまた農業と福祉を一体的

に考えていく必要があると考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

土屋喜久夫 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

４番 土屋喜久夫 議員 

それでは、最後の質問であります。 

以前にも何度か申し上げてきていますが、村民の自主的な盛り上がりの中で伝統的に行われ

た「全村健康管理検診運動」が昭和３０年代から始まっています。その中核を担ったのが衛生

自治連合会であります。 

その後、国も国民の健康を担うのは国民の責務である、また高齢者医療等医療費も非常に高

騰してきている、そのような将来不安を持ちながら「老人保健法」で、お年寄りの皆さんの保

険を別に分けて検診体制を整えるというような流れ。また、介護の社会化と言いますか、超高

齢社会になった時に、体の部分や知的の部分で若干障がいの出てくるお年寄りの皆さん等を含

めながら、「介護保険法」という法律で介護の社会化を目指してきた国の流れであります。 
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ただ、ひとつひとつの施策と言いますか、細かな区分をしていきますと、同じ村民でありな

がら、介護保険、老人保健、健康保険、厚生健康保険というような区分けの中で、それぞれ対

応されているわけであります。 

最終的には、村民が生まれたところから最後までお世話をしなければならない、これは自治

体の使命でもありますし、宿命でもあります。 

この頃感じるのですが、ふう太ネットを通じながらお悔やみのお知らせがあります。「えっ」

と思われるような訃報がこの頃多いような気がしています。 

長野県は、平均余命が伸びているというような流れの中で、惜しい年齢というのが特段ある

わけではありませんけれども、家庭でもまだまだ大事だろうし、地域でも大事な命が病魔に蝕

まれるということについては、大変残念なことであります。 

先ほど申し上げましたように、それぞれいろんな医療保険制度の中で手当てをされているわ

けでありますが、その制度のもとで検診も当然受けられていますし、医療も受けられているわ

けでありますが、そんな状況を耳にした時に村民として何か対応できる方法がないだろうかと

いう心配をするわけであります。 

国民健康保険につきましては、それぞれがドックにかかられた結果を添えて補助金申請をす

るということで、村が積極的にその結果を把握しようというような、また、その結果の把握の

もとに次の指導につなげていくというようなことがあるのだろうと思っています。 

そういう意味で、全村健康管理検診運動等の盛り上げを考えた時に、そんなことが今後でき

ないのかどうか。残念な結果になったこの検証が必要ではないかな、そんなことを考えるわけ

であります。この辺の検証と村がどのような対応ができるのかどうか、よろしくお願いをした

いと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、土屋議員の「全村健康管理の必要性は」というご質問でありますが、最初に議員

が申されました保健衛生自治連合会の役割については本当に大きかったと思います。年配の方

はご存知かと思いますが、それぞれの地区で集団検診を行う際に衛生自治連合会の皆さんが会

場の準備から、呼びかけから、中心的な役割を果たしてこられたということについては、大変

大きな成果だったと思います。それと併せて、また食生活改善運動など、そういうものが結果

的に長野県の健康寿命の伸びに良い影響を及ぼしてきたと考えます。 

村の平均寿命とか、そういう話もありましたが、若干お話をさせていただきますと、実際細

かな平均寿命それから健康寿命につきましては、５年ごとの国勢調査で数値が発表されます。

直近の平成２７年についてはまだ発表されておりませんのでわかりませんが、その前の段階で

は平均寿命については男女ともほぼ県平均並みであります。当然、全国平均よりも上というこ

とであります。そしてまた、健康寿命については、県平均よりも上という状況であります。そ

んなことも村民の皆さんのそれぞれの努力の成果かと思います。 

先ほどありました村の平均寿命が短くなっているかどうかはちょっと定かではありませんが、

保健衛生自治会が解散してもその役割を引き継ぐ組織は残っているわけであります。解散した

からと言って、その結果すぐに平均寿命が短くなるということは考えられないなと思います。

ただしかし、健康管理というのは元気なうちからというのが一番大事なことだと思います。そ

んなことで村でも一層推進を図ってまいります。村民の皆様にもぜひ自分の健康は、まず自分
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でということをしっかり自覚していただきたいと願っております。 

それからまた、各種健康保険の話も出てまいりました。平成３０年度から国民健康保険につ

いては県が保険者ということで一体化されます。ただ、残念ながら現時点でもまだ健康保険組

合の情報交換ができていないということで、村では国民健康保険の結果しか情報が得られない、

他の健康保険からの情報がまだ共有できないということで、この辺についてはまた引き続き国

等にも情報共有ができ、一体的な健康管理が推進できるように要望していきたいと考えており

ます。 

具体的な内容については、民生課長から申し上げます。 

 

議長（森 正仁 君） 

武田民生課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（民生課長「武田彰一 君」登壇） 

 

民生課長（武田彰一 君） 

村長答弁に補足をしまして、土屋議員の質問にお答えをします。 

議員の質問にありますように、昭和３０年代後半に国保会計の支出が増大したということで、

保健衛生自治会を村で組織をして、全村民がそういう状況を打破していこうという運動の中で

生まれ取組みをしてきました。その結果として村民全員が検診を受けて、自分自身の健康状態

を知り、また、必要に応じては治療を受ける。その繰り返しの中で長年の取り組みが国民健康

保険の医療費を減少させる効果が出ました。また、その間には、生活習慣や食生活そのものも

変わってきていることから食生活改善推進グループの活動も住民活動の中に定着するようにな

りました。 

保健衛生自治連合会が解散したとは言いましても、昨年からは各地区の保健補導員の皆さん

が、全村民が検診を受けるようという合言葉の中で、検診の取りまとめをしております。この

検診を受けられた方については、その結果によって必要な方には事後の相談や指導を行っては

いますが、ご自身の加入健康保険で検診を受診している方がどのような健康状態にあるかにつ

いては、正直のところ把握できていないのが現状であります。また、社会保険に加入している

方が現役を引退して、国民健康保険に加入をしてきている、その時に既に大きな病気にかかっ

ているということを目の当たりに受けている状況を報告されています。 

村は、３０年度からの第２期保険事業実施計画、データヘルス計画でありますけども、それ

を作成しました。第１期の実施内容を検証するのはもちろんですけれども、特に重症化が大き

な病気につながるものについて、その予防を重点的に取り組もうということにしております。 

６月の土屋議員の「村長の責任において健康経営を考えるべきだ」という質問に対して答弁

をしたものでありますけども、引き続き全村に健診管理の必要性を十分に認識しながら、全村

民に受診を呼びかけて、自らの健康状態を知り、自分の病気の早期発見と必要な早期の治療が

できるような体制づくりができるよう努めてまいりたいと考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

土屋喜久夫 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

４番 土屋喜久夫 議員 

ご答弁いただきました内容についてでありますが、それぞれ自主的な組織の重要性というの

は同じ認識をいただいているようであります。ただ、高齢化地域が進む中で、ただ年を取るだ
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けではなくて、お一人暮らしの世帯もだんだん増えてきています。そんな中で地域コミュニテ

ィがしっかり確立していくというのが難しい状況になりつつある中で、今、現実ご活躍いただ

いている組織もありますが、役員さんだけではという部分もあるでしょう。職員が対応すると

いうことも考えられるわけでありますが、限られた職員の中で行政が行えることというのは、

限定されてきてしまっているのではないかな。医療保険の関係もいろいろと多様化と言います

か、いろんな保険に加入され、ニーズも多様化している中で、いかにこの地域コミュニティを

相互の助け合い、互助をどう確立できるのかどうか、そんなことも考えていかなければならな

いと思っているわけであります。直接のこの健康づくりという意味合いではありませんけれど

も、地域づくりという意味で地域担当職員を決めながら、集落振興、それから地域コミュニテ

ィの維持のためにご努力いただいているわけであります。この辺について、健康管理から離れ

ていると言われれば質問しづらいわけでありますが、この辺も含めてどのような関わりが可能

なのか、それともそこまで手が回らないのか、ご回答をお願いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

議員も申されるとおり、行政ができる部分については限界があるのだろうと思います。やは

り、地域の中での助け合い、そしてまた声のかけ合い等が一番大事なものになってくるだろう

と思います。 

そしてまた、健康については医師や民生課だけではなくて、さっきも出てまいりましたが農

業であったり教育であったり、いろんなものが関係してくる相乗効果として健康づくりができ

るのだろうと思います。 

先ほど検診を受けてその後の指導という話も課長の方からいたしましたが、検診を受けた皆

さんがその検診結果をもらって、自分はどういう心配があるのか、現に病気があるのか、ご本

人は承知しているのだろうと思います。それを特定健診につなげていくということも当然必要

でありますし、まずは検診を受けた結果をしっかりとそれぞれの皆さんが自覚していただくと

いうことも大事かなと思います。このぐらいなら自分は大丈夫だろうということが、１年、２

年のうちに重篤化していくということもあります。特定健診も併せて推進しながら、受けた検

診結果についてはしっかりと、先ほども申し上げましたが、「自分の健康は自分で守る」という

のが基本であります。一番自覚をしているわけでありますので、そんなことも声掛けをしてい

きたいと考えております。 

そのための組織という話は具体的に考えておりませんが、いずれにしてもその点を中心に村

の健康管理の推進を図っていきたいと考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

 以上で、土屋喜久夫 君の質問は終わります。 

（終了 午後 １時２１分） 

 

議長（森 正仁 君） 

５番 勝山 正 君。 

（「はい、議長。５番。」の声あり） 

（５番 勝山 正 議員 登壇） 
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５番 勝山 正 議員 

 それでは、発言を許されましたので通告に基づきまして２点についてご質問申し上げたいと

思います。 

 最初に「空き家対策について」でございます。 

 村内の空き家は、年々増えいてる状況であります。 

 「空き家を有効に活用して、移住定住の促進、若者の定住につなげていきたい」と村長は答

弁をされております。 

 また、先般発刊されました全国誌でありますけれど、雑誌の中で「住みたい田舎」ベストラ

ンキングが発表され、人口５，０００人以下の自治体の中から本村が第１位に選ばれました。

選定基準につきましては、別にしておいてですが、「県内有数の豪雪地帯であり、美しく移り変

わる四季の風景や、おいしいコメ、野菜が魅力」とされてあります。また、「空き家活用等補助・

若者定住家賃補助制度、また最大１００万円を助成する創業支援などを実施」と紹介されてお

ります。 

 また、同誌では、隣の飯山市において、若者世代が住みたい田舎第２位にも選ばれておりま

す。「若い世代の移住・定住を手厚くサポートしている」と聞いております。 

 木島平村の魅力に惹かれ、移り住みたいという希望者が多くいると聞いてもおります。 

 この中で、最近移住された方に「なぜ当村を選ばれたのか」と話を伺う機会がありました。

４０年以上勤めた会社を退職、これを機会に田舎で暮らしたいとの思いで、ご夫婦で県内外の

多くの地域を回り探されたそうであります。当村に足を運び説明を受けたところ、今まで各地

域での担当者から説明を受けたのですが、「考えさせられることが多かった」と聞きました。来

村され説明を受けた時、体験の家も紹介されましたが、職員の対応が非常に良く、そこを利用

することなく即移住を決めたということでありました。特に、奥さんが対応した職員について

すごく気に入られたということであります。本当に喜ばしいことだと思っております。 

 現在は、賃貸契約の住宅に住んでおられます。将来的には定住したいという考えを持ってお

られるとのことです。 

 村の補助や支援だけでなく、担当者の対応や地域住民との交流支援も移住定住の後押しにな

ると思います。事務的になることではなく、親身になって応じることの大切さを感じました。 

 そこで、次の点についてお伺いします。 

 １点目としまして、現在の移住定住の状況はどのようになっているのか。 

 ２点目として、移住定住希望者及び移住定住された方へのサポートやアドバイスはどのよう

にされているのか。 

 ３点目として、空き家バンクの登録状況はどのようになっているのか。 

 ４点目として、地区外に転居され、地区内に空き家を所有されている方への空き家バンクの

周知はどのようにされているのか。 

 ５点目として、他市町村では数が足りないくらい空き家についての引き合いが多いと聞いて

おります。商業施設でありますペンション等の取得希望者はいるのかどうか。 

 ６点目として、移住体験住宅を利用された方で、移住定住を希望される方は何人ぐらいいら

っしゃるのか。 

 ７点目として、移住体験住宅を利用され、移住を希望されている方は、どのような条件を求

めているのか。例えば、家庭菜園付きだとか、そういうのがあるのかどうか。 

 ８点目として、強制的に解体が必要な家屋があるのか。あるとすればその家屋はどのような

現況であるのか。 

 ８点について、答弁をお願いしたいと思います。 
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議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、勝山議員の「空き家対策について」ということでありますが、主には移住定住に

ついての施策の具体的な内容でありますので、担当室長から答弁をいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

髙木産業企画室長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業企画室長「髙木良男 君」登壇） 

 

産業企画室長（髙木良男 君） 

それでは、勝山議員から「空き家対策について」、主に８点のご質問を頂戴いたしましたので

お答え申し上げます。 

まず、１点目、「現在の移住定住の状況は」ということでございますけれども、平成２９年、

若者住宅へ２軒、空き家バンクで２軒・農業研修で１軒の計５軒の皆さんが村へ移住をされて

おります。その他に、空き家等活用補助金を活用し、２軒の方が空き家を購入され定住に至っ

ております。これが現在の状況であります。 

２点目、「移住・定住希望者及び移住・定住された方へのサポート」の関係のお話でした。 

空き家バンクで移住された方については、担当職員で定期的に声がけをおこなっていくよう

にしております。それと同時に、近々にも移住された方を主体に交流会を開催して、横のネッ

トワークづくりを行っていく予定でおります。 

 ３点目、「空き家バンクの登録状況」についてであります。 

バンク開始以降、売却希望の登録は、２１軒ございます。売却完了等もあり現在の登録は、

９軒となっております。購入希望の登録者については、４９名の皆さんが現在登録をしていた

だいておるという状況でございます。 

 ４点目、「地区外に移住され、地区内に空き家を所有されている方への空き家バンクの周知の

方法について」でございます。 

 広報等で定期的に周知を図ると共に、過去には納税通知書に周知用のチラシを同封した経過

もございます。平成２８年度には区長さん等々にご協力をいただきながら、空き家の調査も実

施をしており、順次、担当職員により所有者に声がけを行っているという状況でございます。 

 ５点目、「他市町村では、数が足りないくらい引き合いが多いと聞くペンション等商業施設の

取得の希望者はいるか」というご質問でございます。 

 当村の場合は、商業施設の問い合わせも若干ありますけれども、大多数は個人用の住宅の問

い合わせとなっております。 

 ６点目、「移住体験住宅を利用された方で、移住・定住を希望される方は何人くらいいらっし

ゃるか」というご質問であります。 

体験住宅利用の申込者は空き家バンクの利用を登録していただいております。バンクへの新

規登録情報などメールで配信をしているという状況であります。その中でもすぐに積極的に行

動を起こされる方というのは概ね２割ぐらいで、その他は、将来的に検討したいという状況で

ございます。 

 ７点目、「移住体験住宅を利用され、移住を希望されている方は、どのような条件を求めてい
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るか」というご質問でありました。 

全体的な傾向としては、景色の良いところにある住宅を望まれております。その上で建築年

数の浅いリフォーム経費のさほどかからない住宅が好まれているという傾向でございます。 

中には、古くてもタダ同然の額で購入でき、自分でリフォームをしたいという希望の方と、

隣の家との距離が離れている住宅を希望される場合もございます。 

 最後の８点目であります。「村内で強制的に解体が必要な家屋があるのか、その家屋の状況に

ついて」でございます。 

住宅はあくまでも個人の財産でありますので、強制的解体ということは馴染みません。危険

のある空き家として把握してある空き家については、対応を検討したり、管理者に対応するよ

う通知等をしたりしている状況でございます。 

以上であります。 

 

議長（森 正仁 君） 

勝山 正 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

５番 勝山 正 議員 

 それでは、再質問をお願いしたいと思います。 

 今、８項目についていろいろと答弁をいただきました。その内、５点についてお願いしたい

と思います。 

 移住定住された方で、各区に入られて地域での関わりはどのようなことをやっていらっしゃ

るのか。 

 それと、ネットワークづくりの予定になっていますが、これについては、具体策はあるのか

どうか。 

順次、所有者に声を掛けていくとのことですが、所有者の希望はどのようなことになってい

るのか。 

 また、ペンションは多少あるということですが、特に、近い自治体では、引き合いが強いと

思っている軒数も少なくなってきているということであります。そこら辺について分かればも

うちょっと詳しく教えていただきたい。 

 それと、５点目、移住定住の希望者の人数は何人であるのか。残りの８割の希望者の内容に

ついてはどのようなものであるか答弁をお願いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

髙木産業企画室長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業企画室長「髙木良男 君」登壇） 

 

産業企画室長（髙木良男 君） 

それでは、再質問にお答えをさせていただきます。 

５点のご質問を頂戴いたしました。 

まず、１点目の地域との関わりであります。これは先ほど申し上げましたとおり、今後早急

に移住者のネットワーク組織を立ち上げてまいります。今現在は、各地区に入られているとい

う状況の把握をしているだけですから、このネットワーク組織の中で日ごろの生計を立ててい

らっしゃる上でのお悩み等々を細部までお聞きしながら、今後の対応に活かしてまいりたいと

考えております。 
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それと、関連するネットワーク組織の構想についてでありますけれども、基本的には移住を

された方全員にお声掛けをさせていただくことが基本になりますし、今現在、移住定住推進協

議会というものも村の中で組織しておりますので、そういったメンバーの皆さんにも関わって

いただきながら進捗していきたいと考えております。 

３点目、空き家の所有者の意向についてであります。この所有者については、いろいろなパ

ターンがございます。この中には空き家の相続が全くないというような空き家もございますし、

そういった相続が全くないという空き家については各地区の中でも非常に対応に苦慮されてい

るという状況であります。所有者が確定しているものについては、逐次、係の方で詳細なデー

タなりお話を伺っている状況ではありますけれども、一番の問題は、空き家の所有者で相続人

がいないというような空き家、これに対しては、現状では対応に苦慮しているという状況であ

ります。 

４点目、ペンション等商業施設の空き家希望をされている希望者についてでありますけれど

も、スキー場関係でペンションをやりたい、お客様商売をされたいというご意向のみこちらで

伺っている状況でありますので、今後さらにそういった関連施設等々の情報も得ながら対応し

てまいりたいと考えております。 

それと、５点目であります移住体験住宅を利用されている皆さんの関係で、２割程度が定住

を希望されていると私どもで把握はしておりますけれども、残りの８割の皆さんにつきまして

も、それぞれアンケート調査を実施しながら状況を把握しておりますし、新たな情報等々が発

生した場合、空き家・体験住宅利用者に対して、こちらの情報を逐次お流しするという対応を

取らせていただいている状況であります。 

以上でございます。 

 

議長（森 正仁 君） 

勝山 正 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

５番 勝山 正 議員 

 それでは、２点目の質問をお願いしたいと思います。 

 「村長の太鼓判について」ということであります。 

 村長の太鼓判につきましては、想定以上の収量を確保できたということでありますけれど、

インパクトが薄れてきているということであります。「実態を精査の上、戦略を検討されたい」

との意見を出してありますが、この中で「新米キャンペーンの開催や電波媒体を活用とした宣

伝を展開中」との回答でありました。 

 太鼓判をいつも購入されている地区内外の方から、表示についてご意見を頂戴しました。特

に、１．５㎏の包装袋にすごく違和感があるということでありました。私もその話を聞きまし

て、現物を見させていただきました。印刷された袋が不足していたかどうかは分からないです

けれど、シールが貼られていまして、説明文も記載されていました。内容は、本来印刷された

ものとは多少違う気がします。「太鼓判」という名前の表示だけあればいいのか、本当に疑問に

感じました。 

 また、米コンクールでの受賞効果等で木島平米の評価が高まっています。前段にもありまし

たが、「住みたい田舎」にも木島平米の魅力が紹介されているわけであります。シールでも印刷

でも同じ内容のものにしていかなければならないと思いますけど、いかがなものなのか。また、

今後の対策はどのようにされるのか、答弁をお願いしたいと思います。 

 また、ゴールドプレミアムライスＡＡＡ（トリプルエー）を受賞した木島平米のＰＲができ

たとのことでありますが、連続の入賞は素晴らしいことだと思っております。これにつきまし
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ては、生産者の方々の日々の努力が生んだ賜物と感じます。 

 しかしながら、一方では何年か前に入賞した時の横断幕がいつまでも掲示されているという

状況でありました。連続の入賞でありますので、掲示するのであれば新しいものにすべきでは

ないでしょうか。観光で来村される方もいらっしゃるわけですので、連続入賞の木島平米をよ

り多くの方に知ってもらうには、古いものを撤去すべきと考えます。それについて、どう考え

ていらっしゃるか答弁をお願いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、勝山議員の「村長の太鼓判について」のご質問でありますが、「村長の太鼓判」に

つきましては、言ってみれば村の看板商品として、村が中心となってＰＲをしているというも

のであります。その点で考えますと、現在の取り扱いの方法が良いのかどうか、これからまた

検討をしていく必要があるのだろうと思っております。 

ご質問にありましたシール、それからまた横断幕等、具体的なご質問でありますので、その

部分については、担当室長から答弁をいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

髙木産業企画室長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業企画室長「髙木良男 君」登壇） 

 

産業企画室長（髙木良男 君） 

それでは、勝山議員からの「村長の太鼓判について」の２点のご質問でございます。 

１点目は、袋のシール等々の関係でございます。 

「村長の太鼓判」１．５㎏の米袋でございますけれども、今現在、主たる取り扱い事業者が

必要数に応じて発注をしているという状況でございます。太鼓判の袋の素材については、和紙

を基本とした８枚重ね構造となっておりまして、これは既製品ではなく、発注があり次第、素

材から作っていく作業が必要なものでございます。今回１．５㎏袋の在庫が不足し、発注をか

けたところ通常の納品時期の２倍程度の納期を要することになりました。概ね１ケ月程度は類

似米袋にシールを貼付して販売をいたしたという状況でございます。シールについても、法に

抵触しない基本情報は網羅しているものの、本来のものそのものを表現することができず、言

わば急場しのぎ的に対応をしたところでございます。なお、今現在は通常の米袋での販売をい

たしております。 

今後については、「村長の太鼓判」は、村の看板商品として村が中心となり宣伝することで、

木島平米全体、更には村農産物の付加価値を上げていく看板商品でございます。その意味では、

品質の確保を今後とも図りながら造成方法、販売者の選定等含め再度検討していく必要性を認

識しております。 

次に２点目でございます。 

連続入賞等々に関わります横断幕等々の掲示物の関係でございます。 
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ご指摘のとおり、古い横断幕については、既に処分をいたしました。金賞連続受賞や、ゴー

ルドプレミアムライスＡＡＡ認定など、木島平米にブランド価値を高める絶好な宣伝材料と認

識しておりまして、常に新しい情報の発信に努めてまいるところでございます。 

以上でございます。 

 

議長（森 正仁 君） 

勝山 正 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

５番 勝山 正 議員 

 それでは、再質問をお願いしたいと思います。 

 今、シールにつきましては、シール法に触れないということでありました。これにつきまし

ては、シール法に触れなければ良いのか、疑問を持たれるような表示は避けるべきだと思いま

す。現在、通常の包装袋で販売されているということでありますけれど、この分については差

し替えを行ったのか、商品が完売したのかどうか、そのことについて１点。 

木島平米の評判を失墜させるような表現は、他の産業にも影響される昨今であります。これ

についての十分な取り組みは今後どのようにしていくのか再度答弁をお願いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

髙木産業企画室長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業企画室長「髙木良男 君」登壇） 

 

産業企画室長（髙木良男 君） 

再質問にお答えさせていただきます。 

まず、シール法ではなくて、表示に係る法でございます。そのシールの記載内容が法に抵触

する内容ではないということで、先ほど答弁申し上げました。シール法という法律ではござい

ません。 

今現在は、「村長の太鼓判」１．５㎏については、常に受注があった段階で精米等々をしてお

ります。中には、今、道の駅のショップの方でも販売をいたしておりますが、ごくわずかな数

量でございます。これまで、急場しのぎ的に使用した米袋については、既に使っていないとい

う状況でありますので、ご理解をいただければと思います。 

今後、先ほども申し上げましたとおり、太鼓判の製造方法、それと販売宣伝の方法等々含め

て、全体的にブランド価値を上げるために、さらに村の関わりを高めていくという検討をして

おりますので、その内容等々についても、また議員の方からもご理解やご意見を頂戴できれば

と思っております。 

よろしくお願いいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

以上で、勝山 正 君の質問は終わります。 

（終了 午後１時４６分） 

 

議長（森 正仁 君） 

 ２番 勝山 卓 君。 

（「はい、議長。２番。」の声あり） 
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（２番 勝山 卓 議員 登壇） 

 

２番 勝山 卓 議員 

 それでは、議長から発言を許されましたので、通告に基づきまして３点の質問に入らせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 最初の質問でありますが、「ファームス木島平の運営について」伺いたいと思います。 

 ファームス木島平の現指定管理者の第１期指定管理契約期間がこの３月末をもって満了する

わけでありますが、第２期に向けて村では今後の目指すべき姿について、「道の駅ファームス木

島平利活用検討委員会」を設置し、その報告をもとに農業の６次産業の拠点に新たな機能とし

て、観光情報の発信拠点、産業連携戦略拠点を加え、指定管理者の募集要項、それから仕様書

が示されたわけであります。 

しかし、村長からはその目的たる拠点機能を達成できる適格者が見当たらないということで、

本年４月以降に村直営で管理運営をし、その中で収益性のある施設については仕様書に基づい

てテナントの募集を行う計画、方針を示されたわけであります。 

施設の効果的な有効活用と、村民が期待する目指す姿を追求した施設に生まれ変わることを

最優先課題として、１日も早く目指す施設となるよう、最大限の取り組みが行われるよう要望

したいと思います。  

 そうした中で、本議会定例会に指定管理者による管理から村が直接管理へ、また、専属貸付

施設、一般利用施設の利用料など改正とそれに伴う予算措置について、本件に関する議案「農

の拠点施設設置条例の一部改正」、それから「平成３０年度一般会計予算」が提出されているわ

けでありますが、ファームスの指定管理期限があと半月と迫る中でスムーズな管理体制の交代

とファームス事業運営の継続、テナント募集を考えた時に、このタイミングの２案の提出は遅

すぎるのではないかなと思うわけであります。前もって方針を決定されており、しかも指定管

理期限が分かっている中で、もっと早い段階での条例改正なり債務負担行為、補正等をすべき

であって、４月１日から開業ができる計画性と実行性、早い段階からの事業展開への取り組み

が必要であったのではないかなと思うわけであります。 

 そこで、ファームス木島平の運営管理に関する議案の提出がなぜ今回の定例会になったのか

伺いたいと思います。併せて、今後の事業展開、計画でありますが、スケジュールについてお

伺いしたいと思います。 

  

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 それでは、勝山議員のファームス木島平の農の拠点についてのご質問にお答えします。 

これまでも申し上げてまいりましたが、農の拠点施設につきましては、６次産業化の拠点だ

けでなくて道の駅としての「休憩機能」の充実や「観光交流人口の拡大」、「観光情報の発信機

能」、そしてまた「地域産業の連携機能」の創出が必要と考えております。そのために従前の事

業展開だけでなく新たな利活用について、「道の駅利活用検討委員会」を設置しまして、慎重に

時間をかけて議論をしてまいったわけであります。その内容については、先般ご報告を申し上

げたとおりであります。 

ただ、議員もご存知のとおり、かなり大きな施設であります。なおかつ、空調設備等がない

ということで、なかなか思うような活用というのは難しい話だろうと思います。 
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そういうことを考えますと、農の拠点施設の利用方法については、かなり厳しい制約がある

中で検討せざるを得なかったということはご理解いただきたいと思います。 

そんな中で、更にその大きな空間を利用して新たな機能、そしてまた用途を検討してまいり

たいと考えております。 

指定管理者を指定しますと、複数年契約した場合には、今後の活用検討についてもかなり制

約されてしまうということもありますので、今回はこういう形で提案をさせていただいたとい

うものであります。確かに、もう少し早くにというのは理解できますが、かなり厳しい制約の

中で検討してきていることについては、ご理解いただきたいと思います。 

今回に至った経過につきましては、担当室長から答弁をいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

髙木産業企画室長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業企画室長「髙木良男 君」登壇） 

 

産業企画室長（髙木良男 君） 

 それでは、勝山議員のご質問に村長に付け加えてお答え申し上げます。 

経過でございますけれども、農の拠点施設の新たな役割であります「観光情報の発信機能」、

「地域産業の連携機能の創出」等を達成するために、今後の施設の運営の方向性について、９

月から産業ネットワーク協議会を中心に「道の駅利活用会議」を７回開催してまいりました。

１０月下旬にはその検討内容を村長に答申いただき、それをもとに今後の道の駅の運営の方向

性について１１月から１２月に取りまとめてをしてまいったという経過でございます。そして、

これら新たな役割を担う指定管理者について、類似施設を運営する組織体等々からもご意見を

いただく中で、例えば、信州いいやま観光局が、花の駅千曲を運営しているように、観光交流

人口の拡大という部分については、観光情報の発信であれば、旅行業資格等々に担保された事

業展開が必要になってきますし、産業連携という点では、村内各産業をしっかりと網羅した地

域全体で活性化の仕組みを作り上げていく組織体が想定されました。 

また、全体管理者が全ての収益施設を運営することのリスクが非常に高いということから、

収益施設については、テナント方式にし、その負担経費等についても、これまでの実績値から

詳細に積み上げて賃借料等の設定をしてきたところでございます。お客様をお迎えする施設で

すのでスムーズな切り替えが必要なこととは十分認識はしておりますけれども、施設設置目的

を拡充し、大きくイメージチェンジをすることが必要であるとの判断から、時間を掛けながら

慎重に事業者の選定をしていくこととしております。 

 以上でございます。 

 

議長（森 正仁 君） 

勝山 卓 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

２番 勝山 卓 議員 

 それでは、再質問をお願いしたいと思います。先ほど賃借料等を今までの実績の中から細か

く積み上げてやってきたというお話があったわけでありますが、テナントの収益事業というこ

とを考えれば、逆に使った使用料に対しての負担をいただければ良いのではないかなと。基本

的には、試算を見させていただくと、水道・光熱費の総額をそれぞれ振り分けていると感じる

わけであります。子メーター等がなかったということで大変だったと思いますが、その辺につ
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いて今後どうされていくのかお聞きをしたいと思います。利用者間の不満、問題、また、指定

管理者と利用者との関係等で発生する場面があろうかと思います。その辺についての考え方を

お願いしたいと思います。 

 それから、テナント募集については、これから実施するということになろうかと思いますが、

いつからやられるのか。また、民営化でスタートした施設の今後の指定管理者の公募について

どうされていくのか。そのタイミングはいつになると考えておられるのかお願いしたいと思い

ます。 

 それから、テナント募集で入居者が決まらなかった場合、その構想について考えがあるかお

聞きしたいと思います。前段の質問の中で、村の関係団体と言われたように感じますが、再度

お願いしたいと思います。 

 テナント賃借料が、平成３０年度、１０か月で計算されてありますが、その金額が４６２万

７千円。３１年は同じ経過で１年間稼働するとなると、そのテナント料は５５９万２千円にな

るということであります。新規事業でありますので、確実にテナントに入る入居者なり利用者

を確保していただきたいと思います。その辺について、どうお考えかお願いしたいと思います。 

 それから、農村木島平株式会社でありますが、この３月をもって指定管理自体が終了になる

ということであります。相手のこともあるわけでありますけども、計画では２か月間休業的な

ことになろうかと思います。その間について、農村木島平株式会社に２か月間の専属契約なり

交渉なりしていくことがあるのか、その辺の考え方についてお聞きをしたいと思います。 

 それから、今の指定管理者なり、施設専属利用者については、話を聞けば、第１案は産業ネ

ットワークなり、村の関係団体ということでありますが、公募について村外者に対しても対象

になるのかお願をしたいと思います。 

 以上です。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 最初の光熱水費についてでありますが、これは総額ではなくて道の駅というか非収益部分を

除いて、収益部分に関わる部分について割り振っているということであります。ただ、その数

値が適正かどうかということは、先ほどありましたとおり個別のメーター等が付いてありませ

んので、利用していく中で調整をしていく必要があると思います。 

 それからまた、指定管理の形態でありますが、これについては、午前中の答弁でもお答えい

たしました。全て一括で指定管理をするのか、その辺も含めて検討してまいりたいと考えてお

ります。そんなことで、現時点ではなかなかその辺の方針は出せませんが、平成３０年度の早

い時期に、場合によると新たな用途についてご提案する場面もあるかと思います。 

 それとまた、農村木島平につきましては、経営自体は民間会社でありますので、行政から云々

ということは申し上げられませんが、業務は継続していきたいということで、当面、２か月間

は、契約によって経営を継続していただくと考えております。 

 現時点で、村外からの指定管理者の募集ということは考えておりません。 

 テナントがない場合ということこでありますが、これについては、前段申し上げてまいりま

した村に関わりのある組織で管理をしていく、そういうことも考えられると思っております。

当然、全ての分野ではありません。分割をしてという形になると思いますが、そのようにご理

解いただきたいと思います。 
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議長（森 正仁 君） 

会議の途中ではありますが、暫時休憩といたします。 

再開は、午後２時１０分でお願いいたします。 

（休憩 午後 ２時０１分） 

（再開 午後 ２時１０分） 

  

議長（森 正仁 君） 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

勝山 卓 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

２番 勝山 卓 議員 

 それでは、次の質問に入らせていただきたいと思いますが、「農を基軸とした村の農業政策に

ついて」お聞きをしたいと思います。 

 農業を取り巻く環境は、環太平洋経済連携協定ＴＰＰ１１や欧州連合ＥＵとの経済連携協定

ＥＰＡなど、国内農業への影響が現実のものとなってきたわけであります。 

 また、本年から国は米の生産数量目標の配分を廃止し、産地主導の生産調整へ移行し、米の

政策一大転換期、改革の元年であるという年になったわけであります。米の直接支払交付金や

種子法の廃止、卸売市場法改正などにより、持続可能な農業経営を行う上で不安が増している

実情にあるわけであります。 

 こうした状況の中で、今求められているのは、行政が農業者の不安としっかり向き合い、生

産現場の声に耳を傾け、抱える課題の明確化と共有で現実を見据え、客観的に分析をし、安心

して再生産ができる政策が必要だと思います。それについての見解をお願いしたいと思います。 

 また、農を基軸とした村の農業政策と、村にとっての課題についてお伺いしたいと思います。 

 次に、去る２月２６日でありますが、農人（ノービット）クラブの皆さんと議会とで懇談会

を開催したわけであります。その中で出ました主要課題・要望がありますのでこれらについて

お伺いしたいと思います。７点ほどありますが、お願いしたいと思います。 

 １つは、農業の手伝う人の雇用が不足をしているということで、雇用対策についてどうお考

えであるかお願いをしたいと思います。 

 それから、平成３０年から米の生産調整がなくなるわけでありますが、それに対する村の考

え方についてお聞きをしたいと思います。 

 ３点目でありますが、村は有機の里として売り出しているわけですが、水稲に比べ畑作物の

位置づけが不明確だと思われるということで、有機の里としての畑作物についての考えをお聞

きしたいと思います。 

 それから、畑作にとってネックとなっているのは、区画が小さい事であって、畑作の圃場整

備を行うための区画の大規模化が必要だと思われるということでありまして、それに対する考

えをお願いしたいと思います。 

 ５点目でありますが、荒廃地の畑地対策は、収量・収入が上がらないということで、そば栽

培で良いのかということで質問がありました。 

 それから、獣害が平坦地まで及んでいるということで、電気柵の広域化が必要だと思うとい

うことで、取組みの考えがあるのならお願いをしたいということがありました。村の鳥獣害被

害額がどのくらいあるのかお願いをしたいと思います。 

 ７点目でありますが、和栗の村上の地区で、かつてジャージー牛の放牧の際に電柵が完全に

撤去されていないということであります。それについての対応をどうされるのかお願いをした
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いと思います。 

 以上７点、お願いしたいと思います。 

  

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 それでは、勝山議員の「農を基軸とした村の農業政策について」というご質問でありますが、

先ほども話がありましたとおり、農業を取り巻く環境は厳しい状況にあるということでありま

す。農業者の高齢化や後継者問題、それからまた受け手を必要とする遊休農地や耕作放棄地の

増加などの課題が山積みという状況であります。 

このような中で、木島平村の農村という環境、そしてまた資源を何とか活かしながら、所得

の向上に向けて進めていく必要があると考えております。 

 農を基軸とした村づくりは、村の基幹産業である農業を中心に、農業の担い手の育成や新規

就農者の確保、遊休農地の解消と活用や、米をはじめとする農作物のブランド化等が必要と考

えておりますが、担い手農家、新規就農者の支援を行いながら、遊休農地対策としては、そば

の栽培による振興を図っているところであります。  

また、米以外の農作物の振興が今後大事になってくると考えております。従来からアスパラ

ガス、ズッキーニ、キュウリなどを主力に産地化を図ってきたところでありますが、今後、そ

の他の野菜、山菜のほか、収益性の高い果樹等を振興作物として普及センター、ＪＡ、農業関

係者等連携しながら普及に向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

農人クラブからありましたご質問等、具体的な内容につきましては、産業課長がお答えいた

します。 

 

議長（森 正仁 君） 

土屋産業課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業課長「土屋博昭 君」登壇） 

 

産業課長（土屋博昭 君） 

それでは、農人クラブの懇談会等で出た課題等についてということでご質問いただきました

が、私の方から答弁をさせていただければと思います。 

最初、１点目の「農業の手伝いをしてもらう人が不足している」ということでございます。 

 これにつきましては、農業経営を将来に渡り継続して行っていくため、規模拡大と作業の効

率化を図りながら、また、複合経営等も計画するということで、年間通じて安定した雇用の確

保ができる形が一番理想であり、また、困難な部分でございますが、そういった努力なり計画

作り等を村としても支援をしていきたいと考えております。 

２点目の「平成３０年からの米の生産調整に対する村の考え方」ということでございます。 

平成３０年産以降、国による米の生産数量目標の配分が廃止されることになりましたが、長

野県の農業再生協議会においては、３０年以降引き続きまして需給に見合った主食用米の適正

生産を進めるということになってございます。村につきましても、それを受けまして村農業再

生協議会で県協議会の取り組み方針に基づきまして、主食用米の適正生産に向けた取組を継続

して行っていくこととしております。そのため、そういった内容を各生産者の皆さんへ通知を
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しているところでございます。 

次に、３点目、「村は有機の里として売り出しているが、水稲に比べて畑作物の位置付けが不

明確だと思われる。有機の里としての畑作物について」というご質問でございます。 

畑作物の有機減農薬栽培につきましては、農林係が事務局を行っております「木島平ベジタ

クラブ」が窓口となりまして、「信州の環境にやさしい農産物認証制度」の認定を受けて対応し

ているところでございます。現在は、きゅうりとアスパラガスで取り組まれております。 

販売にあたっては、取扱い農家及び生産量の関係ですべて個人対応となっておりますが、畑

作物は様々な作物がありますので、作物ごとに認証が必要となります。今後、希望の作物に合

わせて相談に応じながら取り組んでまいりたいと考えております。 

 ４点目でございます。「畑作にとってネックとなっている区画が小さいということ、畑地のほ

場整備を行って区画の大規模化が必要ではないか」ということでございます。 

ほ場の条件が良ければ効率的な生産体制が確立されますが、ほ場整備を行うにあたりまして

は、国の方の補助制度もございます。しかしながら、地権者の同意や費用負担の面で、その地

域の合意形成がなければ進むことができません。また、補助の条件で、実施規模や担い手への

集積率、収益性の面でも費用対効果の検証が必要となる場合があります。村の中で面積が大き

い未整備地区としては、小見島がありますけども、これまでも何度かほ場整備に向けて協議を

進めてまいりました。現在は、３回目の取り組みですが、同地区は地権者の半数以上が飯山市

民であるということがございまして、飯山市との調整が必要となっている状況でございます。 

 ５点目として、「荒廃畑地対策といたしまして、収量、収入が上がらないそば栽培について」

ということでございます。 

農家の高齢化等によりまして畑地利用が減少して、担い手の活用も少ないことから遊休農地

が増えており、また、草刈り等の最低な管理もできない状況が荒廃化を招いてきております。

一度荒れてしまってからでは優良農地への回復につきましては大変困難になりまして、費用を

かけてまで復旧を行う農家もほとんどいないという状況であります。 

農業振興公社では、集団的な優良農地を将来にわたって継承していくために、遊休化農地の

再生、保全対策を行っております。 

管理している農地につきましては、現時点ではそば栽培として３０ｈａを超える規模であり

まして、今後さらに拡大することが懸念されておりますが、ただ単に草刈り等で管理していて

も、そこから出てくる経済的な効果はありませんので、農地を流動化するためには、経費をか

けて、少なくとも毎年耕起を行う必要があります。そのため、現状最小限の労力で対応できる

そば栽培で対応して、栽培する以上は高品質・高収量を目指してそば栽培の事業を進めている

ところでございます。また、そばを使った特産化に向けた事業推進も行っているところでござ

います。 

なお、農業振興公社は農業生産を主目的にした農業生産法人ではありません。荒廃農地、荒

廃が懸念される農地を適正に管理し、農家が利用したいときにスムーズに流動化することを主

な目的としております。実際に、平成２８年度にそばを作付けし、平成２９年度に新規に農家

へ貸し付けた畑は、約１．９５ｈａございます。また、平成２９年度にそばを作付けして平成

３０年度新たに貸し付けを予定している農地は現時点で約８０ａございます。相手方は主に新

規就農者や畑作での規模拡大を目指す農家でありまして、農業振興公社本来の目的に沿ったも

のと考えているところであります。 

次に、６点目でございます。「獣害が平地まで及んでいるということで、電気柵の広域化が必

要ではないか」ということでございます。また、「有害鳥獣の被害額はどのくらいか」というご

質問でございます。 

 有害鳥獣対策の電気柵の広域化につきましては、これまでも推進をしてきているところでご

ざいます。 
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 現在の状況につきましては、部谷沢から平沢までの７，１６０ｍは、平成３０年度に上千石

地区で１，０００ｍを実施し完了という状況でございます。その他、広域的に実施している地

区としては、八丁原３，０１５ｍ、池の平３，０００ｍ、柳久保の１，４９０ｍ、馬曲の１，

７００ｍ、内山が２工区合せて３，３００ｍという状況になっております。 

広域化にあたっては複数の管理者間での調整が必要となります。残りの地域についても設置

が可能であり、維持管理の条件が整えば推進していきたいと考えております。 

各個人での電柵設置についても、村でも補助制度はありますが、団体で効率よく管理できる

場合には、広域化に向けて対応しているとことでございます。 

 また、ここ３年間の有害鳥獣の被害額でございますが、これにつきましては、被害の報告を

受けて把握した部分のみの金額になります。平成２７年が２６７万円、平成２８年が９３万６

千円、平成２９年が６９万３千円となっております。 

 続きまして、７点目でございます。「和栗のかつてのジャージー牛を放牧していたところの電

柵が完全に撤去されていない。対応はどのようにされるか」ということでございますが、これ

につきましては和栗の放牧跡地対策ということで、地権者と協議して対応してきております。

平成３０年度で全て完了する予定でございます。 

 申し出のあった案件につきましては、２９年度に支障木の除去及び牧柵等の撤去を行ってお

りますが、これにつきましては、地権者の方に改めて確認して対応をしてまいりたいと考えて

おりますので、よろしくお願いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

 勝山 卓 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

２番 勝山 卓 議員 

 それでは、再質問をお願いしたいと思いますが、まず、米政策の関係であります。生産調整

がらみということでありますが、生産者の不安は、生産調整の見直しによる米価の下落だとか

米主体に対して将来の危機感を持っていると思うわけであります。そうした中で、米の直接支

払交付金がなくなったということで、実質、農家の手取りが減少したわけであります。そうい

った中で、この生産調整が実施されているのかという疑問を持たれるということであります。

この直接支払交付金の額が、昨年、この村に総額いくら入ったのかお願いしたいと思います。 

 また、ペナルティ的なことがないということもあって、正直者がバカを見るということにな

らないように、村としてしっかりとこの生産調整について進めていただきたいと思っておるわ

けであります。 

 それから、その放牧の電柵の撤去の関係であります。村が事業主体であって、その事業の実

態を周知しているはずであります。なぜこういった事象が起こるのか疑問に思うわけでありま

す。その辺のチェックをお願いしたいと思いますが、その原因等についてお願いをしたいと思

います。 

 

議長（森 正仁 君） 

土屋産業課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業課長「土屋博昭 君」登壇） 

 

産業課長（土屋博昭 君） 

それでは、勝山議員の生産調整の関係の再質問にお答えしたいと思います。 
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生産調整は、３０年度から国の生産数量目標の提示がなくなるということでございます。そ

れに併せて、直接支払交付金、これは生産調整を達成された食用米の米農家に１反歩あたり７，

５００円を交付するという制度でございますが、これについては３０年度からなくなるという

ことでございます。ちなみに、２９年度の村全体でのこの関係の交付金の金額ですが、１，６

９２万７５０円という金額になっております。ただし、こちらの直接支払交付金はなくなりま

すが、それ以外の水田活用の直接支払交付金等は継続して実施されます。その分もございます

ので、今後そういうものも交付金として継続するということをご確認いただきたいと思います

し、いずれにしても米の需給バランスが全国的に課題とはなっておりますが、こちらの方を継

続的に実施していくことで安定した米価が保たれるという部分につきまして、長野県の再生協

議会もそうですが、村としてもこれまで同様に取り組んでいきたいと考えておりますので、ぜ

ひご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

それから、和栗の放牧の際の電柵の関係でございます。これにつきましては、電柵の撤去等

につきまして、若干、村と地権者の間でいろいろとやり取りがございましたが、２９年度で大

方ご理解をいただいたということでございます。一部３０年度に実施する部分もございますけ

ども、若干その対応が遅れたということにつきましては地権者等にお詫び、またはご理解をい

ただきたいということでございます。よろしくお願いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

 勝山 卓 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

２番 勝山 卓 議員 

 それでは、再々質問ということでお願いしたいと思います。 

 直接支払交付金が１，７００万円弱ということであります。この金額が農家の収入源の形に

なろうかと思います。そういった中で、農業振興に対して村の方からしっかりと生産振興につ

いて指導をお願いしたいと思います。 

先ほど言いましたように、農業の先行きが非常に不透明の中にあって、今、村がすることは

第６次総合振興計画を着実に実行してその目標を実現していくことだと思っています。併せて、

前段申し上げたわけでありますが、農業者の不安としっかりと向き合っていける村、いく村で

あってほしいものだと感じるわけであります。村長のお考えをお聞きかせいただきたいと思い

ます。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、再々質問にお答えいたします。 

議員も新聞等でご覧になったと思いますが、国による生産調整が終了したということでそれ

ぞれ都道府県ごとに対応していくということであります。確か新聞報道では県単位で取り組ま

ないというところは６道県だと思います。これまで同様に取り組む地域が多いということで、

国とすれば需給調整は可能ではないかと判断をしているということであります。ただ、それは

計画の段階でありまして、実際に農家がどれだけ作付けするか、達成できるかというのはまだ

まだ心配な部分があるわけであります。やはり米については生産者自身が自分の米の価格を適
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正に維持していく、そういう仕組みであります。ですから、先ほどもありましたが、正直者が

バカを見るということはあってはならないというのは当然でありますし、直接支払の交付金が

なくなったこと、それを新たな措置を村として取れるかというと、それは難しい話だと思いま

す。米を作った農家だけ交付金ということになりますと、これまで積極的に生産調整に取り組

んできて、稲作をやめて畑作にした、そういう農家も多いわけであります。ですから、村全体

の農業経営という面で考えた時には、米だけではなく、先ほども話がありましたが、いろんな

形での農家経営の支援が必要だと思います。ただし、これについても個別の支援というのはな

かなか難しいだろうと思います。村としてできるのは条件整備でありまして、経営そのものを

支援していくというのはなかなか難しいということはご理解いただけると思いますが、その環

境の整備、そしてまた村全体で取り組んでいけるものについては、村が中心となって取り組み

を進めていきたいと考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

 勝山 卓 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

２番 勝山 卓 議員 

続きまして最後の質問となりますが、「公共施設のトイレの洋式化」についてお願いしたいと

思います。 

生活様式の変化から、家庭や事務所のトイレの大半が洋式化へ移行しているという中であり

ます。国からも指導がされているようでありますが、当小学校・中学校でもトイレの改修工事

が継続的に進めていられるところであります。 

学校以外の公共施設について、利用する頻度の高い人、それから高齢の人等、トイレの方式・

状況についてどのように感じているのかなと思うわけであります。 

洋式トイレの急速な普及に伴って公共施設のトイレのあり方を考える時期がきているのかな

と思っているわけであります。 

特に、高齢化社会において、この洋式化が課題であると考えるわけであります。 

村につきましても、大型事業が控えている中で、各施設のトイレの洋式化についてはなかな

か進まないといった状況にあるかと思います。ある程度の和式の数を残しながら、洋式トイレ

への改修を進めるべきだと思いますし、また、災害避難所や特に要望のある施設から、利用率

だとか利用者の内容を鑑みながら、順次準備を進めていく必要があるのではないかなと思うわ

けであります。見解をお願いしたいと思います。 

また、公共施設のトイレの洋式化率についてどのぐらいあるのかお聞きをしたいと思います。 

以上です。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、「公共施設のトイレの洋式化について」ということであります。 

先ほどの話のとおり、近年の生活様式の変化、そしてまたインバウンドへの対応もありまし

て、公共施設においてもトイレの洋式化は必要と認識しております。そんなことで、これまで

順次整備をしてきたわけでありますが、現時点で具体的に和式がどういう方が要望されて、ど
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の程度必要かという調査を行っておりませんが、ほとんどの家庭で洋式ではないかと考えてお

ります。そんなことで、洋式化というのは、これからは避けて通れないと思います。具体的に

公共施設のトイレがどういう状況か、そしてまた今年の事業の計画等について総務課長からお

答えいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

佐藤総務課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（総務課長「佐藤裕重 君」登壇） 

 

総務課長（佐藤裕重 君） 

それでは、私の方から具体的な数字についてご説明をさせていただきます。 

現在、公共施設のトイレの総数は男女合わせて３２４ございます。そのうち様式になってい

るのが２０３ということであります。ひとつの施設で男女兼用というものがございますので、

男の比率、女の比率というのはなかなか出しづらいわけではありますけども、全体としては、

６２．７％が洋式になっているという状況でございます。 

平成３０年度では、小中学校、それからスキー場のトイレ、全部で９つを洋式にする計画と

なっております。これが終了しますと概ね６５％、３分の２近くが洋式になるということでご

ざいます。今後、利用される皆さんのご意見を聞きながらどの程度までやっていけば良いか検

討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

 勝山 卓 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

２番 勝山 卓 議員 

数字を聞きますと６２．７％ということで、市町村の中では高い方かなと思うわけでありま

すが、この洋式化についても場所によって洋式化率が変わってくるのだろうと思います。 

前段申し上げましたが、小・中学校のトイレが継続的に実施されているということでありま

すので、どういった計画で進められていくのかお聞きをしたいのと、高齢者の方が多く集う公

共施設の洋式化の対策も必要だと思います。その関係について、どうされていくのかお願いを

したいのと、先ほど言いましたが、災害時の避難場所として洋式化を進めていく必要があると

思います。その避難場所の関係について、今後どう対応されていくのかも合せてお願いしたい

と思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

佐藤総務課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（総務課長「佐藤裕重 君」登壇） 

 

総務課長（佐藤裕重 君） 

高齢者の対応、それから避難場所の関係についてご説明をさせていただきますが、それぞれ

の担当課で施設を管理している部分がございますので、担当課の方とよく協議をしながら、そ

れぞれの施設について順次整備を進めてまいりたいと考えております。財源の関係もございま

して、一気に全てというわけにはまいりませんけれども、今、議員がおっしゃられた施設は非
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常に重要だと思いますので、十分考慮してまいりたいと思います。 

小学校の関係については、子育て支援課長から答弁をさせていただきます。 

 

議長（森 正仁 君） 

山嵜子育て支援課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（子育て支援課長「山嵜真澄 君」登壇） 

 

子育て支援課長（山嵜真澄 君） 

小中学校のトイレの洋式化につきましてお願いいたします。 

小学校につきましては、男子トイレ・女子トイレありますが、合計しまして和式が１５、洋

式が２２、合計３７ということになっておりまして、洋式化率５９％。中学校のトイレにつき

ましては、和式２７、洋式１３、合計４０、そして３３％ということでありまして、小学校の

方が、洋式化が図られているということであります。 

先ほど、村長の答弁の中にもありましたが、小中学校とも３か所ずつ洋式化になります。特

に中学校については、洋式化率が若干遅れているということもありますが、それぞれ順次洋式

化を図っております。この辺のところにつきましては、小中学校と相談をしながら洋式化を図

っていきたいと考えております。 

また、先に予算決算常任委員会の中で早く設置した洋式トイレにつきまして、温かい便座と

いう話もありますので、その辺のところも含めて洋式化について考えていきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

以上で、勝山 卓 君の質問は終わります。 

（終了 午後 ２時４５分） 

 

議長（森 正仁 君） 

３番 滝沢光平 君。 

（「はい、議長。３番。」の声あり） 

（３番 滝沢光平 議員 登壇） 

 

３番 滝沢光平 議員 

 それでは、発言を許されましたので２点の質問させていただきます。 

 １点としまして、「６次産業化・地産地消推進戦略について」ということでございます。 

 村の６次産業推進協議会は、平成２８年９月１日に６次産業化・地産地消推進戦略を策定さ

れました。内容としまして、村の地域資源を活用した生産、加工、販売を一体的に取り組む６

次産業化、農商工連携、地産地消等の取り組みを地域総ぐるみで推進するための方針をまとめ、

地域産業の振興のための道筋を示したものであります。この戦略の中では、戦略期間を平成２

８年から３１年までとし、目標年度を平成３１年とされております。 

 そこで、戦略策定からまだ１年半ほどの時間しか経っておりませんけども、目標年度までの

残すところあと２年となりました。 

 ６つの推進方策としまして、１、地域資源の掘り起こしと活用、２、６次産業化、農商工連

携の促進、３、地産地消等農産物の地域内利用と交流の促進、４、販路拡大の促進、５、支援

機関の連携・充実、６、６つの重点プロジェクト、この中には道の駅の魅力アップ、農産物直

売所の安全安心対策、ローカルベンチャースクール、６次産業化新商品、木島平ゆかりの店、
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ふるさと名物応援。特に、村長も言われていますけども、農を基軸とする我が村でございます。

大変期待をする一人でございますけど、現在までの経過の中にはいろいろあったと思います。  

現時点の達成されている成果として何があるのか、また、推進の過程において発生した問題

点、そして最終年度の平成３１年度における目標達成等の見込みについてお伺いしたいと思い

ます。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、滝沢議員の６次産業推進協議会という質問でありますが、施策の中身、具体的な

内容でありますので、担当室長から答弁をします。 

 

議長（森 正仁 君） 

髙木産業企画室長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業企画室長「髙木良男 君」登壇） 

 

産業企画室長（髙木良男 君） 

それでは、滝沢光平議員の６次産業推進協議会についてお答え申し上げたいと思います。 

この戦略の策定趣旨は、村の第６次総合振興計画の施策の第１４であります。「農業の６次産

業化の推進」に即して、村の地域資源を活用した生産、加工、販売を一体的に取り組む６次産

業化や農商工連携、地産地消等の取り組みを地域総ぐるみで推進するための方策をまとめたも

のであります。協議会ではこれまでキノコ・柿を活用した「おやつコンテスト」を開催し、そ

れをもとに国の補助制度等を活用して商品化をしてまいりました。また、村では平成２８年か

ら特産品開発奨励補助制度を創設し、村民の皆さんの特産品開発意欲の醸成に努めてきており、

これまで２件の実績でございます。 

 農の拠点施設は、農業の６次産業化の拠点施設として建設し、運営会社が加工施設において

地域資源を活用した特産品の開発・製造をしてまいりました。しかしながら民間企業での「経

営」に重きが置かれること、加工室の衛生管理上、不特定多数の使用ができないこと等により

村民の皆さんの特産品開発需要に対する受け入れが困難な状況であります。  

そこで、道の駅利活用検討会議においても、今後の加工施設の運営については、「特産品開発

需要に対する相談窓口機能を担保できる事業者の選定を条件とすべき」とされているところで

あり、協議会施策が反映できる施設とすべく、事業者の選定をしてまいりたいと考えておりま

す。なお、地産地消戦略の平成３１年度までの数値目標というものは設定されておりません。

つまりＫＰＩと言われるような数値目標は設定しておりませんけれども、基本的な考え方は議

員がおっしゃるように「地域総ぐるみの６次産業化で地域資源の価値と魅力を向上」としてお

りますので、あらためて推進戦略の進行管理を徹底してまいりたいと考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

滝沢光平 君。 

（「はい。」の声あり） 
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３番 滝沢光平 議員 

再質問させていただきます。 

今、室長の方から地元のキノコ・柿を使ったおやつコンテストの結果、２件の実績の話があ

りました。本来目指しているのはこういう部分だと私も考えます。これを基本的に販売の拡大

に向けて、地元産でやっていくのが一番良いのかなと思います。 

なぜ、これを私が質問させてもらうかというと、この計画が、特にソフトの部分になると思

うのですが、この中にいろいろと６つのプロジェクトという部分で、ちょっと心配なことがあ

ったものですから、あえて質問をさせていただいております。 

もうひとつは、ソフトの部分というのは特に目に見えてこない部分でございます。私とすれ

ば、１つは見える化、それときちっと最終年度に報告書、その中に何が良くて何が悪かったと

いう部分についての明記を必ずする、資料を残すということをお願いしたいと思いますが、そ

の辺のお考えはどうですか。 

 

議長（森 正仁 君） 

髙木産業企画室長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業企画室長「髙木良男 君」登壇） 

 

産業企画室長（髙木良男 君） 

それでは、滝沢光平議員の再質問でございます。 

ひとつは、協議会の方で柿のスイーツコンテストをやりました。それと、私が先ほど２件と

申し上げましたのは、特産品開発奨励補助事業に係る住民の皆さんからの補助金の申請が２件

ということでございます。協議会としてはそのコンクール等々開催をしてまいりました。 

見える化につきましては、議員ご指摘のようにしっかりとやっていきたいと思いますし、最

終的な３１年の目標設定もございますから、やはりＰＤＣＡサイクルの徹底をしっかり進行管

理をしていかなければいけないことだなと認識をしております。 

よろしくお願いいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

滝沢光平 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

３番 滝沢光平 議員 

それでは、２点目の質問をさせていただきます。 

木島平村の教育長が新任されまして、所信を聞いていなかったものですから、良い機会です

ので、ここでお聞きをしたいなということで、質問という形で取らせていただきますので、よ

ろしくお願いします。 

 

議長（森 正仁 君） 

小林教育長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（教育長「小林 弘 君」登壇） 

 

教育長（小林 弘 君） 

滝沢議員の教育長の所見についてのご質問にお答えをいたします。 
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教育長に就任いたしまして２か月余りが過ぎようとしています。この間、議員の皆様をはじ

め村民の皆様方から多くのご教示を賜り、ありがとうございました。 

 就任し、まず行ったことは現場を知ることでした。保育園、小学校、中学校を訪問し、施設・

設備、そして教育環境や授業を直接自分の目で確かめることを通して、現状の課題、そして次

年度への課題を把握することができ、是非より良い教育環境にしていきたいと強く感じたとこ

ろです。 

さて、私が学校教育の根底として大事に考えていることは、子どもたちが日常の学校生活 

に成就感と自己肯定感をもって学校生活ができることです。それと同時に学力保障も同じよう

に大事な要素と考えております。それには、学校と十分連携を取りながら、ソフト・ハード両

面を含めた教育環境の整備を行っていきたいと考えています。 

また、本村は「笑顔あふれる村」「人権が尊重される村」を掲げております。当然ながら、学

校も然りです。子どもたちは「村の宝物」であります。「人づくりは村づくり」「村づくりは人

づくり」につながります。常にこのことを念頭に置き、子どもたちのために教育行政を行って

いきたいと考えています。その延長線上では、子ども目線で「木島平村のもの・こと」等を捉

えた提言をしてもらう施策も考えてまいりたいと考えております。 

さらに、現在、スピード感を伴った教育改革の波がどんどん押し寄せてきております。 

特に小学校の次期学習指導要領が全面実施されます平成３２年度には、小学校の５、６年生

では今まで行っていた「外国語活動」が「英語」としての教科となり、３、４年生では新たに

「外国語活動」が導入されます。このことは、木島平村に住んでいても、都市部に住んでいて

も全ての子どもたちが学習しなければならない、避けて通ることができない教育です。そのた

めに今までとは違った大胆な発想も必要となってくるかなとも思っております。 

環境整備には多額の費用がかかりますが、ＩＣＴを活用した授業づくり、そして外国語指導

助手を交えて、どのように学校の教育システムに組み込んでいくか考えております。 

他教科とのバランスを考え、「英語」が全てではありませんが、「日本語力」を高めながらも

小学校段階では「英語」がいかに面白いか、楽しいか、惹きつける英語学習ができるように十

分に学校と連携したいと考えております。 

また、「活字離れ」が叫ばれています昨今、児童・生徒の「思考力・判断力・創造力・読解力」

を伸ばす教育にも力を入れていきたいと考えております。現在、小・中学校では読書旬間・読

書指導が行われております。とりあえず小学生では信濃毎日新聞の情報源満載の「子ども新聞」

等の利活用のアイディアを出していければなと考えております。そのことはスマートフォンや

ゲームの画面から一時目を離す時にもつながります、また、視力低下防止等にも効果があるの

ではないかと考えます。 

最後に、学校教育と社会教育の両輪を大事にするためにも、人権同和教育の面においては、

次年度からは、分館の学習会とは別に３０代、４０代の保護者が多い学校のＰＴＡ向けに、「正

しく史実に学ぶ研修」として、授業参観日に村の人権推進室の「出前講座」を実施していきた

いなと考えております。 

 また、皆さん方の引続きのご教授をよろしくお願いいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

以上で、滝沢光平 君の質問は終わります。 

（終了 午後３時００分） 

 

議長（森 正仁 君） 

会議の途中ではありますが、暫時休憩といたします。 

再開は午後３時１０分でお願いします。 
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（休憩 午後３時００分） 

（再開 午後３時１０分） 

 

議長（森 正仁 君） 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

吉川 昭 君。 

（「はい、議長。１番。」の声あり） 

（１番 吉川 昭 議員 登壇） 

 

１番 吉川 昭 議員 

それでは、通告に基づきまして、３点の質問をさせていただきます。 

 まず、１つ目でございますが、「スキー場パノラマランドのビタミンレストランの床について」

質問させていただきます。 

 雪の付いたスキー靴で歩きますと非常に滑る床であります。セルフサービスのカレーなどの

メニューをテーブルまで運ぶ途中で転倒し、自分にかかってしまうことなどをよく見かけてお

ります。危険で不親切な床であり、滑らない床への指摘も多くありました。 

 平成３０年度の観光施設特別会計予算案の中でレストラン床改修工事が計上されております。

どのように改修する計画か説明をお願いいたします。 

   

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、吉川議員のパノラマランドのビタミンレストランの床についてのご質問でありま

すが、これにつきましては、先ほどの話のとおり平成３０年度の中で予算を計上しております。 

具体的な考え方については、担当課長から答弁をいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

土屋産業課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業課長「土屋博昭 君」登壇） 

 

産業課長（土屋博昭 君） 

それでは、吉川議員のご質問にお答えしたいと思います。 

パノラマランドのビタミンレストランの床をどのように改修するかというご質問でございま

すが、工事の内容につきましては、ご質問にあるように滑りやすいことを解消するというよう

なものでございまして、タイルカーペットに張り替える予定になってございます。カーペット

の選定は、指定管理者である木島平観光株式会社に選定をいただいたもので、ゴルフ場やスキ

ー場などの施設に適した素材ということで選定をしているところでございます。 

よろしくお願いいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

吉川 昭 君。 
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（「はい」の声あり） 

 

１番 吉川 昭 議員 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 タイルカーペットということでございます。カーペットというのは、絨毯のようなものと考

えてよろしいのでしょうか。 

 それと、時期というのは、目安的には夏の間となると思うのですけれども、来シーズンの冬

に間に合うように改修が終わるのか、その辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

   

議長（森 正仁 君） 

土屋産業課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業課長「土屋博昭 君」登壇） 

 

産業課長（土屋博昭 君） 

カーペットでございますが、現在、シューネスベルクの１階のレストランの床に張ってある

ものと同じようなもので、毛足が長いとかそういうものではありませんけども、通常、スキー

場、ゴルフ場で滑らないように敷いてある形のカーペットになります。 

また、工事につきましては、当然スキーシーズンに間に合うようにということで張り替えを

行いたいということでございますので、よろしくお願いいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

吉川 昭 君。 

（「はい」の声あり） 

 

１番 吉川 昭 議員 

 それでは２つ目の質問に移ります。 

 「除雪ドーザーによるつるつる路面の対応について」ということで質問いたします。 

 １９９０年から１９９２年にスパイクタイヤを規制する法律ができました。雪の降る地域で

は４輪駆動車とスタッドレスタイヤで対応するようになったわけですけれども、スタッドレス

タイヤの性能が上がりチェーンも必要なくなりました。そのため、道路路面を傷つけるものが

なくなり、つるつる路面による自動車のスリップ事故、高齢者の転倒による骨折など雪国では

大問題となりました。私も当時、区の分館などで開かれる行政懇談会の中で、除雪ドーザーの

排土板のエッジに５ｃｍほどの三角形の切り込みを入れて凹みを間隔ごとにつけ、雪をすじ状

に残すように加工できないかと提案をいたしました。 

 議長に許可をもらっていますので、ちょっと図面を出させていただきます。分かりにくいか

とも思いますけれども、排土板のエッジの部分に切り込みを入れまして、雪を残すような形で

できないかということを提案したわけでございます。当時の職員の方は、メーカーに確認をし

ていただいたようでございますけれども、返事が技術的に無理との内容でございました。 

 その後も数年おきに事故を見る度に、それが気になりまして提案はしたのですけれども結果

は変わらず今に至っているというような状況でございます。 

 現在の除雪の体制としては、なるべく残雪がないように排雪をしまして、必要なときには融

雪剤を撒く、そんなような体制が取られておるかと思います。その除雪機の後ろについてすぐ

に融雪剤を撒けば問題はないのですけれども、その後ちょっと雪が降ったりすると、つるつる

路面の状態が続くということでございます。その間に滑ってしまうということが多くあるので
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はないかと感じております。 

 それと、除雪の方法でオペレーターの方に聞いた話では、当時のことを思いますと、そりの

部分がとにかく滑ると、で、そりの部分を外れると若干足あとがつくようなクッション部分、

スポンジのような部分があったかと記憶しております。今は、除雪の方法としてはそりを上げ

て、排土板の底辺で全体に掻いている状況というのをお聞きしました。そうなりますと、そり

の部分だけではなくて、排土板の幅そっくり全面が、雪の状況によってはつるつるの圧雪状態

で鏡面のような形になっているかと思います。それが現在の状況です。 

 最近、坂道で自動車がコントロールできずに団子状に何台も追突する事故を目撃いたしまし

た。それでまた思い出しまして、何か良い方法はないかといろいろと調べてみたわけですけれ

ども、調べてみるとこのあたりでは見かけない機械がたくさんありました。どんなものがある

かと申しますと、グレーダーという機械があります。グレーダーというのは前輪と後輪の間に

排土板が付いていまして、雪を左わきに寄せていく機械ですけれども、そういったものが使わ

れておりました。その機械で雪を掻いた後に、車体の後ろにレーキ状のもので引っ掻き傷をつ

ける、あとは融雪散布剤の車の後ろにレーキ状のもので引っ掻き傷をつけて散布していく機械

など、こういったのを「粗面形成」と言うそうなのですけど、粗い面を形成するという装置は

いろいろあります。実際に北海道では使われております。全車種ではなく、何台かに１台とい

う形で使われております。あと、国土交通省北陸管内、また長野県の資料にもこういったのは

出ておりますけれども、雪国である長野県の北部には無いようです。実際に見たこともないと

思います。雪質の違いによるものかなという気はするのですけれども、国交省の北陸地方整備

局北陸技術事務所の方では実際に広報の中でも機械が使われている動画などもあります。全車

種ではないですけれども、ある程度に１台なり使われているということでございます。 

 除雪ドーザーというのは、非常に細かい作業ができるわけです。交差点などもそうですし、

雪を押し出したり、いろいろな作業ができたりしますので、木島平などこの辺では主に除雪ド

ーザーを使用しております。何度もバックをして雪を押し出すために、後ろに作業機が付いて

いた場合では、作業機を上げ下げなどしていたらとても忙しくてやりきれないとも思います。 

また、排土板が幅広くなっておりますので、後部のレーキの幅がそれよりも狭ければ、やはり

つるつる部分というのは発生するのかなと感じております。そうした場合を考えていきますと、

排土板の前面か後面に何か工夫するしかないかなと感じます。 

それでまた調べていくのですけれども、排土板のエッジをいろいろ調べていきますと、東京

の重機部品のメーカーと秋田県横手市の除雪を請け負っている建設会社から、排土板のエッジ

の形状について特許の申請が出ているのです。どういうものかと言いますと、私が先ほど示し

たような形のくし状の形の申請が出ております。東京の部品メーカーの発明は、どういう意味

で申請されているかと言いますと、圧雪に食い込みを良くするために考えられたものです。横

手市の建設会社は逆に滑らないように雪を残すために考えられたものです。私が先ほど言った

ように、すじ状に雪を残すというような形で、同じような考えで申請されているのです。横手

市の建設会社の会長の話をお伺いしましたら、３ｃｍごとに四角に切り込み加工をするという

ことで、どのようなものかというと、３ｃｍ切り込んだものがあって、３ｃｍの雪を掻く部分

があって、３ｃｍごとに同じ間隔でくし状にしたエッジを使って申請をして、実際に試してみ

たということでございます。試した結果、残雪ができて効果があり使っておったのですが、そ

の後メーカーが全然対応してくれなくて、そのままやめてしまったというのが現状です。重機

の部品のメーカーの方では、トンネル状の３ｃｍの切り込みが入ったくし歯のエッジを、現在、

申請通りのもので造っていることが分かりました。こういった形です。アーチ状の切り込みで

す。半円ではなく、ちょっと長めのトンネル状の切り込みになっています。どちらも見ると、

切り込み部分と下の部分が同じ３ｃｍで、こちらは平面に対して、ちょっとこの図が悪いです

けれども、６０％ぐらい、５ｃｍに対して３ｃｍとかそういった形の切り込みになっておりま
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す。そういったものが実際に販売されているということが分かりました。 

あと、いろいろと辿っていきますと北海道にある重機部品の販売店などもいろいろと聞いて

みました。需要は少ないですけれども、国産とか中国産のものもあって、また、こちらの部品

メーカーのものもあって、北海道以外からも注文を受けているとのことです。ただ、使用はど

ういう目的でされているかというのは確認をとれていないので、分からないということでした。

本来はこの販売されているのは圧雪を剥ぐための形で造っておりますので、そういったのがほ

とんど主に使われているのではないかとは思います。こちらのものは普通の平版のエッジと比

べて、どれぐらい値段が違うのか調べましたら、１割程度高いということです。機種によって

全て寸法も違いますし、いろいろ値段には違いがあるということなのですけれども、平版のも

のとこのくし状のものでは、１割ほどくし状の方が高いということです。 

この２つは非常に歯の形は似ていますけれども、片方は圧雪剥ぎ用の食い込みを良くするた

めに考えられたもの、もう片方は残雪による粗面効果を狙ったもので、目的は非常に違ってお

りますが、エッジの形状は近いです。私は、残雪による粗面効果に期待をしているのですけれ

ども、心配される点はマンホールやグレーチングなどの損傷であります。こちらの建設会社の

方の話では、自分で加工して使用したものでは問題なく普通に除雪できたということでした。

しかし、現在、それを使用している人との話と実際に使用している現場までは確認できていな

いです。一部、動画サイトで札幌の圧雪剥ぎの様子は、この歯を使ったものが１点だけ見られ

ます。その目的は圧雪剥ぎで使っているわけです。食い込みの良い歯でやっているのですけれ

ども、残雪を残して粗面効果で滑らないような形に、ただ、残雪が積み重なってきますと圧雪

状態が厚くなってしまうのかもしれないです。その場合は、食い込みの良い実際に使えるエッ

ジですから、両方兼ねた形でどうかなと感じております。 

村でも、メーカーへの確認と使用している現場などを調査し、見学するなど確認をして、予

算はかかりますけれども、１台分でも試験をしてみてはどうかと思いますけれども、その辺の

対応を伺いたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

答弁に入ります前にお詫び申し上げます。 

事前に吉川 昭 君から資料の持込みの申請がありました。これを許可しました。事後とな

りましたが、ご了承願います。 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、吉川議員の除雪ドーザーによる路面の滑りというか、つるつる状態についてのご

質問がありました。 

確かに、今年も何回かそういう時がありましたし、事故が起きたということも報告を受けて

おります。除雪する時間帯、夜であったり、それからまた朝であったり、場合によれば昼間で

あったりというようなことで、その時間によっても違ってくると思います。その中で、今提案

がありました内容でありますが、かなり昔と比べると技術的にも進歩している部分があるだろ

うなと思いますし、一方なかなか普及しない理由もあるのかなと思います。ですから、その辺

の検証をしていかなければならないと思いますが、具体的な対応については建設課長から答弁

をいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 
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髙山建設課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（建設課長「髙山俊明 君」登壇） 

 

建設課長（髙山俊明 君） 

村長に補足しまして答弁をさせていただきます。 

ご質問にありますように、この冬に除雪した際、スキー場線で何回かスリップによる事故が

発生しております。 

滑りやすい路面となるのは、気温それと雪質に特に影響するものであります。 

除雪ドーザーによる除雪の後に路面の凍結を防ぐため、必ず融雪剤の散布を行っております。 

ご提案のありました除雪ドーザーのエッジのくし歯の使用につきましては、効果を検証した

いと考え、来冬に試験をしていきたいと考えております。 

 

議長（森 正仁 君） 

吉川 昭 君。 

（「はい。」の声あり） 

 

１番 吉川 昭 議員 

 それでは、３つ目の最後の質問に移りたいと思います。 

 「昨年の６月に質問をしました村内の求人紹介について」ということでございます。 

 先ほど、前の議員からも質問がありましたのとちょっと重複してしまうと思いますので、そ

れ以外のところで答えていただければと思います。 

 今回、議会と農業後継者との団体との懇談会の中で、鳥獣対策の問題、米の生産調整の問題、

人手の確保を助けてほしいなど重要な意見が多く出されました。 

昨年６月議会にて、農作業ヘルパーなどと農業以外も含めた求人の紹介について質問をいた

しました。 

近隣なり、全国的な中でもいろいろと見ますと、そういったヘルパーをやっているのは、例

えば、行政の農林課であったり、公社であったり、あとＪＡでもやっているところもあります。

そういったところで農作業のヘルパーを募集し、事務局となりまして無料職業紹介事業として

行っているわけです。 

そういった全国の事例を見まして、市や町が非常に多いのですけれども、村として実際に出

てくるのは、見つけられないくらいいないのも事実です。それは、人手不足であったり、人件

費の面だったり、なかなかそこまで対応できないのが実情かなと思うところもあります。 

また、移住定住に定評のある自治体では、行政で無料職業紹介所として様々な職業を紹介し

ております。例えば、村内でもスキー場関係で木島平に住み、農作業を手伝っていて、自分で

農業をやってみたいと思うようになった人もおるわけです。村への入り口はいろんな形がある

と思います。農業だけでも作物はいろいろあります。また、仕事によりその収穫だけでなくて

もいろんな仕事があります。冬期としてはスキー場などもあります。キノコなども年間雇用で

やっておられますけれども、やはり冬場の方がメインかなと思います。特に畑などの作物は手

作業の作物がほとんどです。人手がないので規模拡大をせずに現状維持という農家が非常に多

いのではないかなと思います。なかなか規模拡大をどんどんしていくというのは厳しい面があ

ると思います。今後は高齢化が進み、また一層畑地の耕作放棄地が増えると思います。シルバ

ー人材センターやハローワークも含めて、村としても生産性を上げる人材面の手助けは必要と

感じるわけです。 

昨年の答弁では、調査と検討をするというご返答をされました。実際に調査と検討はされた
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のかその辺をお伺いしたいと思います。 

 

議長（森 正仁 君） 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

それでは、吉川議員の村内の求人紹介、職業紹介についてのご質問でありますが、先ほど議

員も申されましたが、村の中で主な、特に農作業といった場合には米と野菜が中心になります。

特に野菜の場合には定常的な、決まった作業がなかなかない、そしてまた時間的にも何時から

何時までというようにできない作業が多いのではないかなと思います。例えば、果樹等であれ

ば、研修をした上で一定のスキルを身につけて作業をするということができますが、野菜類の

場合にはなかなか難しいと考えております。ただ、話にありましたとおり規模拡大をするにあ

たって人手がないと、そういうことが制約になっているという事実もありますので、その辺に

ついては、村だけではなくＪＡ等も含めて検討していく必要があるだろうと思います。 

これまでの件、それからまたこれからの取り組みについて、担当課長から答弁をいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

土屋産業課長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（産業課長「土屋博昭 君」登壇） 

 

産業課長（土屋博昭 君） 

それでは、ただ今の吉川議員のご質問にお答えしたいと思います。 

昨年６月にご質問いただいた求人紹介についてということでございます。昨年の答弁の中で

調査・検討するという答弁に対して、調査・検討されましたかというご質問でございますが、

求人の関係につきましては、農繁期の人手確保がなかなかうまくいかないという状況は承知し

ているところであります。 

働きたい方は、できれば一時的なものではなく、安定した雇用を求めていることがほとんど

と思いますので、短期的な雇用はそういう意味では難しい面があるのかなと思いますが、例え

ば、退職後等で逆に一時的な農作業をやりたいという方もいらっしゃるのではないかと思いま

す。 

昨年６月の一般質問の答弁の中で調査を行うとお答えをしておりますが、これにつきまして

はまだ実施をしてございません。来年度予定をしております村の総合振興計画後期５か年計画

策定のためのアンケートの中で実施をし、今後の対応を考えてまいりたいと思います。  

また、シルバー人材センターやハローワークに登録していただくことが基本とは思いますが、

村でも移住定住対策の中でハローワークの求人情報が役場で見られる環境になります。そんな

ことがございますので、求人情報等につきましては、そんな意味で相談に随時応じていきたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

  

議長（森 正仁 君） 

以上で、吉川 昭 君の質問は終わります。 

（終了 午後３時３７分） 

 



71 

議長（森 正仁 君） 

 以上で本日の日程は終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

 ご苦労様でした。 

（散会 午後３時３７分） 
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平成３０年３月第１回 木島平村議会定例会 

《第３日目 ３月１４日 午後３時３０分 開議》 

 

議長（森 正仁 君） 

 本日の会議は、諸般の都合により、午後３時３０分に繰り下げて開くことにします。 

ただいまの出席議員は９人です。 

定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

この際、日程第１、議案第６号「情報通信施設条例の一部改正について」の件から、日程第

３４、議案第３５号「平成３０年度木島平村水道事業会計予算について」の件まで、以上、条

例案件９件、予算案件２１件、事件案件４件、あわせて３４件を一括議題とします。 

なお、以降、議案等の「木島平村」の部分については、省略させていただきますのでご了承

願います。 

本３４件は、先に各委員会に付託してありますので、順次、各委員長の報告を求めます。 

はじめに、総務産業常任委員長の報告を求めます。 

総務産業常任委員長、江田宏子 さん。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（総務産業常任委員長「江田宏子 さん」登壇） 

 

総務産業常任委員長（江田宏子 さん） 

本委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、木島平村議会会議

規則第７７条の規定により報告します。 

議案第６号、木島平村情報通信施設条例の一部改正について。 

以下、「木島平村」は省略させていただきます。 

議案第７号、税条例の一部改正について。 

議案第８号、過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について。 

議案第９号、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産税

の課税免除に関する条例の制定について。 

議案第１３号、農の拠点施設設置条例の一部改正について。 

議案第１４号、消防団員等公務災害補償条例の一部改正について。 

議案第３６号、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について。 

議案第３７号、情報通信施設の指定管理者の指定について。 

議案第３９号、字の区域の変更について。 

審査の結果、いずれも原案可決です。 

なお、審査意見が１点まとまりましたので、ご報告します。 

農の拠点施設の運営及び専属貸付け、テナントですけれども、専属貸付けにあたっては、真

に農業振興及び地域経済の活性化につながるよう、計画的に事業を遂行されたい。 

以上です。 

 

議長（森 正仁 君） 

次に、民生文教常任委員長の報告を求めます。 

民生文教常任委員長 土屋喜久夫 君。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（民生文教常任委員長「土屋喜久夫 君」登壇） 

民生文教常任委員長（土屋喜久夫 君） 
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本委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、木島平村議会会議

規則第７７条の規定により報告します。 

議案第１０号、木島平村介護保険条例の一部改正について。 

議案第１１号、木島平村指定居宅介護支援の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制

定について。 

議案第１２号、木島平村後期高齢者医療に関する条例の一部改正について。 

議案第３８号、木島平村クロスカントリー競技場の指定管理者の指定について。 

審査の結果、いずれも原案可決であります。 

審査の過程で意見がまとまりましたので、報告いたします。 

スキーの村として、スキーに親しむ底辺人口の拡大は重要であり、小中学生の大会参加はも

とより、練習のための支援も必要である。小学校が進めるスキー部後援会の資金調達も村内全

体の盛り上がりを進めるため、重要な要素といえる。資金面も含め、地域のスキー振興意識の

醸成に格段の配慮をされたい。 

以上であります。 

 

議長（森 正仁 君） 

次に、予算決算常任委員長の報告を求めます。 

予算決算常任委員長 江田宏子 さん。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（予算決算常任委員長「江田宏子 さん」登壇） 

 

予算決算常任委員長（江田宏子 さん） 

本委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、木島平村議会会議

規則第７７条の規定により報告します。 

議案第１５号、平成２９年度木島平村一般会計補正予算第１０号について。 

以下、「平成２９年度木島平村」は省略させていただきます。 

議案第１６号、情報通信特別会計補正予算第４号について。 

議案第１７号、国民健康保険特別会計補正予算第５号について。 

議案第１８号、介護保険特別会補正予算第５号について。 

議案第１９号、観光施設特別会計補正予算第４号について。 

議案第２０号、下水道特別会計補正予算第４号について。 

議案第２１号、農業集落排水事業特別会計補正予算第３号について。 

議案第２２号、高社簡易水道特別会計補正予算第２号について。 

議案第２３号、水道事業会計補正予算第６号について。 

次から新年度予算になります。 

議案第２４号、平成３０年度木島平村一般会計予算について。 

以下、「平成３０年度木島平村」は省略させていただきます。 

議案第２５号、情報通信特会計予算について。 

議案第２６号、学校給食特別会計予算について。 

議案第２７号、奨学資金貸付事業特別会計予算について。 

議案第２８号、後期高齢者医療特別会計予算について。 

議案第２９号、国民健康保険特別会計予算について。 

議案第３０号、介護保険特別会計予算について。 

議案第３１号、観光施設特別会計予算について。 

議案第３２号、下水道特別会計予算について。 
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議案第３３号、農業集落排水事業特別会計予算について。 

議案第３４号、高社簡易水道特別会計予算について。 

議案第３５号、水道事業会計予算について。 

審査の結果、いずれも原案可決です。 

なお、審査意見がまとまりましたのでご報告します。 

平成２９年度補正予算についてですが、前年度、台湾誘客に向けた視察を実施したにもかか

わらず、今年度、台湾誘客の委託料が未執行であったことは残念である。継続事業として効果

をあげられるよう、担当課内で、職務分担や進捗状況を把握し、必要に応じてサポート体制を

組むなど、計画的に取り組まれたい。 

次に平成３０年度の予算に対する審査意見です。７項目あります。 

まず、総務課関係ですけれども、村の応援団としての「わせだいら等への交流活動支援事業」

は評価する。村民理解を得られるような運用規程を策定し、事業に取り組まれたい。 

１つ、持続可能な村づくりに向け、財政計画の見直しは喫緊の課題である。経常的に不足す

る経費に目的基金や過疎債を充当しているが、将来にわたる健全な財政運営に向け、早急かつ

抜本的に「各事業の検証や財政計画の見直し」に取り組まれたい。 

民生課関係で１点です。 

今後、一人暮らし高齢者の世帯数の増加が見込まれる。幅広い年齢層を対象とした婚活事業、

交流の場の推進など、将来を見据えた対策に努められたい。 

次に産業課関係です。３点あります。 

１つ、農業振興公社への補助金や集落支援員等の配置について、農業振興の観点から、その

運用についてしっかり検証し、経営改善につながるよう事業の精査をされたい。 

１つ、今年度応募がなかった「都市交流推進の協力隊」を引き続き募集する計画だが、都市

部の誘客拡大に向け、効果的に活動できる人材を採用されたい。 

１つ、新鮮屋について、アンテナショップとして、特産品の販路拡大や誘客につながるよう、

調布市との積極的な連携、派遣職員の有効な活用に努められたい。 

次に建設課関係です。１点あります。 

下水道事業について、財政の負担軽減に向けた検討は重要な課題である。浄化センターの包

括委託を含め、あらゆる観点から、財政の負担軽減に向けた検討を早急に進められたい。 

以上です。 

 

議長（森 正仁 君） 

質疑を許します。 

（質疑なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

質疑がないようですので、これで質疑を打ち切り、討論を行います。 

討論はありますか。 

（討論なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

これで討論を終わり採決したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 
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「異議なし」と認め、これから採決をします。 

日程第１、議案第６号「情報通信施設条例の一部改正について」の件から、日程第９、議案

第３９号「字の区域の変更について」の件まで、以上、条例案件６件、事件案件３件、合わせ

て９件を一括採決します。 

本件に対する委員長報告は、「原案可決」です。 

本件は、委員長報告のとおり決定するに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

従って、日程第１、議案第６号から、日程第９、議案第３９号まで、以上、条例案件６件、

事件案件３件、合わせて９件は原案のとおり可決されました。 

日程第１０、議案第１０号「介護保険条例の一部改正について」の件から、日程第１３、議

案第３８号「クロスカントリー競技場の指定管理者の指定について」の件まで、以上、条例案

件３件、事件案件１件、合わせて４件を一括採決します。 

本件に対する委員長報告は、「原案可決」です。 

本件は、委員長報告のとおり決定するにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

従って、日程第１０、議案第１０号から、日程第１３、議案第３８号まで、以上、条例案件

３件、事件案件１件、合わせて４件は原案のとおり可決されました。 

日程第１４、議案第１５号「平成２９年度一般会計補正予算第１０号について」の件を採決

します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件に対する委員長報告は、「原案可決」です。 

本件は、委員長報告のとおり決定するに賛成の方は、起立願います。 

（８人中７人起立） 

 

議長（森 正仁 君） 

起立多数です。 

 従って、日程第１４、議案第１５号は原案のとおり可決されました。 

 日程第１５、議案第１６号「平成２９年度情報通信特別会計補正予算第４号について」の件から、

日程第２２、議案第２３号「平成２９年度水道事業会計補正予算第６号について」の件まで、以上、

予算案件８件について、一括採決をします。 

 本件に対する委員長報告は「原案可決」です。 

 本件は、委員長報告のとおり決定するにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

従って、日程第１５、議案第１６号から、日程第２２、議案第２３号まで、以上、予算案件

８件は、原案のとおり可決されました。 

日程第２３、議案第２４号「平成３０年度一般会計予算について」の件を採決します。 
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この採決は、起立によって行います。 

本件に対する委員長報告は、「原案可決」です。 

本件は、委員長報告のとおり決定するに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

 

議長（森 正仁 君） 

起立全員です。 

従って、日程第２３、議案第２４号は、原案のとおり可決されました。 

日程第２４、議案第２５号「平成３０年度情報通信特別会計予算について」の件から、日程

第３４、議案第３５号「平成３０年度水道事業会計予算について」の件まで、以上、予算案件

１１件を一括採決します。 

本件に対する委員長報告は、「原案可決」です。 

本件は、委員長報告のとおり決定するにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

従って、日程第２４、議案第２５号から、日程第３４、議案第３５号まで、以上、予算案件

１１件は、原案のとおり可決されました。 

日程第３５、同意第１号「教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」の件を

議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 それでは、同意第１号について、ご説明申し上げます。 

 木島平村教育委員会委員の任命につき同意を求めるものでありますが、任期満了に伴う木島平村教

育委員会委員の任命について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により

議会の同意を求めるものであります。 

 氏名は、佐藤秀雄。佐藤氏は再任で２期目であります。 

任期は平成３０年４月１日から４年間であります。 

 同意をよろしくお願い申し上げます。 

 

議長（森 正仁 君） 

質疑を許します。 

（質疑なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

質疑がないようですので、これで質疑を打ち切ります。 

 ただいま議題となっています日程第３５、同意第１号について、会議規則第３９条第２項の

規定により、委員会付託を省略することについて採決します。 

 本件は、委員会の付託を省略することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

従って、日程第３５、同意第１号は、委員会の付託を省略することについて可決されました。 

これから討論を行います。 

討論はありますか。 

（討論なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

「討論なし」と認め、これで討論を終わり、採決したいと思います。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、これに同意することに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

 

議長（森 正仁 君） 

起立全員です。 

従って、日程第３５、同意第１号は、同意することに決定しました。 

お諮りします。 

ただ今、別紙「追加議案表」のとおり、９件の議題が提出されました。これを日程に追加し、

議題にしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

従って、「追加日程第１から追加日程第９まで」とし、議題とすることに決定しました。 

追加日程第１、報告第２号「損害賠償の額を定める専決処分の報告について」村長から内容

についての説明を求めます。 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 それでは、報告第２号について、報告をさせていただきます。 

 損害賠償の額を定める専決処分の報告であります。 

 平成２９年１２月１日午後４時２０分頃、相手方の車両が中町展示館駐車場に侵入した際、入口側

溝にかかるグレーチングが跳ね上がり、タイヤの側面に当たってパンクをさせたことに対して損害賠

償を行ったものであります。 

 損害賠償額は、２万４１２円、相手方の住所、氏名は記載のとおりであります。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定及び専決処分の指定に関する訓令第４に基づき、５０万円以下

の損害賠償であるため、平成３０年３月９日に専決処分といたしましたのでご報告をいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なし） 
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議長（森 正仁 君） 

質疑がないようですので、これで報告を終わります。 

追加日程第２、議案第４０号「特別職の職員等の給与の特例に関する条例の一部改正につい

て」を議題とします。 

朗読を省略して、本件について提案理由の説明を求めます。 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 それでは、特別職の職員等の給与の特例に関する条例の一部改正について、提案をさせていただき

ます。 

 村長等の給与月額を５％減額する特例期間を、平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで、

１年間延長する改正であります。 

 施行日は、平成３０年４月１日であります。 

 

議長（森 正仁 君） 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

「質疑なし」と認め、これで質疑を終わります。 

ただ今議題となっています追加日程第２、議案第４０号は、会議規則第３９条第２項の規定

により、委員会付託を省略することについて採決します。 

本件は委員会の付託を省略することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

従って、追加日程第２、議案第４０号は、委員会の付託を省略することについて、可決され

ました。 

これから討論を行います。討論はありますか。 

（討論なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

「討論なし」と認め、これで討論を終わり、採決したいと思います。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定するに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

 

議長（森 正仁 君） 

起立全員です。 

従って、追加日程第２、議案第４０号は、原案のとおり可決されました。 

追加日程第３、同意第２号「副村長の選任につき同意を求めることについて」を議題としま
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す。 

朗読を省略し、本件について提案理由の説明を求めます。 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 それでは、同意第２号でありますが、副村長の選任につき同意を求めることについて説明をさせて

いただきます。 

 内藤現副村長につきましては、今月いっぱいで辞任ということであります。それに伴い、副村長に

次の者を選任したいので、地方自治法第１６２条の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 氏名は、佐藤裕重。 

任期は、平成３０年４月１日から４年間であります。 

 同意をお願いいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

「質疑なし」と認め、これで質疑を終わります。 

ただいま議題となってい追加日程第３、同意第２号について、会議規則第３９条第２項の規

定により、委員会の付託を省略することについて採決します。 

本件は、委員会の付託を省略することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

従って、日程第３、同意第２号は、委員会の付託を省略することについて、可決されました。 

これから討論を行います。討論はありますか。 

（討論なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

「討論なし」と認め、これで討論を終わり、採決したいと思います。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、これに同意することに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

 

議長（森 正仁 君） 

起立全員です。 

従って、追加日程第３、同意第２号は、同意することに決定しました。 

追加日程第４、発議第１号「憲法第９条の改憲については、慎重に議論を行い拙速な結論を

避けることを求める意見書について」の件を議題とします。 

朗読を省略し、本件について提案者の説明を求めます。 

７番、江田宏子さん。 
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（「はい、議長、７番」の声あり） 

（７番 江田宏子 議員 登壇） 

 

７番 江田宏子 議員 

発議第１号、憲法第９条の改憲については、慎重に議論を行い拙速な結論を避けることを求

める意見書について。 

上記の議案を、地方自治法第１１２条及び木島平村議会会議規則第１４条第２項の規定によ

り、別紙のとおり提出する。 

提案理由の説明ですけれども、昨年５月の安倍首相の発言を受け、改憲の動きが急速に高ま

っていますが、こと憲法第９条の改憲に関しては、国民に多くの懸念の声があります。 

戦後７０年以上にわたり、日本が海外で戦争をしてこなかった大きな力は、憲法第９条の存

在と国民の強い思いでした。 

そして、日本の平和の礎となっているこの「憲法第９条」は、国際社会にも高い評価を受け

てきました。 

長野県では、全国一多い満蒙開拓団を満州に送り、戦争によりたくさんの犠牲者が出ました。

戦争の惨禍は、今でも多くの人々の心に厚くのしかかっています。 

私たちは、日本を再び、海外で「戦争する国」にしたくありません。 

そこで、改憲論議に際しては、国民の声をよく聞き、慎重に議論を行い、拙速な結論を避け

ることを強く求めるものです。 

皆様のご賛同をお願いいたします。 

 

議長（森 正仁 君） 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

「質疑なし」と認め、これで質疑を終わります。 

ただ今議題となっています追加日程第４、発議第１号は、会議規則第３９条第２項の規定に

より、委員会付託を省略することについて採決します。 

本件は、委員会の付託を省略することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

従って、追加日程第４、発議第１号は、委員会の付託を省略することについて、可決されま

した。 

これから討論を行います。討論はありますか。 

（討論なし） 

 

議長（森 正仁 君） 

「討論なし」と認め、これで討論を終わり、採決したいと思います。 

本件は、原案のとおり決定するにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 
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「異議なし」と認めます。 

従って、追加日程第４、発議第１号は、原案のとおり可決されました。 

追加日程第５、「閉会中の継続調査の申出について」の件を、議題とします。 

朗読を省略し、本件について総務産業常任委員長の説明を求めます。 

総務産業常任委員長 江田宏子 さん 

（「はい、議長。」の声あり） 

（総務産業常任委員長「江田宏子 さん」登壇） 

 

総務産業常任委員長（江田宏子 さん） 

閉会中の継続調査の申出について。 

次期定例会までにおける閉会中の継続調査は、下記のとおりとする。 

記。 

 申出委員会、総務産業常任委員会。 

 調査申出事件、総務産業常任委員会の所管に属する事項。 

以上です。 

 

議長（森 正仁 君） 

お諮りします。 

総務産業常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

追加日程第６、「閉会中の継続調査の申出について」の件を、議題とします。 

朗読を省略し、本件について民生文教常任委員長の説明を求めます。 

民生文教常任委員長 土屋喜久夫 君。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（民生文教常任委員長「土屋喜久夫 君」登壇） 

 

民生文教常任委員長（土屋喜久夫 君） 

閉会中の継続調査の申し出について。 

次期定例会までにおける閉会中の継続調査は、下記のとおりとする。 

 記。  

申出委員会、民生文教常任委員会。 

 申出事件、民生文教常任委員会の所管に属する事項。 

以上であります。 

 

議長（森 正仁 君） 

お諮りします。 

民生文教常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 
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議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

追加日程第７、「閉会中の継続調査の申出について」の件を、議題とします。 

朗読を省略し、本件について予算決算常任委員長の説明を求めます。 

予算決算常任委員長 江田宏子 さん。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（予算決算常任委員長「江田宏子 さん」登壇） 

 

予算決算常任委員長（江田宏子 さん） 

閉会中の継続調査の申し出について。 

次期定例会までにおける閉会中の継続調査は、下記のとおりとする。 

記。 

申出委員会、予算決算常任委員会。 

調査申出事件、予算決算常任委員会の所管に属する事項。 

以上です。 

 

議長（森 正仁 君） 

お諮りします。 

予算決算常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

追加日程第８、「閉会中の継続調査の申出について」の件を、議題とします。 

朗読を省略し、本件について議会運営委員長の説明を求めます。 

議会運営委員長 土屋喜久夫 君 君。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（議会運営委員長「土屋喜久夫 君」登壇） 

 

議会運営委員長（土屋喜久夫 君） 

閉会中の継続調査の申出について。 

 次期定例会までにおける閉会中の継続調査は、下記のとおりとする。 

 記。 

 申出委員会、 議会運営委員会。 

 申出事件、臨時会及び次期定例会の会期日程等議会の運営に関する事項。 

 以上であります。 

 

議長（森 正仁 君） 

お諮りします。 

議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。 

したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

追加日程第９、「閉会中の議会活動について」の件を議題とします。 

職員に議題を朗読させます。 

局長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（議会事務局長「竹原雄一 君」登壇） 

 

議会事務局長（竹原雄一 君） 

 閉会中の議会活動について。 

 次期定例会までにおける閉会中の議会活動は、下記のとおりとする。 

 記。 

 １、平成３０年４月２５日開催、議会改革研修会の開催。 

 ２、平成３０年５月１７日開催、調布木島平交流クラブ総会への出席。 

 ３、平成３０年５月２６日開催、ふるさと応援団木島平会総会への出席。 

 ４、平成３０年５月２８日開催、全国町村議会議長会正副議長研修会への参加。 

 ５、議会だよりの発行に伴う編集委員会の開催。 

 ６、特に重要な事件等が発生したときの調査等。 

 以上でございます。 

 

議長（森 正仁 君） 

お諮りします。この件を、閉会中の議会活動とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

議長（森 正仁 君） 

「異議なし」と認めます。したがって、この件を、閉会中の議会活動とすることに決定しま

した。 

以上で、本日の日程は、全て終了しました。 

ここで、村長から発言を求められましたので、これを許します。 

日䑓村長。 

（「はい、議長。」の声あり） 

（村長「日䑓正博 君」登壇） 

 

村長（日䑓正博 君） 

 今議会につきましては、２月末の開会ということで、始まりは冬の中でありました。今、こ

うして春の兆しが、本当に温かみを感じられる時期になりましたが、大変長い間、慎重に審議

をいただき大変感謝を申し上げます。 

 そしてまた、その中で提案をいたしました議案について、すべて可決をいただいたことに感

謝を申し上げたいと思います。 

 ただ、意見等でもいただいておりますとおり、そしてまた、議会中にもいろいろなご意見を

いただきましたが、村が抱える課題はまだまだ山積みであります。 

 これからも、村とともに議員各位には、村の将来のために慎重に議論をいただき、そして村

づくりに共に進んでいきたいと考えておりますので、今後ともぜひよろしくお願い申し上げま

す。 
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 大変長い間ありがとうございました。 

 

議長（森 正仁 君） 

去る２月２７日から本日３月１４日まで、１６日間にわたり、慎重にご審議をいただき厚く

御礼申し上げます。 

以上をもちまして、平成３０年３月第１回木島平村議会定例会を閉会といたします。ご苦労

様でした。 

（閉会 午後４時０８分） 


